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第二十二回那覇市議会（臨時会）

事務顛末

招集　　　　一九五八年二月二十一日

開催年月日　一九五八年二月　自二十四日　至二十八日

会期　　　　五日間

――― ○ ―――

○本会議第一日目　一九五八年二月二十四日　午前十時五十分　午後二時二十七分

本日の会議事件並びにその顛末左の通り
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○本会議第二日目　一九五八年二月二十五日（火）　午前十時五十九分　午後四時二十八分

本日の会議に付した事件並びにその顛末左の通り
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○本会議第三日目　一九五八年二月二十八日（金）　午前十一時二十三分　午後　時　分

本日の会議に付した事件並びにその顛末左の通り
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那議発第四号

一九五九年一月六日

那覇市議会議長

高良一

行政主席　那覇市長　宛

議会の結果報告について

一九五八年二月二十四日開催の第二十二回那覇市議会（臨時会）

の結果は別紙のとおりであります。

右市町村自治法第六十三条第三項の規定に基き報告致します。





第二十二回那覇市議会（臨時会）会議録

一九五八年二月二十四日

午前十一時十分開会

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

御挨拶申上げます。今度の那覇市、真和志市の合併に依りまして新らしく那覇市議会は四十五名と云う議会構成の下に本日その初議会が開会される次第であります。両市の合併に依り那覇市の人口も十八万を擁し九州地区内に於ける七十三都市中の第九位に那覇市がその位置を占る訳であります。特に福岡市は九州地区に於いて第一位を占めている訳でありますが、福岡市は我が那覇市とはその性格を異にしており那覇市の如きは国際都市としての重要な役割を帶びている次第であります。從いまして我々四十五名は更により良き国際都市の建設に邁進すると共に議会運営に於いて議員各位の今後の御協力をお願い申上げる次第で御座います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日三番議員島袋嘉順君と十五番議員宮城清三郎君から退職願が提出されており本件に就きましては後刻議題として皆様にお諮り致しますがその前に御両名から辞任挨拶が御座居ますので暫らくの間御静聴願います。では十五番議員宮城清三郎君から御挨拶お願い致します。

○宮城清三郎君

不肖私此度び二十一区より民連の推薦に依りまして立法院議員候補者として決定されております故、先輩各位の今迄の御批判協力並びに御支援を後にして別れて行かなければいけない所に立っております。その節は是非とも皆様方と後三ヶ年の期間を本当にミッチリ那覇市政と取っ組んで行きたいと云う所存でありましたが情勢の変化に依りまして此度び皆様方と愛情のある議席を後にして辞めていかなければいけないと云う立場になっております。どうぞ今後とも皆様方の御忌憚のない批判と御支援を頂きまして若輩の私を御指導御鞭撻下さる様にお願いしまして簡單ではありますが私の辞任の御挨拶と致します。（拍手）

○議長（高良一君）

では次に三番議員島袋嘉順君の御挨拶をお願い致します。

○島袋嘉順君

此度び三月十六日の立法院議員総選挙施行せらるるに当り、那覇地区第十七選挙区から立候補する亊になりましたので市町村自治法第三十四条の規定に從いまして市会議員との兼職は出来ませんので辞職の止むなきに至り、今朝立候補届出したのであります。顧えり見ますれば去った八月の那覇市会議員選挙が行われて既に六ヶ月間を議員として勤めて参りましたが残任期間としては未だ三年六ヶ月残っております。然し乍ら先程も申上げました様な亊情で辞職せざる得ないのであります。

是迄先輩多数の御指導御鞭撻に依りまして通称「嘉順」で皆様方から可愛がられたのありますが反面議会の席上で憎まれ口を致しましたが何れに致しましても今日迄議員としての職責を無亊果して参りました亊は是一重に市民の皆様先輩各位或いは皆様の御指導に依るものと思っております。

今日は新らたに合併に依る旧真和志市選出の十五名の新議員の方々が加わりまして心も新らたにこの議会で一緒に勤めて行きたいと思ましたが本日この席上に於いて辞任の挨拶を申上げなければいけないと云う亊は私として非常に残念に思う次第で御座居ます。然し一旦立法院議員候補者として立候補しました以上は必ずや民連の政策に從いまして当選したいと云う決意を固めております。

尚是は口幅ったい云い方かも判りませんが那覇市の市政は未だ未だ充分解決されているとは思っておりません。多難な亊態に立っております。そう云う立場にありましてその為には皆様も政党政派各々その所属するグループの違いはあるかも知れませんが、或いは考え方の相違はあるかも知れませんが、一応私達は那覇市民の代表として市会に参画しており更にもっと大きな日本国民であると云う立場に立った場合は如何なる困難な亊態が私達にかかって来ましても皆様の団結、市民の団結に依りましてこの困難は無亊に切り抜けられる亊を今迄の経験からその確信は充分持てると思っております。その点正副議長を初め議員各位更に市長並びに職員の方々は一層御奮闘為され固き団結の下に民族の目標を達成して頂きます様お願い致しまして私の辞任の挨拶に替えたいと思います。今後とも宜敷くお願い致します。（拍手）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会致します。本日の出席三十九名、欠席三名でありまして議会は成立しております。

是より第二十二回那覇市議会臨時会を開会直ちに会議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。

本月二十一日附那総々発第七三一号を以って議案送付について市長から議長宛公文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第七三一号

一九五八年二月二十一日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一殿





議案送付について

臨時議会に付議する左記議案を別紙のとおり送付します。

記

一、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算（案）

二、那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

――― ○ ―――

次市町村自治法第六十一条の規定に基づきまして今期議会の付議亊件につき説明者の出席要求を致しました所折り返し市長から議長宛出席者の職氏名通知が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第七四四号

一九五八年二月二十一日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長 高良一殿

説明者の出席について

一九五八年二月二十一日付那議発第十三号により議案説明について出席者の職氏名の通知依頼がありましたが、左記の通り出席させます。

記


 
  	市長
  	兼次佐一
  	総務部長
  	仲原英通
 

 
  	社会部長
  	護得久朝俊
  	総務課長
  	比嘉律雄
 

 
  	勧業課長
  	渡久地敬正
  	財政課長
  	崎浜国宏
 

 
  	税務課長
  	普久嶺則明
  	社会課長
  	野村安彦
 

 
  	都計課長
  	知念英五郎
  	建築課長
  	水間平
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
  	首里支所長
  	伊波広定
 

 
  	小禄支所長
  	神山孝標
  	真和志支所長
  	義永栄善
 




――― ○ ―――

次本月二十一日付を以って若狭小学校々地拡張について同校々長砂辺正考、全校ＰＴＡ会長幸地長恵から議長宛陳情書の提出がありましたのでその写を印刷の上御手許に配付致しますと共に所管の文教厚生労務委員会にその審査を付託致しましたから為念御報告致します。

――― ○ ―――

次本月二十四日付を以って議長高良一君並びに副議長渡口麗秀君から都合により議長及び副議長の職を辞職致したいとの文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

辞職願

今般都合により那覇市議会議長の職を辞したいと思いますので市町村自治法第四十八条の規定により議会の許可が得られますよう御取計らい下されたくお願いします。

一九五八年二月二十四日

那覇市議会議長　高良一

那覇市議会副議長

渡口麗秀殿

辞職願

今般都合により那覇市議会副議長の職を辞したいと思いますので市町村自治法第四十八条の規定により議会の許可が得られますよう御取計らい下されたくお願いします。

一九五八年二月二十四日

那覇市議会副議長　渡口麗秀

那覇市議会議長殿




只今報告致させました通りであります。本件につきましては後刻議題と致し御審議願う亊に致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

次本月二十四日附を以って三番議員島袋嘉順君、十五番議員宮城清三郎君から辞職願の提出がありましたので書記をして朗読報告致させます。




辞職願

私はこのたび三月十六日におこなわれる立法院議員選挙に立候補しますので市町村自治法第三十四条の規定にしたがって辞職致したくお願いします。

一九五八年二月二十四日

那覇市議会議員　島袋嘉順

那覇市議会議長　高良一殿




辞職願

小職儀

来る三月十六日執行の立法院議員選挙に立候補致しますので市町村自治法第三十四条の規定により辞職したく御願いします。




一九五八年二月二十四日

那覇市議会議員　宮城清三郎

那覇市議会議長　高良一殿

只今朗読致させました通りであります。本件につきましても後刻議題と致し御審議願う亊に致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

本日の議亊日程は印刷の上お手許に配付致しておきましたからそれにより報告に替えます。





議亊日程第一号

一九五八年二月二十四日（月）

午前十時開議

第一　議席の決定

第二　議長辞職許可について

第三　議長選挙

第四　副議長辞職許可について

第五　副議長選挙

第六　常任委員会委員数の決定並びに委員の選出方法について

第七　今期議会の会議録署名人選挙

第八　今期議会の会期を定めることについて　

第九　一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算

（市長提出議案第一号）

第十　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第二号）

第十一　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮問第六号）





一九五八年二月二十四日（月）

第一　議席の決定

第二　議長辞職許可について

第三　議長選挙

第四　副議長辞職許可について

第五　副議長選挙

第六　常任委員会委員数の決定並びに委員の選出方法について

第七　今期議会の会議録署名人選挙

第八　今期議会の会期を定めることについて

第九　一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算

（市長提出議案第一号）

第十　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第二号）

第十一　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮問第六号）

第十二　議員の辞職について

第十三　議員の辞職について





○議長（高良一君）

只今から議亊に入る訳でありますがその前に市長の挨拶が御座居ますから御静聴願います。

○市長（兼次佐一君）

那覇市、真和志市両市多年の懸案であり、沖縄全縣民の要望でありました両市の合併が先般実現致しているので御座居ますが、それに伴う市会議員補充選挙に依る十五名の議員が補充され茲に定員四十五名の大那覇市会が成立致しました亊は御同慶の至りで御座居ます。合併後最初に開会されました今議会に於きまして招集の理由と議案の御説明を申上げる機会を得ました亊を誠に光栄と致す所で御座居ます。本日茲に臨時議会を招集致しましたのは去る二月七日の豪雨に際してガーブー川一帶が浸水しその被害額は数千万円に及ぶものと見られておりますので是に対する応急措置としての亊業を施行するに当っての予算更正の御審議をお願いする訳で御座居ます。

議員各位には立法院議員選挙も愈々本日から開始され何かにつけて御多忙中とは思いましたが、来月の定例議会もあるのでは御座居ますが問題が緊急を要する上から敢えて招集致しました所多数御参集下されました亊を厚く御礼申上げる次第で御座居ます。

議案はガーブー川が準用河川に認定され政府に於いて実施して貰う亊特定地域を指定して緊急浚渫すべき予算の八十一万六千円と安里川上流の応急措置としての二十万四千並びに金城寒川間の道路地辷りに対する道路工亊及び会議室の防音裝置、道路修繕等の原材料費、機械並びに役所職員の退職給与金及び年次有給休暇買上げ等の更正となっております。以上の更正に対しましてその財源を港湾施設使用料、通過料に求めその金額が百二十六万円更に合併促進法に基く那覇・真和志の合併補助金三十万円を充用している次第で御座居ます。以上が予算の内容で御座居ます。尚詳細に亘っては各部課長に御説明致させる亊にしますが以上申上げました趣旨で本臨時議会を招集した次第で御座居ますれば市民の不安を出来る限り少くし市民の上に及ぼす被害を可能な限りに於いて防止する為に慎重なる御審議をお願いし、是が早急に実施出来る様に御配慮下さる様御願い申上げます。（拍手）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では只今から議亊に入ります。

日程第一、議席の決定についてを議題と致しお諮り致します。御承知の通り本件は合併に依り増員せられました十五名の議員の方々の議席についてでありますが之について三十番以下の議席を十五名の議員に依り抽籖し決定すべきであると云う御意見と全議席について新らたに抽籖すべきであるとの両意見がある様に伺って居ります。是に就きまして各位の忌憚無き御意見を承りたいと思います。

○森田孟松君

本件に就きましては只今議長からお諮りがありました様に我々と致しましては何れでも結構だと思いますので議長に於いてその腹案が御座居ましたらお伺い致したいと思います。

（「議長一任」と呼ぶ者あり）

○瀬名波栄君

本件に就きましては法的な問題は別と致しまして一応常識或いは感情的な考え方からしまして從来迄の議席をその侭にし真和志の方々丈を決めると云う亊は怎うかと思いますので一応四十五名で甲乙なしの大那覇市の選良であると云う智恵を綜合する為に今迄の議席を全部返上し改めて抽籖した方が良いと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の一番議員（瀬名波栄君）の御意見は從来の議席を白紙にし議席は抽籖で決定したいと云う動議があり所定の賛成があって動議は成立致しております。

お諮り致します。只今の動議の通り全議席を新たに抽籖する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計らう亊に決定致し只今から抽籖を行います。暫らく休憩致します。

（午前十一時三十五分休憩）

（書記持廻り抽籖）

（午前十一時四十六分再開）

○議長（高良一君）

本会議を再開致します。只今の抽籖の結果を書記をして報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

敬稱を省略致します。二十一番瀬名波栄、二十九番比嘉朝四郎、二十七番辺野喜英興、四番比嘉佑直、二十三番高良清二、六番渡口政行、十一番高良一、二番平良真次郎　十六番石原昌進、三十八番備瀬知良、四十四番久高友敏　十四番喜久山朝重、二十番宮里敏慶、三十九番新垣松助　五番赤嶺一男、三十七番浦崎康華、三十三番崎山喜達　二十四番糸数昌剛、三十番渡口麗秀、十三番仲松庸全　四十三番真栄田義晃、三十二番仲宗根梶雄、二十八番上原文吉、二十六番玉那覇有義、二十五番大山盛幸、三十一番宮城実、八番儀武息睦、七番森田孟松、四十番金城幸信、四十一番儀間真祥、十八番玉城正次、十七番金城賢勇　二十二番玉井栄次、四十五番普久原朝光、三十四番具志清裕　四十二番屋慶名政永、十番仲尾次盛夏、三十六番黒潮隆　九番金城武一、十九番大城清徳、一番久場景善、三十五番金城重宜、以上であります。

○議長（高良一君）

只今決定されました議席に各位御着席願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第二、議長辞職許可についてでありますが、本件は私の一身上に関する問題でありますので副議長をして議長の職務を代行致させますから宜敷御了承願います。

（正副議長　交替）

○副議長（渡口麗秀君）

只今議長からお話がありました通り本件に就いては市町村自治法第五十七条の規定に依り議亊に参与する亊が出来ないと云う風に謳われております。依って副議長の私が議長に代りましてその職務を代行致します。宜敷お願い致します。

○副議長（渡口麗秀君）

では日程第二、議長辞職許可についてを議題と致し貭疑に入ります。

○仲宗根梶雄君

この問題は非常に重大な亊件だと思います。本員は今朝議亊日程に議長の辞職許可についてとあるのを見て愕然とした訳であります。依って本件に就いては今暫らく検討する意味に於いて本会議を休憩し協議会でもって話合いたいと云う動議を提出致します。

理由は先般の都市合併に依って生じた四十五名の議会構成であるが故にどうしても四十五名の議員に依ってその信を問うと云う所に御本人の意図があったのではないかと思います。勿論信を問うにもその方法は幾つもありましょう。例えば辞職願を提出する或いは辞職以前に於いてお互いの広い場に於いて信を問うと云う亊もあり得る訳であります。以上の理由を以って本会議を協議会に移し忌憚の無い意見の許にユックリ膝を交じえて話し合いたいと思いますので休憩の動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

只今三十二番議員（仲宗根梶雄君）より本問題は重要な案件であるので一応本会議を休憩し協議会に入りたいと云う動議が提出され所定の賛成があって動議は成立致しております。依ってお諮り致します。只今の動議の通り取計らう事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め左様に決し休憩致します。

（午前十一時五十五分休憩）

（午後一時二十五分再開）

○副議長（渡口麗秀君）

午前に引続き本会議を再開致します。先程の協議会に於ける結果の御報告をお願い致します。

○森田孟松君

我々今回の補充選挙に依りまして真和志側より選出されました十五名で色々話合ったのでありますが、今回の臨時議会に於きまして民主的な空気を作ろうと云う御考えの許に我々十五名の議席を気持良く決定して頂きました亊を感謝しております。是に関連致しまして議長が明朗なる議会を建設すると云う意味で今回その職を辞し改めて正副議長を選出した方が良いじゃないかと云う立派な御気持に対しましては我々非常に敬意を表すると共に御礼を申上げる次第で御座居ます。本問題に就きましては種々検討致しましたが、我々の方と致しましても二つの意見が出ておりましてその一つは御本人の意を体しまして本日即時改選した方が良いと云う意見と我々十五名は初めて那覇市の議政壇上に現われて来ておりますので今迄の議会運営に就きましては新聞紙上その他の機関を通じてしか判りませんので実際の那覇市議会活動を体験するのは是が初めてでありますので三月の定例会迄は現在の侭で議会運営をして戴く様にと云う二つの意見が出ておりましたが結局三月の定例会の際に本問題を再検討すると云う亊になり今回は保留した方が良いと云う結論に相成った次第であります。以上報告申上げて宜敷くお取計い下さる様御願い申上げます。

○平良真次郎君

只今森田議員からお話がありました通り真和志側を含めた四十五名の議席を從来の経緯とか感情は水に流して真に明朗に又建設的な議会に持って行きたいと云う様な御意見が御座居ましたが全く同感で御座居ます。

從いまして議長の辞意もその辺にあると思います。然し乍ら議会に対して各地区からの色々な陳情或いは議会として積極的に動かなければならない諸問題が山積されております関係上直ちにその辞職を認め本日議長選挙を行うと云うよりは今一応良く考え然る後に三月の定例会で以って改選を行った方が議会自体として又民主的な議会としての運営が出来るのじゃないかと云う風に本員は考えております。以上申上げた理由に依り真和志側の議員の御意向に添う様に御審議願いたいと思います。

○新垣松助君

只今迄の御意見誠に御尤もだと思います。然し乍ら御本人の立場から考えました場合これ亦止むを得ない事だと本員は思料致します。依って御本人の意思を尊重して改選を行い立派な議長を選出して今後の都市計画に邁進致したいと思います。

○仲宗根梶雄君

真和志側の御意見によりますと只今二つの御意見があると云う風に承っております。勿論補充選挙後に於ける初議会であります関係上新議員の方々に於いては誰が議長に最適であるかと云う事に就いては良く判らないとは思いますが我々も過般の総選挙に依り選出され本議席を獲得した時は誰が議長として最適であるかと云う事に就いては判らなかった訳であります。それから考えますと議長としては再出発してやりたいと云う御気持であると思料され、その気持を汲んで貰いたいと云う御気持に対し誠に喜びに堪えないと同時に感謝致したいのであります。そう云う意味に於いて素直に再出発したいと云う御気持を了とされ只今の三十九番議員（新垣松助君）の御意見に賛同致しまして議長選挙を行った方が良いと思います。

○真栄田義晃君

論議は二つに分かれておりますが本員としては真和志を含めての初議会に辞表を提出されたと云う意思を尊重したいと思います。と申しますのは辞表を出された動機は先程三十二番議員（仲宗根梶雄君）が云われておりました様に今迄の議長は前の三十名の議員が選出した議長である。從ってこの際新議員も含めた四十五名の意思を尊重したいと云う意味で辞表を提出された事と思います。それで本件に対しては真和志側の意向を議長としても尊重されている様でありますので私達も真和志側の意思を尊重したいと思います。真和志側としては那覇市議会の実情が判らないので色々話合いの結果来るべき三月の定例会迄保留した方が良いと云う事を結論として出しております。以上三月に改選すると云う事を前提として本件に就いては保留した方が良いと思います。その方が筋も通るし議長の意思に添うものと思います。

○瀬名波栄君

この度びの辞職願いに就きましては新らしく十五名が増員され一定した議会の中で議長を選任したいと云うその御気持に対して敬意を表するものであります。成程補充選挙後の初議会でありますので今回に於いて本件を取扱うのが最も時宜に適したものであると思いますが然し真和志側の議員と致しましても矢張り三月の定例会に於いて改選して貰った方が良いと云う事でありますので必ずしも今回でなくちゃいけないと云う風には解釈されなのではないかと考えます。又今期議会は緊急的な臨時議会であり殊にガーブー川の浚渫工事は緊急を用するものであり今日一日でスムースに審議して頂く為にも本件は保留する事にし、次期三月定例議会もある事でありますのでその間に緩っくり話合って頂き立派な議長を最大公約数で推薦出来る議長を選出したいと思います。

○高良清二君

只今迄縷々御意見が出ておりそれには今日改選すべきだと云う御意見と保留すべきだと云う両論が出ておりますのでお訊ね致します。真和志側の協議で諮られました所の保留と云う趣旨は縱来通りの議長でやって貰いたいと云う意味の保留であるのか或いは辞職問題を審議しないでその侭辞職の形で仮議長の席に持って行くと云うのかその辺についてお訊ね致します。

○森田孟松君

我々が今先の協議会で話合った事は現高良議長をして三月の定例議会迄は從来通りとし次期三月定例議会の時に議長問題を再検討しよう、その間に我々としても充分議長問題に就いて話合い出来ると云う線に賛成の人が多数でありましたのでその線を要望事項として申上げた次第であります。

○高良清二君

お訊ね致しました所現在の高良議長で以って議会運営をして頂き当分の間現議長でその職を継続して貰いたいと云う御趣旨の様でありますので只今の御意見に賛成して改選を避け議長はその侭就任して頂く事を本員も希望致します。

○真栄田義晃君

只今の高良議員の発言は誤っていると思います。

今先の真和志側の御意向としては来るべき三月定例議会に於いて議長問題を検討すると云う事にして当分の間は現在の侭と云う御意向を故為に枉げていると思います。

○高良清二君

真栄田議員は三月に入ったら必ず改選を行うと云う前提に立っての御意見の様でありますが、三月迄には情勢の要化もありますのでその時の議会で必要であれば議長改選をやると云うのが建前で必ず三月の議会で改選を行うと云う事は考えられないと思います。

○比嘉朝四郎君

今後の議会運営をスムースに運ぶ為本辞職願を議会の総意に依って撤回して頂き三月定例議会で必要であれば我々は議長を不信任しても良いと思いますので本員は本件に就いては撤回して頂く様皆様にお諮り致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

只今迄の御意見を承っておりますと三月の定例議会迄保留したいと云う御意見と直ちに改選すべきだと云う二つの御意見が出ておりますが議長御自身としては合併後に於ける初会議に於いて今後の議会運営を民主的に運営すると云う意味に於いて議長を辞職したい。そして新たなる四十五名の構成による議員の総意に依って新議長を選出して貰いたいと云う御意向の許に本辞職願を提出されたものだと思料するのでありますが斯う意見が対立しては議長御自身としても不本意であろうと思います。尚本臨時議会は懸案のガーブー川問題もあり議事進行上本件に就きましては今一度議長と良く相談の上処理し議事をスムースに進めたいと思いますので只今から休憩に入りその間議長と本件に就いて善処したいと思います。依って本会議を休憩したいと思いますが左様取計らう事に御異議ありませんか。

（「異議なし」「良く相談して撤回させて下さい」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

御異議ないと認め左様取計らう事に致します。

では本会議を休憩致します。

（午后一時四十八分　休憩）

（午后二時六分　再開）

○副議長（渡口麗秀君）

只今から本会議を再開致します。

○辺野喜英興君

議長辞職許可については種々論議が出ておりますが先程森田議員から要望がありました様に今回新らしく加わった十五名の方々は本件に就いては一応三月の本会議に於いて必要であれば検討したいと云う風な事に承っております。それで本員と致しましても三月迄保留すると云う事は議事運営上不可能な事であると申しますのは会期不継続の原則に触れると思いますので一応本日で処理しないと本案は廃案になる訳でその為には十五名の方々の要望を取入る事にすれば本辞職願を撤回して貰う以外に途はないと確信しております。そう云う意味から一応十五名の方々の意思を汲んで頂き三月に必要であれば本問題を検討する事にして辞職願は撤回して貰いたいと云う動議を提案致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

只今二十七番議員（辺野喜英興君）から本辞職願を撤回して貰いたいと云う動議が提出され所定の賛成があって動議は成立しております。尚休憩中議長とも相談致しましたら皆さんのお許しがなれば辞表を取り下げたいと云う事であります。依ってお諮り致します。日程第二議長辞職許可については二十七番議員（辺野喜英興君）の動議の通り本件を取り下げする事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（渡口麗秀君）

多数御賛成の様であります。依って議長辞職許可については之を撤回する事に決定致します。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第三議長選挙と相成っておりますが本件につきましては議長辞職許可については撤回になっております。

從って議長選挙の必要がなくなっておりますので撤回する事に致します。

――― ○ ―――

○副議長（渡口麗秀君）

次日程第四副議長辞職許可についてでありますが本件は私の一身上に関する問題であり自治法第五十七条に依り当事者は除斥されなければならない様になっておりますので副議長降壇致しまして議長と交替致します。

長い間有難とう御座居ました。

（副議長降壇、議長交替）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

此度びの真和志側よりの補充選挙に依り議会構成人員も四十五名と多くなり、それに伴って議席の総入替え並びに各常任委員会の再編成と云う事になっております。從って正副議長も当然改選すべきだと云う見解に立ち、今回の辞職願提出と云う事に相成った次第でありますが、議員多数の意思により今回は撤回を余儀なくされております。然し乍ら今後の問題として是非御検討下さる様お願い申上げます。

○議長（高良一君）

では日程第四副議長辞職許可についてを議題と致します。本件に就いて・・・・・

○高良清二君

日程第四副議長辞職許可について並びに是と関連する所の日程第五の副議長選挙に就いて一括して申上げますが、既に議長辞職許可については議員多数の総意に依ってこれが撤回されており尚又副議長は議長の良き補佐役として表裏一体にあります関係上本件に就きましても議長の辞職願撤回と同様に撤回して頂くと共に日程第五の副議長選挙はその必要がないと思料されますので議事進行上その審査に就きましては省畧して頂きたいと云う動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十三番議員（高良清二君）より議長辞職許可についてと関連する所の副議長辞職許可について並びに副議長選挙を一括して議長が辞職願を撤回したと同様本件についてもこれを撤回させると同時にその審査を省略したいと云う動議があり所定の賛成があって動議は成立致しております。

ではお諮り致します。只今の動議の通り第四副議長辞職許可については之を撤回する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第四副議長辞職許可については之を撤回する事に決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第五副議長の選挙についても最早やその必要はないのでありますので撤回する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第五副議長の選挙についても之を撤回することに決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第六常任委員会の委員数の決定並びに委員の選出方法についてを議題と致しお諮り致します。

市議会委員会条例第二条の規定に依りますと各常任委員会の委員の選任とその数は議長が議会に諮ってこれを定めると謳われておりまして本議会に於きましては御承知の通り特に合併に依る特別選挙に依りまして真和志区域から十五名の議員が選出されましたがこの十五名の議員の方々の各常任委員会への割振りを致さねばならないと考えます。それについて先づ委員数並びに委員の選出方法を如何様にするか種々御意見もあると思いますので皆さんの忌憚無い御意見を伺いたいと思います。

○久場景善君

本件につきましては今迄の常任委員会に真和志側の十五名を振分けて貰った方が良いと思います。と申上げますのは現在迄の委員会の構成を見ますと農水産関係の委員会が設置されていない様であり次期三月或いは六月にはどうしてもそう云う方面の委員会を増設しなければいけないと思います。又從来迄の委員会に付託された案件もあると思いますのでそう云う意味から從来の委員会に真和志側の十五名を振分けて頂きたいと思います。

○真栄田義晃君

先程の議席の決定の場合に於いても那覇・真和志を含めて抽籖によって議席を決定しております関係上本常任委員会の構成に就いても一応白紙の立場に還りその上で人員の割振りを検討したいと思います。

○高良清二君

本員は一番議員（久場景善君）の御意見に賛成致します。その理由は先程の説明にもありました通り近く委員会が開催されるであろう事を久場議員も仰言っておりますので当然真和志を編入する事に依って委員会の構成と云うのも再検討する時期に来ていると思います。又議席の決定の際も白紙に還えしたからと云って必ずしも本件も同様に取扱う必要はないと思います。更に從来迄の審議未了の案件もありますので只今の久場議員の御意見に賛成すると同時に左様御取計らい下さる様お願い致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ではお諮り致します。只今の一番議員（久場景善君）並びに二十三番議員（高良清二君）の御意見通り現在迄の常任委員会の構成をその侭にして真和志地区から選出された十五名の議員の方々に対しては夫々の希望も考慮に入れ割振りしたいとの御意見であります是に対し御賛成の方は挙手願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

挙手多数でありますので左様取計らう事に決定致します。尚委員数に就いては如何致しますか。

○大山盛幸君

真和志側から選出されました十五名の議員の割振りに就きましては現在の委員会の構成数を基準にして行わなければいけないと思います。それで是は私の案でありますが総務財政委員会十六名建設委員会十五名文教厚生労務委員会十三名で合計四十四名となり議長の一名がこれから除外される訳であります。然し乍ら現在三名の欠員があります関係上結局四十一名と云う事になりますので総務財政委員会十五名、建設委員会十五名、それから文教厚生労務委員会に就きましては人員が少いとは思いますが十一名で辛抱して頂く事にして十五、十五、十一の比率で以って三常任委員会を構成し現在迄の総務財政委員が八名居りますので真和志側から七名の方に入って頂いて十五名で総務財政委員会を構成する、建設委員会に於いても十名の委員が從来からいらっしゃいますのでこれは五名を真和志側から入って頂いて十五名の構成を以って建設委員会を運営して頂く。それと文教厚生労務委員会にも從来迄八名の委員会がいらっしゃいますのでそれに三名真和志側から入れて頂いて合計十一名結局真和志側からの委員の割振りについては七、五、三の率で以って十五、十五、十一の委員構成でやれば旨く行くと思いますので皆様の御賛同を得たいと思います。

○議長（高良一君）

只今の二十五番議員（大山盛幸君）の案に依りますと現在の総務財政委員会の八名に真和志側の七名を増員しまして十五名にする。建設委員会も五名を増員して十五名、同じく文教厚生労務委員会の八名に三名増員して十一名と結局七、五、三の割合で振割りしたいと云う事であります。

（「良いでしょう」と呼ぶ者あり）

○大山盛幸君

尚申遅れましたが懲罰委員会には從来から六名の委員の方が居られますのでそれに真和志側の十五名の方々の中から四名入って頂いて十名の構成で委員会を運営して頂きたいと思います。

○議長（高良一君）

ではお諮り致します。只今の二十五番議員（大山盛幸君）の案の通り各常任委員会の委員を割振りする事に御賛成の方は挙手願います。

（賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

挙手多数であります。依って日程第六常任委員会委員数の決定並びに委員の選出方法については左様可決々定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次に各常任委員会委員の選出方法で御座居ますがその方法に就いては如何取計らいますか。

○比嘉朝四郎君

一応詮衡委員を旧議員から五名新議員の中から三名合計八名の委員を挙げて選出して貰いたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十九番議員（比嘉朝四郎君）から八名の詮衡委員を旧議員から五名新議員の中から三名挙げて常任委員会委員を選出したいと云う事でありますが只今の動議の通り取計らって御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計らう事に致します。

尚その詮衡委員の選出に就いては如何致しますか。

（「議長指名」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今議長指名と云う事でありますが詮衡委員の選出に就いては議長指名にして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って議長から指名する事に致します。ではこの委員には從来の各常任委員会委員長の四名即ち総務財政委員長の大山盛幸、建設委員長新垣松助、文教厚生労務委員長平良真二郎、懲罰委員長比嘉佑直の四名に瀬名波栄以上五名の方を旧議員の中から参加して頂き新議員の中から森田孟松、金城武一　屋慶名政永以上八名を詮衡委員として指名する事に致しますから御了承願います。

○議長（高良一君）

只今選出されました詮衡委員の方々は別室で御協議願う事にしてその間休憩致します。

（午後二時四十三分　休憩）

（午後三時三分　再開）

○議長（高良一君）

再開致します。只今詮衡委員より詮衡結果の報告が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

敬稱を省略致します。総務財政委員会委員に二十五番議員大山盛幸、二十三番議員高良清二、六番議員渡口政行、三十番議員渡口麗秀、四十三番議員真栄田義晃三十二番議員仲宗根梶雄、二十六番議員玉那覇有義　八番議員儀武息睦、一番議員久場景善、十八番議員玉城正次、十九番議員大城清徳、三十六番議員黒潮隆　四十二番議員屋慶名政永、三十五番議員金城重宜、四十一番儀間真祥、以上十五名、次に文教厚生労務委員会委員二番議員平良真次郎、三十七番議員浦崎康華、二十一番議員瀬名波栄、二十九番議員比嘉朝四郎、二十七番議員辺野喜英興、三十八番議員備瀬知良　二十四番議員糸数昌剛、十三番議員仲松庸全、七番議員森田孟松、四十五番議員普久原朝光、十番議員仲尾次盛夏、以上十一名、建設委員会委員三十九番議員新垣松助、五番議員赤嶺一男、四番議員比嘉佑直、十六番議員石原昌進、四十四番議員久高友敏、十四番議員喜久山朝重、二十番議員宮里敏慶、三十三番議員崎山喜達、二十八番議員上原文吉、三十一番議員宮城実、十七番議員金城賢勇、四十番議員金城幸信、九番議員金城武一、三十四番議員具志清裕、二十二番議員玉井栄次以上十五名、次に懲罰委員会委員に四番議員比嘉佑直、二十番議員宮里敏慶四十四番議員久高友敏、三十三番議員崎山喜達、二十六番議員玉那覇有義、一番議員久場景善、九番議員金城武一、四十番議員金城幸信、三十四番議員具志清裕、二十二番議員玉井栄次合計十名以上の通りであります。

○議長（高良一君）

常任委員会委員の選出に就きましては只今朗読致しました通り決定致します。各位の御了承を願います。

○議長（高良一君）

尚只今の各常任委員会委員の選出に関連致しまして那覇市議会委員会条例三条の規定に依り委員会は委員長及び副委員長一人を互選しなければなりませんので各常任委員会は夫々正副委員長を互選して戴その結果をお知らせ願いたいと思います。依ってお諮り致します。各常任委員会の正副委員長互選するため暫時休憩致したいと思いますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と叫ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め暫時休憩致します。

（午後三時十分休憩）

（午後三時十七分再開）

○議長（高良一君）

本会議を再開致します。只今各常任委員会正副委員長の互選の結果の報告が参っておりますので御報告申上げます。

総務財政委員会委員長に大山盛幸、副委員長に高良清二君、建設委員会委員長新垣松助君、副委員長に赤嶺一男君、文教厚生労務委員会委員長に平良真次郎君、副委員長浦崎康華君、懲罰委員会委員長比嘉佑直君、副委員長宮崎敏慶君以上の通りでありますので各位の御了承を願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第七、会議録署名人の選挙に就いてお諮り致します。本件に就きましては從来那覇市議会の慣例ともなっておりますので議長の指名に一任して頂きたいと思いますが、左様取計う事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君））

御異議ないと認め左様決定致しまして議長から指名致します。

一番議員久場景善君、四十五番議員普久原朝光君以上の御二人に会議録署名人をお願い致します。

――― ○ ―――





第二十二回那覇市議会（臨時会）日程計画表（案）
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○議長（高良一君）

次日程第八、今期議会の今期を定めることについてを議題と致しお諮り致します。御参考迄に事務局の計画案を申し上げますと、四日案と五日案が計画されております。

先づ四日案について申し上げますと本日二十四日は議席の決定、常任委員会委員の選出、議案上程説明聴取

二十五日本会議開催議案上程、質疑、委員会付託

二十六日委員会開催付託事件の審査

二十七日本会議開催議案上程、委員会審査報告、討論表決となっており本会議三日委員会一日で合計四日間の案とそれから五日案を申上げますと

二十四日本会議開催議席の決定、常任委員会委員の選出議案上程説明聴取

二十五日本会議開催議案上程、質疑、委員会付託

二十六日委員会開催付託事件の審査

二十七日委員会開催付託事件の審査

二十八日本会議開催議案上程委員会審査報告、討論表決となっており、本会議三日委員会二日合計五日間案の二案があります。

以上の通りとなっておりますので各位の御意見を御願い致します。

○高良清二君

本員は五日案に賛成致します。理由は本日二十四日と二十五日は本会議次の二十六日、二十七日の二日間で委員会を開催して頂きたいと思います。若し審査がスムースに運営出来ますならば事務局の事務処理と云う点も勘案致しまして一日の余裕を取って頂ければ事務処理の手続きも容易となるし更に本臨時議会を招集した最大の要因である水害対策問題に就いて一日の委員会で結論が出るとは思いませんし慎重審議を為す意味に於いて五日案に賛成します。

○大山盛幸君

只今の御意見に賛成するものであります。と申しますのは今回の水害対策問題は非常に重大であると同時に斯う云う重要な問題を一日の委員会で処理出来るかどうか不安に思います。又二十六日は沖縄の慣例に依り行事もありますのでどうしても二日間の委員会を持つと云う意味に於いて五日案に賛成致します。

（「賛成」「進行」と呼ぶ者あり）

○新垣松助君

本員も二十三番議員（高良清二君）の御意見に賛成するものであります。理由は今回の水害に伴うガーブー川、安里川の被害に対しては現地調査を徹底的に行わなければ結論が出ないし從って委員会も二日間は必要であります。依って本員も五日案に賛成致します。

○議長（高良一君）

それでは五日案についての賛成者が多数の様でございますのでお諮り致します。本日二十四日は議案上程説明聴取二十五日議案上程質疑、委員会付託、二十六日、二十七日付託事件の審査つまり水害対策に関する委員会を二日間もちまして二十八日議案上程、委員会審査報告、討論表決以上となっております。本五日案に御賛成の方は挙手願います。

（挙手多数）

○議長（高良一君）

挙手多数であります。依って今期議会の今期を定めることについては五日間と決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第九、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算市長提出議案第一号を議題と致し当局の説明を求めます。





１９５８年度那覇市歳入歳出追加更正予算
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歳出
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写

那建土発第五六二号

一九五八年二月十日

那覇市長　兼次佐一　印

琉球政府行政主席

当間重剛殿

河川法準用河川としての認定方について（陳情）

戦前、久茂地川は公共の利害に重大な関係があるものとして、河川法準用河川として認定されていたが、この支川であるところの安里川（始点安里橋・終点久茂地川・延長七百間）及ガーブ川（始点・旧鉄道線路・終点・久茂地川　延長八百七拾間）は、河川法準用河川としての認定なきため行政上、多大の困難をきたし、又公共の利害に重大な関係があるので、次の諸状況に依り河川法準用河川として認定下さるよう、区画図及参考図表を添え、陳情致します。

　　一、該河川は市街の中心部を貫通し河川方準用河川である久茂地川と同程度の価値を有する河川である。尚準用河川久茂地川の支川である

二、該河川は毎年大雨の際は宅地浸水面積八万八千坪にも及ぶ。

三、罹災家屋　床上　一〇五三戸　床下　八二六戸

添附

申請図

一、河川法準用河川申請区画図

参考図表

一、一九五六年九月四日那建都発第四、一一四号写

二、一九五八年二月七日の豪雨に依る浸水調査図

三、豪雨に依る浸水とその対策について　安里川の部

四、豪雨に依る浸水とその対策について　ガーブ川の部

五、浸水被害調査報告書（一九五八年二月七日の豪雨に依る）





一九五八年二月七日　豪雨に依る浸水と其の対策について　ガーブー川の部
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一、現在の河川状况




試驗場地点　　河川巾　三米

河川高　二米

通水流量　毎秒三〇立方米

流下流量　毎秒二九立方米




千歳橋地点　　河川巾　六米

河川高　二・三米

通水流量　毎秒二〇立方米

流下流量　毎秒二九立方米




むつみ橋地点　河川巾　七・五米

河川高　二米

通水流量　毎秒二五立方米

流下流量　毎秒三一・二立方米




南美栄橋地点　河川巾　八米

河川高　二米

通水流量　毎秒二五立方米

流下流量　毎秒二九立方米




旭橋地点　　　河川巾　一五米

河川高　三・三米

通水流量　毎秒五四立方米

通水流量　毎秒四〇立方米




以上列記した事で判る通り久茂地川の通水流量は流下流量に対し充分排除しえる能力があるが千歳橋地点、むつみ橋地点、南美栄橋地点等は現在の河川断面では今度の様な豪雨の場合排除する事は困難である。それに加うるにただでさえ狭い河川に対し河川沿に無数の屋台店、水上店鋪等の脚が乱立している状態である。又試験場附近より農連市場新栄橋地点にかけては左図の通りであります
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試験場地点を通る流水は農連市場地点で断面が狭められいるため上昇し附近の農場に貯留されその水はだんだん水かさを増し遂には周囲の堰をこえ下流の底地帶え、えつ流している状態であり　浸水時には大体此の地帶よりえつ流して下流の方に道路等を伝って来ている

以上が現在の河川の状况である。

二、例年の浸水に比べて何故今度の浸水が大きかったか。

先ず原因の第一にあげられるのは水上店鋪及び屋台店が相当影響した事と思ふ。

何故ならば雨が降り始めてからガーブー川の各地点に雨水が到達する時間は試験場地点で二十分、むつみ橋地点で三十四分、南美栄橋地点で四十五分となってをり

以上に述べた流水時間で河水が流れていると千歳橋附近や市場では例年に比べてそう被害がなかった事と思ふ

しかし前述の水上店鋪及び屋台店の脚のため流水通過に支障をきたすと共に又脚に塵芥、板ぎれ等がひっかかると　そこが「えつ流堤」の様な役目をし滯流時間を長くすると共に水面が上昇する。

これ等の理由により今までにない浸水被害をおこした事と思ふこれについて祥述すると今度の降雨と一九五六年六月十五日の降雨とを比較すると
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短時間の降雨量からいくと五六年の方が大きいが長時間となると今度の降雨量が大きくなって居る、故に滯流時間が一時間であったとすると前年の方が浸水被害が大きかったと思ふ　しかし今度のは滯流時間が一時間以上も滯流したと考えられるので今度の方の浸水被害が前年に比べて大きかったと思ふ。

故に水上店鋪及び川沿ひ屋台店が河川にあたえる影響は大きく　これを撤去する事によりむつみ橋より上流一帶の浸水被害はいく分か少くなると思ふ。





三、恒久的に浸水を防ぐための河川形状

[image: 画像]

計画天端を基準とし周囲の低地帶を埋立し排水溝を水面よりも上にとりつける様にする。

水上店鋪及び川沿ひ屋台店の建築許可を全面的に禁止し毎年浚渫工事を施し所定の水深を維持する。

尚本計画は琉球気象台による資料を寫し那覇地区に於る降雨強度表を作製し、五年に一回の割合におこる出水時を予想して流下流量を算定して計画したものである。

以上





浸水箇所位置圖　１９５８．２．７
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参考表　一九五八年二月七日浸水状况表

[image: 画像]





一九五八年二月七日　豪雨に依る浸水と其の対策について　安里川の部
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（１）現在の安里川の河川状況

（イ）姫百合橋地点　　　　河巾　六米

河川高　二・五米

通水流量　毎秒一一三・八八立方米

流下流量　毎秒六七立方米

（ロ）豊（ゆたか）橋地点　河巾　六・五米

河川高　二・五米

通水流量　毎秒六〇立方米

流下流量　毎秒七〇立方米

（ハ）蔡温橋地点　　　　　河巾　一〇米

河川高　三米

通水流量　毎秒六五立方米

流下流量　毎秒七〇立方米

（二）崇元寺橋地点　　　　河巾　一〇米

河川高　二・五米

通水流量　毎秒五〇立方米

流下流量　毎秒七〇立方米

（ホ）泊高橋地点　　　　　河巾　十五米

河川高　四米

通水流量　毎秒一二〇立方米

流下流量　毎秒七〇立方米

以上が現在の河川状况である

（２）何故浸水したか？

前逑した事で判る通り姫百合橋地点では相当量の水を通すことが出来るが　ゆたか橋地点で断面狭小の為毎秒一〇立方米ずつの水が蓄積されその水はだんだん上昇して周囲の堤を越え底地帯え向って流れその辺一帯が水浸しになる更にその辺一帯の容積にも限度があるため余剰水は蔡温橋地点で毎秒五立方米ずつ蓄積された水を合流し蔡温橋より上流の底地帯が相当量浸水したことと思ふ

又今度の場合は川の流れの方向と蔡温橋の橋台との角度が一〇〇度位であるため、看板が落ちて橋台にかかりそれが流通をそがいしたため、ただでさえ狭い断面にかような夾雑物があったため例年に無い浸水被害を見た　又一部の水は牧志線路上迄も溢流した次第である。

次に蔡温橋より下流は左岸がいちぢるしく底地盤のため崇元寺橋地点で排除しきれない水が貯留され附近一帯を水浸しにした事と思う

（３）恒久的に浸水を防ぐ爲にはどうすればよいか？

（イ）河川の両岸を練石積とし流水の流通を良くする

（ロ）毎年浚渫工を施し常に水深を維持する

（ハ）河川断面

姫百合橋地点　河巾　九米

水深　三米

天端高　八・二米

水面勾配　三〇〇分ノ一

通水流量　毎秒一一三立方米

ゆたか橋地点　河巾　一〇米

水深　三米

天端高　五米

水面勾配　六五〇分ノ一

通水流量　毎秒八六立方米

蔡温橋地点　　河巾　一〇米

水深　三米

天端高　五米

水面勾配　壱阡分の一

通水流量　毎秒八六立方米

崇元寺橋地点　河巾　一三米

水深　三米

天端高　三・三米

水面勾配　壱阡分ノ一

通水流量　毎秒一〇〇立方米

崇元寺橋より下流は現在の河巾で良くただ中心の方より六米位を水深三米に下げる。

以上が完成すると安里川の浸水は充分に防げる事と思ふ
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降雨強度調査表
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○総務部長（仲原英通君）

議案第一号の提案理由の御説明を申上げます。本追加更正予算は去る二月七日の豪雨に依って決潰致しました所の首里の金城寒川間の道路、安里川上流の護岸改修工事更にガーブ川氾濫を防止する為の川底の浚渫工事その他議会事務局の増築、退職給与金、有給休暇の買上げ等の経費が主なる内容となっております。その性貭上最も急を要する問題でありますので茲に臨時議会を招集した次第であります。予算の更正に就いては市の予算に於いては当初施行計画しておりました所の小禄宇栄原後原間の道路工事と新部落の排水工事、それから高良、宇栄原ペリー等の災害復旧工事でありますが是はエマ台風で損害を受け市の予算に計上されておりますが政府の台風災害復旧助成金に依りましてこれが工事は政府の施行となりましたのでこれが不要経費となりましたものを先程申上げました所の道路護岸或いは改修工事に充当している訳であります。目下政府の方と市役所からも六名の職員を派遣致しまして小禄で共同の許に工事を進めております。以上が歳出の経費であります。

次にその裏付けとなります歳入と致しましては先頃迄沖縄丸、那覇丸が那覇港に廻航され泊港に寄港しない為多少の歳入欠陥を来しておりましたがその後順調に沖縄丸、那覇丸それから第一大洋丸の定期船等が泊港に碇泊する様になりましたのでその増收として百二十万円を見込んで今度の台風の方に繰入れてあります。尚今回の那覇真和志の合併に依る合併促進補助金三十万円計上されておりますのでこれも歳入に見積計上致してあります。以上提案理由の概畧の説明を申上げた次第であります。宜敷く御審議の程お願い致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十、那覇市職員定数条例の一部を改正する条例市長提出議案第二号を議題と致し当局よりの提案趣旨の説明を願います。





議案第二号

那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

右の議案を提出する

一九五八年二月二十四日

提出者　那覇市長　兼次佐一

那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

那覇市職員定数条例（一九五六年六月三十日条例第三号）の一部を次のように

改正する

第二条中

「一般事務局の職員　吏員・・・三八〇人　その他の職員・・・二一〇人　計　五九〇人」

とあるを

「一般事務部局の職員　吏員・・・三八〇人　その他の職員・・・二二一人　計　六〇一人」

に改める

附則

この条例は公布の日から施行し、一九五八年一月一日から適用する

説明

第二十一回定例議会に於いて可決になった議案第百十九号「一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算」には、一般事務部局の職員のうち、その他の職員費は二二一人分組まれているが、現在の条例での定数は二一〇人であるため、これの調整が必要であるので本案を提出する





○総務部長（仲原英通君）

本議案は東江市長代理の時の十二月十日の議会に於いて予算は更正され成立致しておりますがこの条例の改廃が出来ておりませんのでこれが執行出来ない様な状態にあります。

それで十二月十日に予算追加しておりますけれどもその裏付がない為に提案している訳でありまして別に改まった新らしい議案ではないのでありますのでその点御了承願います。一般事務部局の職員の定数は三百八十人で現在も変りありませんがその他の職員二百十名とあるのは現在二百二十一人で十一人の増になっており是は結局衛生課の人夫並びに運転手二名の増になっている訳であります。それで本条例がまだ改正されておりませんので執行はされておりません。

何れこの条例が議会で可決されれば二百二十一名と云う定数になる訳でありますので宜敷く御審議の程お願い致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十一公有水面埋立免許申請について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果の御報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題となりました日程第十一の公有水面埋立免許申請について那覇市臨時市長提出諮問第六号につき、建設委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告申上げます。

本件は昨年十二月十七日の第二十一回議会（定例会）本会議に於いて付託されたものでありまして該諮問第六号の要旨を申上げますと、那覇市小禄区十班二十三号代表者上原光男、外一名から那覇市国場川鵞鳥森南西の那覇市公有水面埋立免許申請について行政主席当間重剛より市議会の意見を照会して来たものであります。

これについては当局より四つの条件を参考説明として附してあるのであります。そこで十二月二十七日委員会開催委員八名の下に主管部課長の出席を求め慎重審議を行ったのであります。当日の審査概要を申上げますと、先づ本件に対する当局の四条件に対して説明を求めました所この埋立地は都市計画には入っているが具体的に如何すると云った予定した計画を樹てる迄には至って居ない。若し之を許可するとなれば一応將来施行される都市計画を考慮の上、

　　一、都市計画幹線道路三系一類一号にかかる道路の部分は市に道路敷地として無償で提供すること

二、埋立地域の道路排水計画は市都市計画の指示によること

三、周囲の環境を生かす様工夫し児童公園緑地帶を適当に配置すること

四、衛生施設に留意し排水系統を樹立すること

以上四つの条件を付したいというのであります。

処で埋立をすることに依って都計上支障はないか又はこの場合「法」による基準等はどうなっているかと云う貭問に対してその基準については区画整理の場合日本の建設庁では千坪から千五百坪迄は一割の緑地帶としているがそれを当地沖縄で適用する事は穏当でない。住宅地帶の基準は準用できるものと考えられるというのであります。

そこで委員間では緑地帶は必ずしも内地の基準の一割とせずとも出来得る限り確保することに充分努力する様要望したのであります。又鵞鳥森の所有権及地番について貭したところ当局の答弁に依ればこの鵞鳥森は所有権と判っきりしていないし無地番であるとのことであります。依って当局に対し早急地番を設定すると共に風致上の観点から是非原形を残す必要があるという要望があり結論として本案諮問第六号についてはお手許にお配りしてある報告書の通り「鵞鳥森は原形の侭存置しその周辺埋立地の幾何かを緑地帶児童公園に充用し那覇市有地とする」と云う条件を市当局の四条件に追加して答申する様全員意見の一致を見た次第であります。

宜敷皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

次に緊急議題と致しまして議長からお諮り致します。先程諸般の報告でも申上げました通り本日付を以って三番議員島袋嘉順君、並びに十五番議員宮城清三郎君から夫々辞職願が提出されておりますが本日の日程に上げてありませんので本日の日程の第十一の次に第十二、第十三と追加願う事に致したいと思いますが左様取計う事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計う事に決定致します。

○議長（高良一君）

では只今追加せられました日程第十二、議員の辞職についてを議題と致し議長からお諮り致します。本件は既に皆さんも御承知の通り来月十六日立法院議員の選挙が行われる事になり是に立候補をする為に辞職を願出ているのでありまして本人將来の御発展の為にも誠に喜ぶべき事でありますので全会一致で是を許可致したいと思いますが左様取計う事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って三番議員島袋嘉順君の辞職願いに就きましては是を許可する事に決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十三、議員の辞職についても同様の事由に依りまして十五番議員宮城清三郎君からの願出に依るものでありまして本人將来の御発展を祈り許可致したいと思いますが左様取計う事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め十五番議員宮城清三郎君の辞職願出につきましては是を許可する事に決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

以上を以って本日の議事日程は全部終了致しました。

明二十五日は午前十時から開会する事に致し本日は是を以って散会致します。

（午后三時三十七分散会）
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一九五八年二月二十五日　午前十時五十九分開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

開会致します。本日の出席三十九名欠席三名でありまして議会は成立しております。欠席議員は比嘉朝四郎　石原昌進、崎山喜達以上三名であります。

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。

昨日二十四日の本会議に於いて議決せられました議員の辞職許可につきましては市会議規則第六十三条の規定に基き二十五日附を以って関係当局並びに本人に対し夫々文書を以って事務手続きを完了致しましたから報告致します。

――― ○ ―――

次本日二十五日附を以って蔡温橋より姫百合橋間の護岸工事施行方の陳情について那覇市五区九組高良忠一外三十三名から議長宛陳情書が提出されておりますので會議規則第五十九条の規定に基き所管の建設委員会にその審査を付託致しましたから左様御了承願います。

――― ○ ―――

本日の議事日程は印刷の上お手許に配付致しておきましたからそれにより報告に替えます





議亊日程第二号

一九五八年二月二十五日（火）

午前十時開議

第一　一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算

（市長提出議案第一号）

第二　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第二号）

第三　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮問第六号）





一九五八年二月二十五日（火）

第一　一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算

（市長提出議案第一号）

第二　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第二号）

第三　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮問第六号）





○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

日程第一、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算市長提出議案第一号を議題と致し質疑に入ります。

○宮城実君

去る二月八日の全体協議会に於きましてガーブー川の対策に就きましての市長の方針としては早急に政府よりの急援策の要請それから水上店舗の撤去、並びに諸税金減免以上の問題を早急に処理しなければならないと云う様な事を言明され正副議長共々に政府に要請に行かれたのでありますが、現在迄のその交渉の結果或いは具体的に云って如何なる問題が出たか、次に根本的な対策は勿論河川法の認定を受けなければならないと云う事を承っておりますし私共もそうでなければいけないと思っておりますが、それに並行致しまして市当局として執らなければならない措置、又当然執るべき措置があるのではないかと思われるのであります。それに対する市長の見解、更に去った一月十八日に建築主事の発令があったと云う風に承っておりますが、そうなければ当然建築基準法の第九条に依りまして特定行政庁としての権限を行使致しまして水上店舖に対する所の徹去問題も解決出来ると思いますがそれに対する見解を承りたい。次に当局の調査に依りまして不法建築物が二百何十軒かある様でありますがその中建築主事の許可を得たものが僅か十何軒と云う事でありますがその不法建築の実態はどうなっているか及びその軒数、それからその水上店舖によってどの位の人達が生活しているか、それを徹去させるにはどの位の費用を要するか、更の僅か八十万円位の予算で何処を浚渫されるのか又如何なる方法で浚渫するか最後に本問題は相当複雑な社会補償問題を伴いその解決の為には多額の金を要すると思いますがその財源を何處に求め如何なる方法でやるかと云う事も市長に課せられた大きな問題であると思いますが以上の諸問題を何日頃如何にして解決するかを具体的に確信ある御答弁を求めます。

○総務部長（仲原英通君）

水害対策に対する政府えの援助要請に就きましては正副議長と市長の三名が行かれまして、その方面の折衝を進めておりますがその結果を私三日前官房長とお合いしまして本件に就いての措置をどう云う風に講じて貰えるか聞きに参った訳でありますが政府としても現在の所具体的な案はまだ持っておりません。と云うのは局長更送と云った人事問題で落着いていない様であります。然しながら当局よりの政府に対する要請額は一億五千万円程度の工事であるから到底那覇市独自で出来るものではなく又準用河川法に依って執行するには少くとも主席の認可がなければならないし先決問題はこれであり、その為には早急にこの河川を準用河川として認定して貰うと同時に工務交通局と当局の土木課とが一体となり早急に本調査を進めて貰う様懇請しております。その費用に就いては出来る丈政府で負担して頂きたい。即ち那覇市の現在の財政能力では到低不可能な大事業である以上は調査も両方でやるが然し乍らそれに附帶する所の市が当然やらなければならない所は市が負担すると云う意味に於いて両者が飽く迄も一体となり解決すべき問題であるから政府に於いても早急に解決して貰いたいと云う要望を添えてお願いして来た訳であります。

次に税の減免措置に就いての御質疑でありますが例えば市場使用料の減免措置に就いてはその後十名の調査員を派遣しまして徴税に関する問題並びに被害状況等を一週間に亘り調査し数字的には未だ申上げられませんが基本方針としては早急に救済対策を講じなければならないと云う訳で大体市営市場に対しては從来月十八万円位の收入がありますので是を一ヶ月間免除するそれから資金カンパをやっておりますので勿論是は今後も続く訳でありますが現在の所職員が資金カンパした丈で四万五千円集っており更に那覇小禄方面の各興業界の援助方をお願いしました所協力して貰う様に出来ておりますので近日中に是が公表される事と思っております。結局四十万円から五十万円程度の資金カンパで以って救済をすると云う方針であります所でこの免除措置に就きましては非常に難かしい問題でありますと申しますのは市民税と教育税　営業税と教育税と云った様に教育税との連繋もあり只今調査検討中でありますが来月の議会迄にはその目鼻が着くと考えております。それから建築主事と不法建築の問題並びに立退き問題に就きましては各々所管課長をして答弁させる事に致します。

○土木課長（安里一郎君）

八十万円でどの程度の工事が出来るかと云う事に対してお答え申上げます。現在の河巾と比較して浚渫したらどの位になるかと申上げますと現在の試験場の河巾を三米、高さを二米に浚渫し千歳橋の河巾を六米、高さ二・三米　むつみ橋の河巾を七・五米、高さ二米、南美栄橋の河巾八米、高さ二米と云う風に河巾を全面的に広くすると云う場合に護岸を改築しなければ出来ませんので河巾を中心に二米乃至 三米の深さに掘下げたいと考えております。それから南美栄橋から鈴蘭橋迄の三百米それから上流の河川が狭くなっておりますので河巾を二米、高さ一・五米に掘下げたいと考えております。そうすると豪雨の際の浸水時間を現在迄は大体五時間位浸水状態が続いておりますが本工事施行に依ってこの間の雨であれば二時間から三時間で水量は捌けると思いますし浸水度も相当低くなると思います。

○建築課長（水間平君）

ガーブ川周辺の建物の総延坪数は約四百六十坪になっております。その家主数は二百五十七名で合法的に建築許可されたのは九軒であります。その内の一軒は又吉市長時代その頃に建築許可されたと云う話もありますが良く判っておりません。次に建築基準法の九条に依る措置でありますが特定行政庁は建築物の敷地構造又は建築設備が第二章の規定又はこれに基く規則の規定に適合せず且つ著しく保安上危険である場合と云う事になっておりまして又この第二章の規定と云うのは第十八条の規定である訳であります。この規定は個々の建築物に対する所の措置を規定してあります。それで川の上に建っている建物が水に依って破壊されたと云う事になれば十八条の規定を適用する事が可能でありますがこの場合はそうではなく建物自体に損害を及ぼすと云う事よりも周囲に影響を及ぼすと云う個々の建築物に対し適用する訳には行かないと云う解釈をしております。それと関連しまして日本では店舗の敷地は道路よりも高くなければならないと云う規定が御座居ますが琉球に於いてはその規定が除外されております。

次に不法建築物に対する措置は特定行政庁が措置する訳でありますが、是は立退かすと云うよりもその河の上の建物が安全である様に必要な措置を講ずると云うのが十八条に規定されております。

それから建築主事の問題でありますが最近那覇市に建築主事が発令になりましたがこの建築主事の権限と云うものは特定行政庁の権限とは基準法の上でハッキリ区別されております。特定行政庁の権限は建築主事の仕事は建物竣工の確認或いは建物自体が安全であるかどうかと云う事に対する確認の行為であります。

○土木課長（安里一郎君）

先程申遅れましたのでガーブ川に対する根本対策について御説明申上げます。去る二月七日の豪雨に依ってガーブー川沿岸一帯の家が甚大な被害を受けたのでありますが是に対する恒久的な対策はどうしなければならないかと云う事に就いて現在迄調査した資料に基いて申上げたいと思います。

先ず根本的な対策として二ツの方法が考えられるのであります。その一つは本市の都市計画で早くから考えておりました旧鉄道線路に沿って上流の水を国場川に分流する方法でこの工事費に約一億五千万円を要します。次にもう一つの方法は直接ガーブー川の断面を拡大する方法で是は鉄筋コンクリート底張りで同じく一億五千万円程度の工事であります。然し国場川に分流する方法は現在その川の予定線の上に多くの家屋が出来ておりますのでその補償が難かしいと云う事と川を作る為には四十五尺も地面を切取らなければなりませんので非常に難工事が予想されますし仮令本工事を完了致しましてもガーブー川の工事はやらなければなりませんので矢張り直接ガーブー川の工事をやる方が最良の方法ではないかと考えております。其處でガーブー川に対する対策方法に就いて御説明申上げますと今回の浸水の根本的な原因としては元々田圃であった所に町が出来たと云うのが最も大きな原因であると思います。と云ってガーブー川周辺に密集している家屋を立退かせると云う事も財政的社会的な問題を招来し不可能な事で結局是に対する解決策としては河の断面を拡張する以外に途はないと思います。そうする事に依って市場附近の低地帶は大体二十糎位の浸水で被害を防止する事が出来ると思います。

○喜久山朝重君

ガーブー川の断面を拡大する事に依って市場附近の浸水は二十糎程度で防止されますか。

○土木課長（安里一郎君）

この間の豪雨で市場附近は一米四十糎位浸水しておりますが私の方の計算では断面を拡大する事に依り二十糎位で浸水を防止する事が出来ますし南美栄橋附近も從来迄は四十糎位浸水しておりましたがこの拡大に依って二十糎程度で防止出来、二月七日の雨であれば全然浸水しないと思います。

尚議案に添付してあります資料の中に降雨強度調査表が御座居ます。本資料は一九五一年から一九五七年迄の降雨を調査した訳でありますが何故それ以前のも調査しなかったかと申しますとそれ以前には琉球気象台に雨量計がなかったのであります。それで降雨時の五分から十八分間雨の強い時を区切ってその五分間ではどの位の強さの降雨であるかと云う事を示している訳でありますので結局百二十と云うのは二時間と云う事になる訳であります　この表はそう云う所の平均した強さを調査した回数であります。そうしますと大体三十分位迄は現在迄調査回数の大体二番目から以下の項になっております　それから一時間以上になりますと現在迄調査した雨量の第一級の雨量になっております。それで根本対策として断面を拡大しますとガーブ川、むつみ橋の低地帶では真和志の上流で降った雨が市場附近の低地帶に到達する迄には大体三十五分から四十分を要するものと想像されます。

そうしますとこの強度表の三十分から四十分の所の雨の強さで最も浸水量が増すと云う事になります。結局二月七日の雨は二級程度の雨で本計画通りにしますと浸水の程度も軽度で防止出来る事になると思います。

○新垣松助君

ガーブ川安里川の流域一帶は毎年雨期になると氾濫し市民に多大の損害を与えているのであります。それに関連して那覇市消防隊は今回の水害に際して如何なる措置を取ったかと申しますと勿論その活動振りが新聞報道に現れない事も一つの原因だと思いますが消防隊の任務は消防活動丈ではなく消防法第一章総則第一条この立法は火災を予防し警戒し及び鎮圧し住民の生命身体及び財産を火災から保護すると共に水火災又は地震暴風等に依る被害を軽減しもって安寧秩序を保持し社会公共の福祉の増進に資する事を目的とすると謳われておるのであります。然るに八千万円以上の被害を蒙ったと云う事はその日の豪雨警報伝達の不徹底にあったと考えられます。飜がえって我々の消防隊時代は斯う云った不測の災害発生の時は消防車を出動させサイレンで以って警報を伝達し避難させたものであります。もっとも今度の場合は真夜中でもあった関係上警報の伝達が徹底しなかったと思いますが望樓監視の貫張員が適切なる措置を講じておればある程度の被害は防止出来たと思います。最早や過去った事であるが今後の警報伝達に対する消防隊の執るべき措置に就いてお伺い致します。次にガーブ川から前島迄の潮渡橋に通ずる河川工事が特別補助金の打切りに依ってストップしているがこの工事の再開は何日頃になるか。

更にガーブ川に対する当局の衛生取締りに就いてでありますが現在のガーブー川上流の農連市場附近から沢山の不法建物が存在しその周辺には便所の施設もなく又塵芥汚物を川に棄てている実情であるが是に対する当局側の措置に就いて尚これに対する防止策として塵箱を市で設置する意思はないがどうか以上お訊ね致します。

○総務部長（仲原英通君）

消防問題に就いては去った二月八日の水害対策に関する全員協議会の際に詳細に御説明申上げた筈で御座居ますが改めて申上げます。この報告書は水害のあった翌日消防隊長から私の方に提出した報告書でありますので之に依り報告致します。

　一、今回の水害の出動人員五十七名で七日の午前三時二十分に那覇署よりの要請により非番招集を行うと同時に当直員が附近民に対し警鐘並びにサイレンで以って警報伝達

　二、三時五十分那覇署から日琉館附近が危険との報告により出動し調査の結果事実危険と確認したので仮本部を崇元寺巡査派出所に設置す。

　三、同時刻キラクふとん工場並びに姫百合橋方面が危険と云う那覇署よりの連絡で照明車を出動させ、比嘉司令補の指揮の許に安里交番所と連絡その警備に当る

　四、次に琉球火災裏附近の浸水が甚だしいと云う報告により同場所を真和志出張所隊員に依頼し照明車を同場所に出動警備に当る。

　五、午前五時日琉館附近が危険増大との報告によりまして、長浜、新城両司令補指揮の許に出動をしたが板橋が流失しており人力に依る救出が困難になりましたので崇元寺派出所から那覇署に連絡してボートの用意を要請すると共に隊員もボートを探す裡に雨が止み潮が退きましたのでその侭になっております。当日の満潮は九時二十分。

　六、一部隊員は開南交番、市場、神里原の状況を調査し同時にむつみ橋附近一帯も調査しております。

　七、六時三十分非常招集を解除午后一時迄全員待機す。

　八、その後市内の被害の実態を調査す。

　九、八時以降臨時緊急対策本部を市場事務所に置き市場附近の塵芥処理等通り前交番所と協力して交通整理を為し午後六時解除した訳であります。その他十区並びに蔡温橋附近が水道がなく飲料水に困っていると云う報告を受け給水車を以って給水作業を行うと以上の報告が参っております。

○消防隊長（具志清一君）

只今総務部長から御報告がありました様に我々としては全力を挙げて救護に当った心算でございますが先輩の新垣松助議員から消防隊はもう少し働いて貰いたかったと云うお叱りの御言葉でありました。然し乍ら雨が夕方から降り続き気象台と連絡し豪雨になると云う予想の許に我々が行動を取るならば豪雨警報も今少し徹底したと思いますが、今回の水害は気象台からその警報が警察本部に連絡され警察本部から那覇署に連絡があり那覇署から消防隊に連絡される迄には相当時間を要するしその那覇署からの要請があって出動した訳であります。勿論我々消防隊の任務は条例にも謳われております通り消火作業丈ではなく、水害、地震、暴風の場合も急遽出動し、市民の生命、財産等の損害を軽度に防止する為であります。

然らば消防隊は天災地変が発生した場合はどうするかと云いました場合日本に於ける消防隊とは違いまして布令に依ってその活動が限定されている訳であります。即ち天災地変に対して警察当局に協力する場合その指揮監督権は警察側にあります関係上消防隊独自の行動は取れず皆様の御期待に添えなかった事を残念に思いますが只今申上げた理由により御了承願います。

○新垣松助君

現在の消防隊の陳容では凡ゆる災害に対し万全の措置を取ると云う事は不可能な事と思います。是に関連して前の議会に於きまして消防各分団解散後の再編成を早急に実施する様議会の名に於いて要望致しましたがその点どうなっておりますか。

○消防隊長（具志清一君）

消防分団の再編成に就きましては目下準備中であります。

○市長（兼次佐一君）

先の三十一番議員（宮城実君）の貭問の中に於きましても市長が直接答弁しなければならない点が御座居ましたがその機会を失いましたので只今の三十九番議員（新垣松助君）のガーブ川安里川の工事再開の見通しの点を一緒に御答弁申上げます。先ず三十一番議員（宮城実君）のガーブ川の根本解決に対する所の市当局の具体的方針如何と云う事に就きましては担当課長からその方法に就いて答弁申上げておりましたがその通りで御座居ます。然らば根本的な解決の方法は課長が申上げた通りであるがその解決する為の具体的方針を如何云う様に考えているかと云う貭疑の要旨でありそれに対しては先般の全体協議会に於きましても抜本的解決策としては河川法の認定をして頂き政府に於いて施行して頂く以上に方法はないものと考えていると云う点を申上げて置いた心算で御座居ます。

又現在に於きましてもそう云った考え方に変りはないのであります。と申上げますのは是が河川法の適用も受けた場合には河川法の第八条の規定中その工事至難なる時若しくはその工費至大なる時又は河川の全部若しくは一部に付き大体に渉る一定の計画に基いて施行する改良工事なるときは主務大臣自らその工事を施行するとなっております。從いまして那覇市の財政規模から致しまする場合に是が抜本的な解決策として先課長が申上げました様に即ち旧鉄道線路に沿ってガーブ川の水を分流する措置或いは直接ガーブ川の断面を拡張すると云った様な解決をする上に於ける那覇市の財政規模からしまして至難なる工事であります。從いまして至難なる工事であると云う点に依って第八条の規定に基き政府自らその工事を施行して頂きそうする事に依って是が解決が出来ると云う方針で御座居ます。

次に三十九番議員（新垣松助君）の安里川の工事並びに潮渡橋の工事再開に就いての見通しで御座居ますが、本件に関しましては既に市は行政府を通じて民政府に特別補助金再開の陳情を致している次第であります。と申上げますのは前の当間市長時代に提出されました事例に基いた所の所謂特別補助金残額を補助する事に依って工事が可能であると云う事は軍の補助金予算額を御検討下されればお判りであろうと思います。と申上げますのは久茂地川改修工事費に致しましてもその内の二千三百八十七万八千円是丈は完全に竣工して御座居います。それで後六千五百万円程度の補助が交付される時に於いて所期の目的は完徹される訳でございます。それでストップされた所の特別補助金の解除は全面的でなくてもこの分の解除が出来ればその目的を達する事が出来る。從いまして特別補助金の再開に就いては積極的に議会とも協力して進めて行きたいと云う方針であります。

○衛生課長（比嘉政謙君）

ガーブ川附近の衛生問題に就いてお答申上げます。

ガーブ川の清掃は毎日衛生課の方から労務者四名で以って清掃させております。それからあの附近の商店街或いは市場附近の塵芥処理の方法についてでありますが衛生課が指導監督して丸十公共衛生社、保健衛生社を通じて業者に請負処理させております。尚毎日馬車二台で塵芥を集收させ、あの地域の環境衛生の清掃に努めております。

次に塵箱設置に就いては以前当局で設置したのでありますが塵箱を設置した為却ってその区域以外の方から塵芥を持出す為塵芥は塵箱から溢れ附近の人達が迷惑すると云った様な実情でその取締りが至難であると云う事でその処理の方法を変え毎日衛生社で以って処理に當っている訳であります。それからガーブ川に塵芥を投棄する事に就いては衛生課でも嚴重に禁止している訳であります。又立札を立てまして業者の自発的な衛生観念を指導しておりますが塵芥投棄に就いては臨時的な立賣業者がするものと思われます。それで市職員が環境衛生面に就いて現場に行って塵を川の中に捨てない様警告を発し取締りに當っております。結局業者の自発的な自肅に依ってガーブ川周辺を清潔にして行きたいと斯様に考えております。

○久場景善君

ガーブ川周辺の不法建築物並びに排水施設の説明は漠然として我々には納得が行かないのであります。我々自身この説明が良く判らないと軍民両政府に対して援助要請を為し軍民両政府を納得させる上に於いてもハッキリ判らないと困ると思います。そこで本問題に関連して市長にお訊ね致します。市長はガーブ川の対策に就いて日本から河川の専門家を招聘して川に対する計画を樹てる計画があるかどうかお伺い致します。

次に那覇市は建設途上にある訳でありますが何故今日迄建築主事を発令しなかったか斯う云う事は建設途上にある那覇市としては非常に遺憾であると思う。又市長は先程の話で不法建築物の許可は政府の建築主事がやったと云う事を申しておりますが建築主事は建設確認をするのであり許可は市長がやる筈であります。そう云う責任転嫁染みた言動は市民の為にも今後大いに慎しんで貰いたいと思います。

それから市長は河川法の認定を政府に申請中であるとの事でありますが現在認定どころか向うは私有地となっております。そこに地主の承諾もなしに予算を執行すると云う事は法的にどうなっているか以上の点を御説明願います。

○市長（兼次佐一君）

一番議員（久場景善君）の御貭疑に答弁申上げます。

ガーブ川をして河川法の認定を受ける為には納得の行く様な問題の解決が必要でありその為には如何なる措置を取るか日本から技術者を招く方針かと云う貭議の要旨を承っております。是に就きましては議長副議長に対しましても議会の方から日本に議員を派遣して戴きまして日本に於ける所の河川法の適用の状況に就いて具ぶさに御研究して頂きたいと云う事を口頭で非公式にお願い申上げている次第であります。その際市の方からも職員を派遣致しまして調査研究為さしめ然る後に日本から専門家を招き政府よりの河川法の認定は貰えないと云う様な結論が見出されます場合には別として勿論専門家もお招きしましてやりたいと云う考えを持っている次第でございます。然しこの事に就きましては沖縄に於ける現状と日本に於ける現状と日本の河川法の一本を以って結び付ける場合には恐らく性格の違った制度になると考えられます。即ち日本に於ける場合のこの河川を管理維持する所の地方行政庁と云うものは府県で御座居ますが沖縄の場合に於いては市町村に當嵌まって行くのであります。從って日本に於ける政府とは沖縄に於ける現在の琉球政府と相成るのでありまして県庁対市町村と云う立場になり、そこに法的解決の問題で研究の必要がありこの種の問題について議員の派遣方をお願いするのであり、今先申上げた様な専門家の招聘が必要だと云う結論が出た場合には是非そうやりたいと云う考えを持っております。次に建築主事を何故置いていなかったかと云う事に就きましては私の現在の立場から致しますならば一番議員（久場景善君）と同様那覇市は建設途上にあり從って建築主事が設置されなかった理由を云えば人が得られなかったのではないかその他に他意は無かったろうと思います。然し一番議員に御了承願う為に私は今迄の市長が何故建築主事を置かなかったかと云う事に就いては是丈しか御答弁出来得ない事を御了承願います。その場合に建築は政府の認可を与えたのであるからこの責任は政府にあると云った談話を発表しているが慎めと云う御意見で御座居ます。総体に建築の認可を与える建築主事の持つ所のその権限と云うものは建築物個々に対する所の問題に就いてのみ建築主事は認可を与える与えないと云う権限を持っているものと思います。そう致します場合に特定行政庁と云うものが結局問題となって来ると云う事に法的には相成るのであります。その場合に特定行政庁とは政府か市当局かと云う事になりますが勿論市当局で御座居ます。市当局が特定行政庁であるならば最終的な責任は市当局にあるのじゃないかと云う事が考えられ、それからこの問題の実態が生れて来なければならないのであります。特定行政庁である市当局が如何なる法的な基準に於いてあの当時申請された所の建築物に対する認定を与える事が出来たかと云う事が問題になって来るのであります。そう云う現行法に於いては建築したと云う申請に対して是を認めざるを得ないと云う点に法的な欠陥があった場合にこの欠陥を除去する為に手続を取ると云う事は必要であり既にその手続きを取っている次第で御座居ます。

次に河川法の認定を政府に対して申請しているが、その河川となっている土地は私有地であり地主の承諾なしに予算を投入して良いか云う御貭疑でありますが河川法の適用を受けます場合には河川法に基きましてその土地を收用或いは補償と云った様な方法が可能で御座居ます。河川法に適用されない場合にその土地がスムースに收用出来ない場合は果して土地收用法の適用が出来るかどうかと云う点にも些か疑問を持つものであります。若し一番議員（久場景善君）の仰言る様に現在の河川が総て私有地であるとすれば河川法を適用された河川となった時に地主に対する補償はガーブ川の工事施工する時に於いて為さなければならない結果になると斯う云った見解に立っている次第で御座居ます。

○真栄田義晃君

此度のガーブ川の氾濫に対しては先程市長の方から抜本的な対策としては河川法による河川の認定を政府に申請する事も一つの方法であると云われております。

又河川の改修工事に要する費用は市に対して打切られた所の補助金再開で以って施行すると仰言っております。

然し本員が考えます場合に二ツの要求を同時に出す場合一ツの要求は他の要求を弱める結果になると思います。例えばガーブ川を政府に申請して河川法の認定をして貰いたいと云う場合、この河川の工事に対する責任の所在は政府にあると思います。所が市に対して打切られた補助金再開の要求をする場合この責任が政府にあると云う所在が不明確になると思います。補助金は市に対する補助金であり市に対する援助であります。でなければガーブ川の河川工事は當然市に於いて為すべきだと云う感じも出るのではないかと思います。然し乍らこの場合特別補助金再開と云う事は非常に良い事であると思いますが現状では非常に困難が予想され市長のみの力では難かしいではないかと思います。

そこで市として要求する場合河川法の認定一点に絞った方が政府がこれを認定する事に依って政府の責任になりますのでその方が良いと思います。その場合一億五千万円余と云われた工事費が政府に於いて予算の捻出が困難と云う場合に於いて政府の責任にあると云う考え方に立って市長は勿論主席も動かして飽く迄も政府に対する補助金として河川法の認定をやった方が工事実現に最も現実的な方法ではないかと思います。以上の事に就いて市長の見解を承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

お答え致します。河川法の適用を受け乍ら更に補助金再開を要求すると云う事は先程三十九番議員（新垣松助君）に説明した様な河川の改修とは矛盾していないかと云う事でありますが河川法の適用を受け市が補助金を貰って改修する場合に矛盾していないと云う特殊な事情があるのであります。然らばどう云った特殊事情があるかと云いますと正式の公文も持っておりますが是は当間市長時代に比嘉主席に対して河川法の適用を為し河川として政府に於いてこの工事を施行して貰いたいと云う陳情が行っております。是に対しまして特別補助金に依ってその工事費を与えるからそれで以ってやって貰いたい、尤もその所は公文書には御座居ませんがそう云う意味に於いてこの特別補助金の解除は出来るのであります。從いまして市当局でこの工事を続行して行きましてもそうする事に依って河川法の適用が受けられないと云う特殊の事情がある事を御了承願いそう云う理由に依って私の方針を申上げた次第で御座居ます。

次にガーブ川を政府が認定した場合は當然政府に於いて是は為すべきではないか從って市の予算で以って是を為すと云う事はどうかと云う事で御座居ますが河川法の適用を受けたからと云って是を直ちに全部政府が為すべきであると云う御意見に対しては今一応の検討の必要があると考えている訳であります。と申しますのは今先申上げた様に河川法の第八条に依って沖縄に於ける場合市町村に於いて出来ないと認められる場合その他の特殊の場合に限って政府が直接施行すると云う規定がある以上原則としては第六条に基く所の管理の規定がありこの原則に則って行くとすれば仮令河川に認定されずとも市當局が全然知らん顔では行かないと云う点もある事を御了承願います。

○議長（高良一君）

本件に就いては相当貭疑がある様でありますが昼食時間が参っておりますので本会議を休憩し午后は一時から再開する事に致します。

（十二時十五分　休憩）

二月二十五日　午后一時十四分　開議

○議長（高良一君）

午前に引続きまして本會議を再開致します。

それから缺席議員であった比嘉朝四郎君、石原昌進君、崎山喜達君の三名が出席致しております。

では引続き日程第一、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算市長提出議案第一号に就いて貭疑に入ります。

○森田孟松君

先ず歳入の方からお訊ね致したいと思います。その前に私過般の合併に伴う補充選挙に依りまして本議席を得ました関係上、貭疑の要領を得ず多少貭疑の線を逸脱するかも判りませんが、その辺は教えると云う意味で御説明をお願い致します。第六款一項三目の港湾施設使用料の百三十万円でありますが當局よりの提案理由の説明に依りますと沖縄丸、那覇丸その他の船舶が都合に依って今迄那覇港に回航されていたが、最近に至って再び泊港に寄港する事になりその為の増收と云われておりますが、當初予算に於きましては八十万円余の計上になっておりますが、是は當初予算編成の際その見通しが付かなかったかどうか、見通しが付かなかったとすれば、何故にそうなったか、この点本員として非常に不可解でありますのでお伺い致します。又この百二十万円の増收は何月以降であるか、

　次に泊港の管理運営面に就いて如何なる対策を取っておられるか、又地方自治体の行財政面の向上を図ると云う意味から税外收入面を拡大しなくちゃいけないと思いますが、本港湾施設使用料等の増收に就いては當局としても充分意を注がれていると思いますが、これに対する當局の具体的な対策があるかどうか、尚それに対する見通しに就いて承りたいと思います。

　次に歳出面に就いてでありますが、先刻誰方かの貭疑にもありまして重複するかも判りませんが、一点丈土木課長にお聞きしたいと思います。即ち安里川上流の護岸工事費に二十万円追加更正されておりますが、土木課長の説明ではガーブー川の場合は応急処置として川巾を二米乃至三米深さを一米から一米五〇浚渫工事に依って幾分でも緩和する事が出来ると云う御説明でありましたが、安里川の氾濫に対しましては単に上流の一部の護岸工事丈で果して喰い止められるかどうか、何故總体的な浚渫の計画を樹てなかったのか、又安里川上流とは何処を指しているか、以上の点に就いてお伺い致します。

○泊港務所長（山里将和君）

お答え申上げます。港湾施設使用料の百二〇万円に就いては、當初予算編成の時に於いて是丈は入ると云う見通しが付かなかったかどうかと云う御貭疑でありますが、當初予算編成當時は私港務所長に就任前でありましたのでその点はハッキリしておりません。今回の追加更正予算に港湾施設使用料として百二十万円計上されておりますが、本計上額の基礎となるものと致しましては本年度當初から即ち七月から一月迄の外航貨物出入の屯数は總計して二十三万六千百四十一屯となっております。これを月平均にしまして三万三千七百三十四・五屯になり、當初予算編成の際は外航貨物が二万二千四百八十九屯で結局一万一千二百四十六屯と云うのが平均にオーバーしております。それで結局昨年七月から今年一月迄の屯数に対する調定額が三百五十四万二千百二十四円となる訳でありますが、是は七月から一月迄のものでありますので、この月平均額を更に一年間に換算して見る場合は六百七万二千二百円となる訳であります。是を本年度當初予算に於ける四百四万七千八百四十円と比較しました場合には二百三万四千三百六十円の收入超過と云うのが予想されますが、最近金融引締めと云った種々の事情の許に予想額通り收入になると云う事は至難な事であり、それよりは控え目に見積った方が良いと思いまして二百三万四千六百三十円の六割相當額の百二十万円を今回追加計上致した様な次第であります。その点御了承をお願い致します。

　次に泊港の管理運営面に就いてでありますが、現在の泊港は商港となってはおりますが、実情は商港兼漁港となっております。然し乍ら安謝港を浚渫すれば向うを漁港に指定し、泊港は外航商港一本化にするのが妥當と考えております。

○土木課長（安里一郎君）

安里川上流とは何処を指すかと云う御貭疑でありますが、場所は四区の昭和産業修理工場の後側になっております。向うは河床が極端にカーブしております関係上豪雨の際は浸水甚だしく、為にその周辺の家屋が浸蝕される危険が多分にありますので早急に護岸工事を施行しなければいけないと思っており、長さ三十米、高さ四米の護岸を設計しております。

それから何故安里川を浚渫しないかと云う事でありますが、勿論予算の関係もあります。然し安里川は將来間道を直線に近い様に改修しなければならない事になっており、仮令今度の予算で浚渫致しましても、それが将来迄役立つとは思われませんので斯の様になっております。又安里川はガーブー川の周辺の様に民家が密集しておらず左程急を要するものとも思われませんのでその点御了承願います。

○高良清二君

午前中の各議員からの貭疑に依りましてガーブー川に対する恒久対策に就いての市の理事者としての方針は先程承っております。然し乍ら今期臨時議会は何と申しましても去った二月七日の水害に依る緊急対策に就いての議会であると思います。本件に関する市長の恒久対策に就いての腹案は持っておられるように思います。所が緊急対策に就いては何等具体的な確答がなされておらず、単に先日の全員協議会に於ける税の減免、市場使用料の問題を検討されておられる様でありますがこれについても未だ確答も得ていないのでありますが、その辺について承りたいと思います。

　次に先程の總務部長の御説明に依ると現在の公設市場から月平均十八万位の收入を見積られている様であり是を一ヶ月間免税すると云う様な説明が御座いましたが、その通り実施される心算であるかどうか。

若しそう云う風に実施されるとする場合、全部一率に免税されるのか、或いは十名の被害調査員に依って七日間に亘って調査された結果の中から免税率の高低を考慮の上実施される心算であるかどうか、全部一率なら一率、率に依るなら率何れでも宜敷ゆう御座居ますから、早くその方針を市民に知らしめ市場の人達に対して安心を与えるのが、我々議会人としての義務であり又當然の措置であると思いますので、その点當局のハッキリした方針と確信の程を承りたい。

　次に本問題に関連して當局は水害被害者に対する救済策として四十万円から五十万円程度の資金カンパを目標に現在それが行われつつあるとの事でありますが、この資金カンパは如何なる方法で行われているか、又現在迄幾らカンパ為されているか、尚四十万円から五十万円と云う目標額は何を根拠に決定したか、又これの運営の主管課は何処か、同時にその責任者は誰か、更に付加えてこの資金カンパの所期の目的を達成した場合のその使途の方法、以上の点に就いてハッキリした答弁を求めます。

○総務部長（仲原英通君）

公設市場よりの收入八十八万円と云う事に就いて言い足らない所がある様に思いましたので、補足説明させて頂きます。即ち公設市場よりの収入見積りは月四十万円であり、先程私が申上げました十八万円の收入と申しますのは、今回の水害に依って被害を蒙むった人達が市に納めるべき使用料が十八万円と云う意味でありますので、その点御了承願います。

　それで當局の被害調査の結果、罹災者人員四百五十五名、被害總額八百五十二万七千八百十六円で被害物資賣上額が二百六十九万九千七百十六円となっており、純損害額が五百八十二万八千百円となっております。そして一人當りの被害平均額が一万二千八百十円と云う数字に相成っております。

依って那覇市公設市場使用料徴收条例の第一条但書によりまして、この場合市長権限で使用料を減免する事が出来ると謳われており、目下その具体案に就いては財政課の方で検討中であります。

尚使用料免除に就いてでありますが、大体一ヶ月の免除であれば財政面に於いても予算更正する迄もなく左程影響はないと思います。然しそれ以上となりますと、この市場丈の問題ばかりでなくそれ以外の問題もあり、財政的に相當の欠陥を生ずると云う事からして財政の許す範囲内に於て使用料を免除し、不足分に対しましては資金カンパで以て補うと云った二本建の線でその対策を進めている訳であります。

次に現在迄に集りました額は四万五千円で一時總務課で取扱っておりましたが、その後は社會課で取扱っており、具体的な事に就いては社會課長の方から改めて説明があると思います。

○高良清二君

只今の説明に依りましても市場使用料の具体的な減免と云うのが打出されていない様に聞いております。過日に於ける水害対策に関する全員協議会の際の當局よりの説明は単なる会員協議会と云う事で、そのアウト・ラインの説明だけで了承したのであります。然しながら本臨時議会を招集したからには、全員協議会に於ける抽象的な説明ではなく、もっと具体的に市の財政のどの範囲内に於いて、如何なる方法で何ヶ月分、金額にして幾らで何名に対して行うかと云った具体的な線が打出さなければ本臨時議會を招集した意義はないと思います。単に十八万円程度減免すれば、その被害は緩和されるだろうと云う安易な考え方は、我々議会として納得出来ません。議会としても、本救済策に就いては全面的に賛意を表すると共に側面的に當局を支持し市民に対し一日も早く安心感を与えると云うのが、今回の議會としての取るべき態度だと思います。

次に資金カンパの件でありますが、只今の答弁に依りますと、四万五千円程總務課の方で取扱い、その後は社會課の方で取扱っていると云う事であります。そこでこの資金カンパは那覇市としての責任に於いてやっているのか、単に課としての勤務外の問題として取扱っているのか、又この使途の方法に就いて重ねて承りたいと思います。

○総務部長（仲原英通君）

先程も申上げました通り市場使用料減免の対象となる人数は四百五十五名で一ヶ月分を免除し、その後は被害者個人の生活状況をも勘案して軽減すると云う事であります。尚資金カンパを行うに就いての責任は飽く迄も市であり一課の責任としては取扱っておりません。

○高良清二君

答弁を承っております内に次々と疑問の点が出て来ておりますのでその点に就いて御教示願います。

只今の説明に依りますと、罹災者四百五十五名に対して使用料の減免を適用すると云う事でありますが、現在公設市場を使用している總人員は何名であるか。

次に資金カンパの件に就いてでありますが、只今の答弁により私会計法上の疑問を持ちましたのでお伺い致します。先程總務部長は市の責任に於いてと仰言っておりますが、結局市の責任に於いて資金カンパが為される訳でありますね。

○総務部長（仲原英通君）

そうであります。

○高良清二君

然し乍ら従来迄の考え方から致しますならば、市の方で取扱う金は會計法上から云って予算に繰入れ、然る後に支出すると云うのが妥當と考えますが、當局の是に対する御見解の程を承りたいと思います。

○総務部長（仲原英通君）

勿論市の責任に於いての資金カンパであり、一応纏まった場合是をどう配分するかに就いては我々の方としても検討中であります。

尚この資金を予算に繰入れて取扱うべきものであるかどうかに就きましては、未だ資金もその目標額に達しておりませんので後日改めて議会にお諮り致したいと考えております。

○市長（兼次佐一君）

只今の二十三番議員（高良清二君）の質題に対する答弁を補足させて頂きます。水害が發生致しましたその日から早速市職員で街頭に立ち資金カンパ致しておりますが、その資金カンパに依って挙がるところの資金の使途の方法に就いては行政措置を取ると云う意味ではないのであります。従いまして公金扱いとすると云う考えは持っておりません。

単なる罹災者に対する支援を市職員としての市民の立場から行っているだけで御座居ます。その為に時間外でやっている職員に対して超過勤務手當を支給していないのであります。

全く奉仕的な立場から出来る丈資金カンパし、罹災者に何等かの形であたえようと云う事であり、是を如何なる方法で与えるかの措置に就きましては係りの者が検討致してありますが、何れにしても公金扱いしないと云う事は明確に致したいと思います。今先の総務部長の答弁の中から公金扱いするという印象を受けられたり或いはそれに近い意味で受取った方が居られますならば訂正させて頂きます。

○辺野喜英興君

今回の水害が市民に甚大なる損害を与えた為、議員各位より當局に対して相當活溌なる質疑が交わされておりますが、今迄の質疑の中に一点だけ抜けている所がありますので技術面の方からお訊ね致したいと思います。と申しましても本員自身そう云った技術は持っておりませんが、過去の経験からお訊ね致します。申迄もなく、ガーブー川の根本対策に就きましては市長の仰言る通り準用河川の認定を待ち、それに伴い凍結された復金融資の再開と軍補助金の交付を折衝し現在努力中であると云う事は議員各位も周知の通りであります。そこで先程當局からガーブ川の浸水防止対策として一つは国場川の水を旧鉄道線路に沿って壺川、漫湖に分流する方法と今一つは現在のガーブー川の断面を拡張すると云う方法でありますが、果して是で良いかどうか、本員は疑問を持つ者であります。御承知の様にガーブ川一帶の地域は戦前戦後を通じて雨期毎に浸水しております。然も戦前あの地域は一面田圃であり豪雨の際は田圃が一つの河川となって氾濫している事実は何人も否定出来ないのであります。更に戦後ガーブ川一帶が変形的な都市形態を為し家屋が密集し水上店舖迄出来たという事はこの氾濫に一層拍車をかける始末と相成っており、今回の如き且つてない甚大なる被害を與えた次第であります。以上の事実からして當局が説明したガーブ川の断面を或る程度拡張すると云う事だけで充分なる恒久対策が出来るかどうか疑問を持つ者であります。と申ますのはこれは或る技術者から聞いた事でありますが、それに依りますと旧鉄道線路に沿うて壺川漫湖に至る国場川への分流措置はどうしてもやらなければガーブ川に対する根本解決策は果せないと考えております。勿論この対策に付隨して財政の問題が派生して参りますが、そう云う問題は抜きにしてガーブ川に対しては斯う云う風にすれば今後氾濫は絶対しないと云う事を明らかにする事に依って、今後の災害は除かれると思いますのでそう云った技術面のハッキリした線を本會議に於いて説明願います。

○土木課長（安里一郎君）

先程も申上げました様に川の断面を拡張すれば必ず浸水は防げるものと確信致しております

○議長（高良一君）

今の辺野喜議員の質疑の趣旨は財政の問題は抜きにしてガーブ川の根本的な解決は如何にすれば良いか、それには日本から技術者を招くと云う事も考えられるが、そう云った国家百年の大計を図るに就いての當局の見解を訊ねている訳であります。

○土木課長（安里一郎君）

南美栄橋の河巾を十一米、深さを三・五米と云う風に水面勾配を二十五度に致しますと充分流水させる事が出来るし、それに依って対策は講じられると思います。

○平良真次郎君

ガーブ川一帶の治水に就きましては先般の全員協議会に於いて流水或いは溜り水の時間的な問題並びに今回の水害に関する満干潮の問題等を御報告申上げたのでありますが、今先辺野喜議員からお話がありました通り根本的な問題としては二点ありまして現在のガーブ川の断面の拡張それから壺川、漫湖に分流する方法とあり、特に国場川の水を旧鉄道線路に沿って壺川漫湖に分流する問題に就いては二、三年前から我々も種々話合っていた訳であります。それで御参考迄に申上げますと現在の壺川から奥武山公園との間に仮橋が御座居ますが、其処で那覇港へ流れる土砂は堰止められてあり満干時の那覇港との水面は約五尺位の差があるのであります。

そうした場合、此処に分流する為、四十五尺の川を掘る訳であるが、仮矼に依って土砂が堰止められている現在その分流措置は果して可能であるかどうか、又あの旧鉄道線路附近は現在家屋が密集しているにも拘わらず分流の爲の河を作る事が可能かと云う事も考えなければならないと思います。然し乍ら何れにしても試験場附近の溜り水を漫湖に分流しなければならんと云った結論的な問題になっておりますが、是に就いては単に河を掘ると云った抽象的な問題ではなく、国場川の水面がどうなっているかを科学的にもっと機械力に依って水面との高低、時間的な水量の問題等を科学的技術面から御検討願えれば一億五千万円の工費を投じなくても充分氾濫を防止する事が出来ると思います。

次に応急措置の問題でありますが、是に就いては高良清二議員からも質疑がありましたが、僅か百万円程度の予算では充分なる浚渫或いは護岸は到底出来ないと云う事はハッキリ致しております。然し一番隘路になっている問題は水上店舖或いはその周辺にある不法建築物であり、これが主眼にならなければいけないと思います。それで當局としてはあの附近を二米位を浚渫すると云う事でありますが、そう云った弥縫策では効果に大差はないと思います。又今回の水害の原因に就いて市場では水上店舖の商人とその周辺の商人との間で互いに責任のなすり合いで対立している様な話もあり、又當局に陳情もあった様に承っておりますが、結局斯う云った紛叫が發生したのもその源は河の両側に打ち込まれた杭が塵芥を堰止め、その為流水に支障を来たしたと云う事は事実であり、原因はそれにあるから當局としては責任がないと云う事は必ずしも云えないと思っております。それで今先も申上げましたが、現在の市場内に於いて二つに別れて対立し紛糾を来してはありますが、水害を防止する為には、市民が本當に一体となり或いは市を中心にして互いに協力し、意見の対立があれば調整しなければ恒久的な防止対策は講じられないと思います。それから今後の水上店舖に就いて市としては徹底的に是を取締る意思があるか、どうか、その為には一定の基準を設け、例えば一定の護岸ができて完全なる排水路としての施設が出来た場合に水上店舖を許可すると云った基礎的な問題を取上げて実施するとなれば、水上店舖の乱立を防止する事が可能だと思います。以上申上げた点に就いて當局としては如何様な方法で以て対処せられる心算か御説明願います。

○市長（兼次佐一君）

お答え致します。水上店舗の問題に就いて将来の問題でもなく、法的な問題でもなしに、市當局として差し當りどう云った様な方針を持っているかと云う事の御質疑の様で御座居ます。

その際に今度予算更正をお願い致しております予算が仮令追加されても、水上店舗に対してどう云う様な措置を取って行くかと云う事がハッキリしなければ無意味になると云うお考えを持っておられる様な御質疑の様でありますが、それに対する答弁は逆になるかも判りませんが、現状の侭に致しまして更正をお願いしている予算の範囲内に於いて、既に担當課長から御説明申上げました様な施行の方法に基いてこれをやって行きます場合には、今後の浸水を或る程度防ぐ事が出来ると云う見通しの上に立って予算更正をお願いしている訳であります。その予算更正をお願いする範囲内に於ける所の施行の細部に亘りましては既に御説明申上げたとおりで御座居まして、或る程度の浸水を防止する自信を持っているのであります。その際に店舗はどうするかと云う現実の問題で御座居ますが、それに就きましては平良議員が仰言る通り市場内の両方の商人から陳情が御座居ました。その両方の陳情を簡単に申上げますならば水上店舗を撤去するなと云う陳情と水上店舗を撤去させよと云う両極端の陳情で御座居ます。然し水上店舗を撤去させるべきと云う陳情団が四回程お見えになりまして、その最後の云分を聞きますと、云うと必ずしも現在の水上店舗を撤去させると云う意味ではない浸水を防止する措置を構じ実際に現在ある所の水上店舗を改築させるか或いは浸水を防止できるように店舗の土台を上げさすか、又は店舗の家主は責任を持って流水を妨害する様な塵芥或いはその他の物を家主の責任に於いて除去させると云った様な方法及び措置を講じて呉れと云う事を仲井真元楷氏が代表者になってのお話で御ざいました。従いましてこの両方の陳情の中から市當局としての現在の考え方は是が去った水害の原因の最大のものでなければ水害はそれのみから及ぼしたのではないと云う結論を出しております。その事は申上げる迄もなく議員各位は御承知の通りで御ざいます。然し乍ら先般の豪雨程でもない所謂河縁スレスレの水量であった場合に、あの水上店舗がある為に氾濫したと云う事になった場合氾濫すると云う結論になる訳であります。従いまして水量が去った豪雨よりも少い水量所謂河縁スレスレの場合を仮定致しまして、その際に氾濫しない為の工事を施行すべく本更正予算の御審議をお願い致している訳で御座居ます。其処で結論を申上げますならば現在立っている水上店舗を市當局としては、直ちに撤去させようと云う考えはないのであります。将来に於いて都市計画道路として使用する場合に於いては撤去させなければならない。そう云った場合は先程申上げた様な法の九条、十条、十一条、何れかの法の適用が可能と思います。

尚、水上店舗の人々が云うには、當局に対し、何時でも公共の施設の為に立退けと云う時は無条件に立退くと云う条件の許に一札を入れても良いと云った様な事を申出ている訳であります。當局として差し當って工事施行と同時に水上店舗を撤去させる意思のない事を明らかにして置きたいと思います。

次に二十三番議員（高良清二君）の質疑の中に恒久対策に対する所の具体的な方針案はあるか、緊急措置に対する具体案が明らかにされていない、然も恒久対策としての分流に依る措置或いはガーブー川の断面拡張に依る措置の二案が考えられているが、その何れを取るかハッキリして貰いたいと云う大変含みのある何かこの問題解決の為の御考慮が為されようとする意志のある事を推察し感謝してあります

其処で緊急措置としての具体案は予算に盛られている事であり、その予算に就いては説明の中に謳われております。その反面恒久的措置としての具体案は政府に於いて河川法を適用して貰い、政府に依って施行して貰いたい。是が恒久的な措置その場合の具体的な方法と云う事は河川法を適用される時政府自体に於いて樹立される所の案でなければならないのでありますが、それが実施される迄市當局として今日考えている事は矢張り担當課長が先に説明致しました分流の方法か或いは河の断面拡張であり、その何れを施行するに致しましても二億余の予算を要するが、その両方何れにしてもガーブー川の氾濫を防ぐ事が出来ると云う科学的な調査の上に立脚していると云う事は、皆様の御手許に配布になっておりますあのプリントに依って御了承願いたいと思います。決して當局の不勉強でもなく、調査の結果は科学的な数字がプリントに現われている訳で御座居ます。従いまして市當局としてはどうしても河川法の適用を受ける様に努力しなければならないのであり、この点が恒久対策解決の基本方針である事を御答弁申上げます。

○渡口麗秀君

先程市長は二十三番議員（高良清二君）の資金カンパに就いての質疑に対しまして募金せられた金は公金として取扱わない。つまり予算外扱いと云う様な事を答弁しておられたと本員思料致します。此の市長の考え方は明かに市町村自治法違反であり、尚市町村自治法施行規則第六十条の規定に違反する行為である。斯かる兼次市長の考え方は那覇市政を独裁に持って行かんとする所の考え方である様に思われますが、施行規則第六十条「市町村税その他一切の收入を歳入とし一切の支出を歳出とし、歳入歳出はこれを予算に編入しなければならない」と謳われており、仮令市がカンパした金であっても水害罹災者に対して使途される金であります以上は指定寄附として歳入に受入れ、歳出の方で適當な措置を構じて支出すべきだと本員思料致しますが、是に対する市長の御見解を承りたいと思います

○市長（兼次佐一君）

只今の三十番議員（渡口麗秀君）にお答え致します。職員が時間外に依って行っている所の資金カンパを市の予算に編入するものでなければ、自治法に違反する。従ってそれは独裁的な方向に行くものであると云う御意見で御座居ますが、若し三十番議員の仰言る事が法的に絶対的なものであり、市町村の職員が市民の立場から斯かる事態に再会した時に、資金カンパが行えないと云う事がハッキリ致しておりますならば、後刻検討致したいと考えている次第で御座居ます。市と致しましては歳入歳出に計上しそして資金カンパを行うべきものであるとするならば、これは議会を招集した上にその措置を取って初めて行動を取らなければならないものでありまして、仰言る様な措置を當局として取って行かなければならないとするなればそれこそ独裁的な行為であったと云われても仕方がないと思います。然し現在私の考えている所では、市長或いは部課長、職員が退庁後、然も先程申上げた様に超過勤務手當も與えないにも拘わらず、一市民の立場から是を為していると云う事を先の二十三番議員に申上げておいたのでありまして、資金カンパを行う事自体が市町村自治法施行規則に違反するものであるかどうかに就きましてはこれから検討致したいと思います

○渡口麗秀君

本員の質疑に対し市長は充分研究すると云う事でありますので敢えてそれ以上は追究致しません。

次は高良清二議員の貭疑に関連してお訊ね致します。去った二月七日の豪雨は那覇市の低地帶であり集水地帶であると云われております所の平和通り、新栄橋通り及び神里原通りその他市内各地域の低地帶に莫大なる被害は與えているのであります。その被害額は八千万円から一億と云う額に達すると云われております。斯う云う水害があった後でありますので、市民としては再び斯かる被害がない様に、万全の措置を市に於いて講じて貰いたいと云う様な世論が市民全般に行渡っているのであります。この事に就いて當局から河川法の適用云々に就いて纓々申述べられ、河川に指定して政府がこれを行うべきであるとか、市が行うべきであると云う方法論よりは、市民はそう云う事はどちらでも良いのであり、一日でも早くガーブー川に対する恒久的対策を樹立し、あの様な事態を再發させない様に措置して貰いたいと云うのが市民の本心であると思います。斯く考えて見ました場合、今追當局より恒久的対策或いは応急的対策と種々説明があり、本員はそれに依って了承しているのであります。然しながら市民が最も熱望しているのは當局が計画している応急的対策を何時実現して貰えるのか、と云うその実施時期と恒久的対策に就いても何時実施出来るかと云う対策工事実施時期の一日も早からん事を切実に期待しているものと本員思料致しております。依って本員は市民のその意を体し応急的な対策或いは恒久的対策に就いては何時実施して貰えるかその見通しに就いて市長の答弁をお願い致します

○市長（兼次佐一君）

最も重要なる御貭疑であると思います。ガーブー川に対する応急措置と恒久対策の実施は何日になるかと云う事でありますが、応急対策に就きましては議会が本更正予算を可決下されば、直ちに着手致したいと思ってあります。工事期間は約三ヶ月を要すると云う見通しで御座居ます。

尚恒久的な措置に対する実施時期の見通しは先程も申上げました様に政府に対する河川法の適要を受ける事に努力しその河川法の適用が何日受けられるかと云う事は當局として全力を注いで努力いたしますが、是に就いては議会も共に御協力下さいまして一日も早く実現させて頂きたいと斯う申上げる以外に時期の見通しに就いては申上げられない事を御了承願いたいのであります。

○仲松庸全君

本員がこれから市長に対して行う質疑は二番議員（平良真次郎君）更に午前中に行われた四十三番議員（真栄田義晃君）その他の議員の方々の質疑を重複するかも判りませんが、その点御了承願います。

市長は政府に対する河川法の準用と補助金要請を並行して行う事に就いては決して矛盾するものではないと仰言っており河川法を適用して貰い政府の責任に於いてガーブ川の対策を講ずると云う事でありましたが、その辺は午前中の答弁と関連して如何に実施するか、この辺が本員未だに充分納得出来ませんので、斯う云った河川法の準用をする場合に於いてその責任が政府にあるのか或いは市町村にあるのか、何れにしてもその責任は両方にあると思いますが、お互い責任のなすり合いでは困りますが、その責任の所在に依ってガーブ川に対する具体的な案と云うのが生れて来なければならないと思います。若し當局がこれをやるとすればその辺をハッキリして頂きたいと思います

○市長（兼次佐一君）

河川法の準用を受ける事と補助金を受け是を為すと云う事は矛盾しないと云った、然らばガーブー川は河川法の適用を受けて初めて恒久的な措置は可能であるのに、この工事を市がやる事とはどう云った関係になっているか、然もガーブー川に関する責任の所在は何処にあるかと云う御貭疑であります。これは繰返して申上げる事になるので御ざいますが、河川法の準用を受ける前提の上に立てば補助金を貰って久茂地川の改修をすべきではないと云う理論の生れないと云う事は特殊事情があると申上げました。その事情に就いては真栄田議員の貭疑に対して答弁致した通りで御座居ます。

次にガーブ川周辺は河川法の適用を受けて初めて解決されるのに市の予算を投入する云々に就きましては、只今の三番目の貭疑の責任の所在と云う事と関連させてお答えしたいと思います。現在迄ガーブー川に対する責任の所在は明らかにされていない所に難点がある訳であります。ガーブー川のその維持管理或いは工事をやるべき所の官庁は何処であるかと云う事は未だ明確にされていないのであります。その為に河川法の適用に依って政府に於いて施行して頂きたいと申上げている訳で御座居ます。然らば現実の問題と致しまして幾多の原因を議員各位から申述べられた様に、又市當局から説明申上げました様に多大の被害を受けている現実に直面した時に、その責任の所在が判らないと云って是をその侭放任する訳には行かず、従ってそれが明らかになる迄の応急措置としての今回の予算更正であるので御座居ます。従いまして決して矛盾はないと思います。

それから河川は日本に於ける所の河川法と云いますのを沖縄に於いて是を當嵌めますならば、日本法に於ける地方行政庁なるものは、沖縄に於ける市町村に打直されて来ると考えており、幾多の法体系からそうなるものと見ております、その時に果して總てが政府の責任であるからと云って、市が本問題に対して拱手傍観し責任の全てを政府に委す事が出来るかと云う所に法の疑問を持っていると云う亊を申上げた次第で御座居ます。従いまして御貭疑に対する答弁としては補助金を貰ってガーブー川を浚渫すると云う亊は、それ丈市民の不安を或いは損害を早く取除く亊になり、又ガーブー川に対する責任の所在如何に拘らず市の福祉増進の上から行うべきものであると云う見解の上に立っての亊であります。以上お答え申上げます。

○久場景善君

先程の渡口麗秀議員の資金カンパに就いての貭疑に対する市長の答弁に疑問点がありますのでお訊ね致します。

先程市長は資金カンパに依る金は公金扱いにはしないと仰言っておりますが、この種の寄附金は當然予算に計上すべきものと本員も思料致します。にも拘わらずそう云う措置をせず市長独断で扱うと云う亊は市民に疑惑を齎らすであろうし、予算に計上する亊が出来ないとするならばその理由を伺いたい。

次に七番議員（森田孟松君）の貭疑とも関連致しますが、本更正予算によると安里川の浚渫をせず僅かに昭和バス會社裏の護岸工事を二十万円位の予算で施行すると云っておりますが、本臨時議會は飽く迄も水害に関する緊急議會であります。然るにも拘わらず僅か二十万円位の予算で応急措置云々と云う亊に対して市民は絶体納得しないと思います。これに対する市長の見解を伺いたいと思います

○渡口麗秀君

只今久場議員から資金カンパの問題に就いて重複して貭疑を為っておりますので、本員改めて本問題に就いて追究致します。

先程の市長の答弁は本員は幾ら考えましても、市長の考え方は間違っていると思います。それで今直ぐ立って先程の答弁は間違っていましたので訂正致します。と云う風に云われた方がアッサリして気持が良いと思いますが・・・・。（笑声）

○市長（兼次佐一君）

今回の豪雨に依り約一千万円の被害を受けた市民に対して市長以下全職員が個人の立場に於いて資金カンパ致しました亊が原因となって議會から追究を受ける亊は甚だ心外であり残念な亊であると思います。資金カンパは行政措置でもなく、市としての行為でもなく、市長が一市民の立場に於いて職員の先頭に立って為した行為が矢張り予算措置を講じなければならないと云う結論を見出します場合に於いては、皆様の御意見に依って直ちに間違った点をお詫び致すと同時に予算措置を講ずる亊をお誓い申上げますが、何分法的に余り詳わしくないもので御座居ますので今暫く研究の余地を與えて貰いたいと思います

　尚一番議員（久場景善君）の御貭疑に対しては担當課長から今一度答弁させる亊に致します。

○土木課長（安里一郎君）

安里川に対する応急対策に就きましては今回は講じておりませんが、是は補助金の七十万円が出れば蔡温橋迄は直ちに着工出来る様になっております。

○宮里敏慶君

先の當局の説明に依りますと、ガーブ川一帶の水上店舗が二百五十七軒あり、その内の九軒を除いて他の二百四十八軒は不法建築であると云う風に説明されておりますが、この種の不法建築物に対しては法に依り何万円以下の罰金に処すと云う罰則があると思いますが、當局としては、法に照してこれを検察庁に告発した亊があるかどうか、それから水上店舗に対しましては建築基準法第八条に依って移転させる亊が出来ると思いますが、何故今日迄當局はこれを放任していたか、以上お訊ね致します。

○建築課長（水間平君）

お答え致します。建築基準法第八条の精神は飽く迄も移転させると云う事ではなく、適當な措置を講じさせると云うのがその精神でありまして、罰則を徒らに適用すると云う亊は法の精神でなく又今日迄當局として罰則を全然していない様だがとの亊でありますが、再三通知状で以て不法建築物でない様な建物にすると云う事はやっております

○宮里敏慶君

然し乍らその建物がある亊に依り周辺にある建物に保安上又は衛生上の危害を及ぼす場合に於いては、是等の建物を他に移転させる亊が出来ると思いますが、・・・・・

○建築課長（水間平君）

第九条に依る規定は第二章の規定に代行しないものに就いて保安上危険であると云う条文でありまして　第二章の規定には合法的に作られた建物は代行している訳でありますので、九条に依る措置は出来ない訳であります。

○宮里敏慶君

先程課長は出来ると仰言っておりましたが

○建築課長（水間平君）

十条なら可能でありますが、これは合法的に建ったものに対する規定であります。

○赤嶺一男君

本追加更正予算に就いて昨日の當局側よりの提案趣旨の説明に依りますと、歳出土木費四款二項に小禄新部落内排水溝工亊費として四十三万五千円計上されてありますが、是は政府のエマ台風災害復旧補助金で施行されるので削除したと云う様な説明がありましたが、その亊に就いては政府からエマ台風災害復旧補助金で施行するから那覇市は該工亊費を削除しても宜敷いと云った様な公文書でも参っておりますか、

○土木課長（安里一郎君）

その様な文書は参っておりません　然し乍ら小禄新部落等の工事に伴う測量、設計を市に応援して貰いたいと云う文書は参っております

○赤嶺一男君

測量・設計に就いての依頼は政府に於いて市に發送したと云う亊は本員も調査をして判っております。然し測量設計を依頼したからと云って計上された予算を削除したと云う當局の措置に対して本員疑義を持つものでありますが、是に対する見解を承りたい。

○土木課長（安里一郎君）

文書は測量・設計を頼むと云う亊であり、文面から見て政府がする亊に間違いないと思います

○赤嶺一男君

単なる推量で政府が行うであろうと云う独断の許にその真否を確めもせず削除為さしめたと云う亊は独善も甚だしくその行為に就いては全く心外であると云う風に本員驚いております。本員の調査した所に依ると那覇市に測量設計を依頼したと云う亊は単なる依頼であって該予算を削除して良いと云う亊は文書で發送した事もなければ口頭でも為していないと云う亊をハッキリ云っておりますが、本件に就いてその見解を承りたい。

○土木課長（安里一郎君）

政府側から八千七百万円が認可になったと云う話がありましたので、それを基礎にして削除した訳であります

○赤嶺一男君

全く子供騙しの様なやり方であると思います。該工亊の施行をなす上に於いてその費用が予算に計上されたと云う亊は、市としてどうしても施行しなければならない根本的な理由があって予算に計上されたものと本員は思料致します

然るにも拘わらず、課長の独断で是を削除すると云う事は今後の那覇市の總ての復興事業計画に重大なる支障を来すものと考えられます。その為本員としても特に念を押して文書でなければ口頭でこの工亊に就いては政府に於いて施行するからと云う様な亊を政府は那覇市に対して通知致しましたかと工務交通局土木課に聞いて見ました処、絶対にそう云った亊は云っていないと云う亊でありますが、是に対する市長の答弁をお願い致します。

○市長（兼次佐一君）

本件に就きましては、市長と致しましても本追加更正予算を決裁する時に於いて土木課長を呼び本工亊は政府に於いて為すと云う亊に相違ないかと云う亊を確めたのでありますが、その通りに相違ないと云う事であり、尚八千七百万円の指令も既に出ており、工亊着工の為、市職員六名が測量に行っていると云う亊でありましたので、それを信頼致しまして、予算更正を認めた次第で御座居ます。

然し乍ら只今の御指摘に対しましては、市長として素直にお詫び申上げます。そう云う経緯があり、政府當局が是を年度内に施行される意思のないにも拘わらず、市職員をして測量立会いを依頼され、且つ又政府自身に於いて施行されると云う亊を云われたと致しましても、文書或いは口頭でその真否を確めなかったと云う亊は當局の落度で御座居ます。依って今会期中今一応確めまして、政府にその意思がないと認められる場合に於いては然るべく措置致したいと思います。

○総務部長（仲原英通君）

只今の問題に就いて私からもお詫び申上げます。本件に就いて市長が当然責任を負うべきではありますが、本追加更正予算を編成した財政部長仲原にもその責任の一端がありお詫びと同時に一言云わして頂きます。本予算編成に當り小禄新部落の排水溝設置に就いては政府がエマ台風災害復旧工費に依って是を施行する、と云う亊であり現在市職員六名を応援派遣していると云う亊を土木課長から聞き、貧弱なる財源でもって予算編成に悩んでいる者の一人として、最も喜んだ者の一人でありました。勿論是を政府に於いて施行すると云う亊の文書を確めもせず削除し他に転用した亊は私の手落ちでありました。お詫び申上げます。早速再調査に掛り本問題に就いては私の方で充分責任を持って次期議会に於いて計上致します。その点御了承願います。

○大山盛幸君

午前から午後にかけて日程第一、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算に就いて活溌なる貭疑応答が交わされておりますが、審議時間が後一時間しかなく、未だ残された案件もありますので議亊運営上、本案に対する貭疑は是を似て打切り貭疑続行の侭委員会に付託して頂く様動機を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十五番議員（大山盛幸君）から日程第一、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算市長提出議案第一号に就いては議亊運営上貭疑を打切り委員會に付託致したいと云う動機が提出され、所定の賛成があって動議は成立致しております。

依ってお諮り致します。只今の動機の通り取計う亊に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計う亊に決し本件を総務財政建設、文教厚生の各常任委員會にその専問所管別に審査を付託致します。

○議長（高良一君）

長時間に亘り相當活溌なる貭疑応答が交わされお疲れの様でもありますので暫時休憩致します。

午後二時五十五分　休憩

午後三時〇九分　　再開

○議長（高良一君）

再開致します。

議亊に入ります前に御報告申上げる亊項が御座居ます。本日付を以ちましてガーブー川店舖組合長宮里正則外二百四十八名から議長宛ガーブー川水上店舖徹去反対に就いて陳情書が参っておりますので議會々議規則第五十九条の規定に基き所管の建設委員會に審査を付託する亊に致しますから御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では次日程第二那覇市職員定数条例の一部を改正する条例市長提出議案第二号を議題と致し貭疑に入ります。

○森田孟松君

従来迄の那覇市職員定数条例は五百九十名であったのが十一名の増員に依り、今回は六百一名となっております。昨日當局よりの提案理由の説明に依りますと、この十一名の内訳は衛生夫九名に運転手が二名と云う説明でありましたが、各課別の職員定数表がないのでハッキリした亊は申上げ難いのでありますが、この衛生夫の件に就きましては真和志支所の分はどう云う風になっているかお伺い致します。

○真和志支所長（富山嘉仁君）

お答え申上げます那覇真和志の合併協定書の中に於ける所の吏員の措置は真和志の方では条例で三役他百四十三名と云う風に謳われております。それで那覇市の条例の中にはその他の職員と云う亊が含まれておりますが、合併の場合に於ける所の吏員の措置に対しましてはその侭役所の吏員数を合併した丈であり、真和志としては衛生夫、労務者はその他の職員として取扱わずに賃金で以て措置しておった訳であります。それで斯かる様な亊が合併以前に判っておれば合併促進協議會に於いてその措置が講じられたであろうと思いますが、現在の所は現那覇市の条例の中にその他の職員として人夫は計上されておりますが、真和志から合併された人夫は条例の中に當嵌っていない訳であります。願えば次期一九五九年度予算からは同等の立場に於いて吏員としての措置を講じて貰う様にお願いする予定であります。

○森田孟松君

當局にお訊ね致します。只今の支所長の説明から想像しますと増員される十一名について真和志の従来の衛生夫と云うのは職員定数の中には計上されていない様に解釈しておりますが、この十一名の中には真和志の衛生夫の分も計上されているか、どうか、若し入っていなければ折角条例が改正されたついでに真和志の衛生夫の数をこの中に入れて予算措置はその時にやって貰いたいと思いますが、當局の意向を伺いたいと思います。

○総務課長（比嘉律雄君）

各課の定数は従来から御座居ません。今度の場合もその通りであります。私の方針と致しましてはこれから各課の定数を或る程度検討して決めて置く必要があると云う亊は考えております。

次に人夫の件でありますが、この十一名の増員の中に真和志の方は入っておりません。そして条例改正を行うついでにと仰言っておりますが、差當り本年度予算は真和志の分は真和志で執行しておりますので次年度に於いて是を改正しても遅くはないと思います。条例もその時予算化する場合に条例改正した方が良いのではないかと考えております。

○森田孟松君

真和志の衛生夫の件に就きましては出来得るなれば、今回折角条例改正をしておりますし、又是は本庁と支所との連絡不充分で斯う云う風になったと思いますが、本臨時議會で出来れば定員を追加して貰った方が良いと思います。序いでに伺いますが是等の人の待遇面についてはどうなっておりますか。

○総務課長（比嘉律雄君）

その件に就きましては、真和志の予算で賄ってありますので詳わしくは判りませんが、それでどうしても条例に當嵌めてやらなければならないと云う亊であれば次期三月に定例会でやった方が良いと思います。それからこの予算に於いて人夫を使う場合、何等支障はないと思います。

○久場景善君

只今の貭疑と関連致しますが真和志の人夫は勿論予算措置は為されておりますと支所長も云っておりますが、常日頃から民主主義を標榜される市長であるから、今回で条例を改正し、人夫にも希望を与えて貰った方が良いと思いますが、是に対する見解を伺いたいと思います。

○総務課長（比嘉律雄君）

本職員定数条例の一部を改正する条例は前議会で可決になりました、追加更正予算に於いて条例違反になる様な予算定員を設けた訳であります。當時の議会に於いて予算可決と同時に条例も改正すべきでありましたが、そう云う亊務的なミスを生じた為にこの予算が実際には条例に違反する様な状態を生じている訳でありますので、是を追更すると云う意味で最少限度の定員追加をした訳であり、真和志の人夫の件に就きましては改めて次の議会で検討して頂きたいと云う風に考えております。

○久場景善君

只今の答弁の中で十一名と云うのは条例に違反して採用していた訳であるが、現在その人達はおりますか。

○総務課長（比嘉律雄君）

十二月十日に予算が可決になりましたが、一月上旬に八名の衛生人夫が採用されております。

○仲宗根梶雄君

瀬長市長以来人亊の問題に就いては當那覇市は絶えず混乱を来しているやに議会或いはその他関係方面に於いても疑惑の念を抱かしているのは亊実であります。

去る十月の議會開催中に定員条例を改正しまして、更に十二月の都市合併によりまして更に職員定数条例を改正した訳であります。そして又茲に新らしく定員条例の改正が提出されると云う亊は人亊管理の面に些か杜選な点があるのではないかと本員は考えますし當局の今後の行政運営に対して非常に疑惑を持つものであります。条例なるものは一ヶ月や二ヶ月でそう簡単に変るべき性貭のものではなく条例は地方自治体に対する一つの法律であります。にも拘わらず条例が一ヶ月、二ヶ月と短期間に変ると云う亊は人亊管理が立派に行われていないと云う亊を如実に物語っていると思料致します。本件に就いて昨日當局から提案理由の説明がありましたが、本日の課長答弁に依りますと予算があったから条例を改正しなければならない、と云う様な考え方を抱くものでありますが、予算と定員条例とは別個のものであり、予算があるから必ずしも定員を追加しなければならないと云う理由は成立たないと思います。定員条例があって初めて予算化出来る訳であります。何処迄も定員条例が主であり、予算は從でなければならない。その前提として斯く斯くの仕亊があるから是非是丈の人員が必要であると云う風にならなければいけないと思います。果して現在其の他の職員の二百十二名の定員で以て行政運営はやられているかお訊ね致します。更に二百十二名の定員に追加して十一名の増員を行う為条例改正を行わんとしておりますが、この十一名は現在おりますかどうか、尚その人達の氏名をお知らせ願いたい。

○市長（兼次佐一君）

人亊の増減を為す場合には飽く迄も条例に基いて為すべきであり、予算があるからと云って条例を無視して増減を行うべきではないと云う亊は三十二番議員（仲宗根梶雄君）と同様の見解に立つものであり、又そうでなければならんと思います。

然し乍ら東江臨時市長時代それ丈の人員が必要であると云う結論に依って予算は編成され、そして十一名の増員に依って予算は認められております。然し如何なる亊情があったかは存じませんが、予算を先行し定員条例を改正する亊なしに予算の範囲内で予算人員を採用して現在に至っておるのであります。従いまして斯う云った様な矛盾を訂正し矛盾を直して行くと云う亊は、後任市長としての職務であり義務でありますので、その矛盾を訂正する為に条例改正をお願い申上げていると云う亊を御了承願いたいと思います。

○仲宗根梶雄君

矛盾があるので訂正し改正すると云う亊であるが、問題は現在定員の前提として其の他の職員の二百二十一名に相當する仕亊があるかないかに依ってこの問題の決定権があると思います。それに就いてはどう思いますか。

○総務課長（比嘉律雄君）

定員の問題でありますが、現在衛生課に九人の衛生人夫がおりますが、その中の八人が東江臨時市長時代に追加採用されフルに働いております。従ってこの人員は現在の衛生課としてはどうしても確保しなければならない人員であり、我々としても是丈の人員は確保すべきだと云う風に考えております。

○仲宗根梶雄君

何れにしても人亊そのものの根本、その責任の在り所は総務課にあると思います。総務課は単に各課から是丈の人員が必要であるからと云って何しているが、その各課毎の業務の実態を把握して二百二十一名は必要だと確認したのであるかどうか、承りたい。

○総務課長（比嘉律雄君）

この予算定員が条例定員を上廻っていると云うのは最近の亊であります。この議案提出の際にいろいろ調査した所衛生関係の人夫が条例定数をオーバーして採用されており、是は前議会に於いて當然この誤りは訂正すべきだと思いましたが、總務課としては係員自身が斯う云う予算定員と条例定員との矛盾を最近迄判らなかったのであり、四、五日前に予算定員が条例定員をオーバーしていると云う亊實を發見した訳であります。初めは本議会に於いて追加更正しようとは考えなかった訳でありますが、斯う云うミスが發見されましたので是非今回で認めて貰う必要があると云う訳で提案している次第であります。

○衛生課長（比嘉政謙君）

衛生人夫の必要は衣然から痛感されておりそれと共にトラックに依る運搬と云う亊も必要視されておりました、是は只予算面と云うものの定員条例の改正と云うものが、當時に於いて行うべき所を十二月の議会でその措置が予算の執行面のみが先立って条例改正をそれに附隨してお願いすべきであったと云う亊に就きましては主管課長として深くお詫び申上げます。

○高良清二君

今先の三十二番議員（仲宗根梶雄君）の貭疑の中の絶えず定員条例の一部改正が行われていると云う亊に関連致しますので、その基本的な問題についてお訊ね致します。仮に今議会で只今焦点になっております所の那覇市職員定数条例の一部を改正する条例が可決になった場合、當分の間職員定数に就いては異動を生ずる亊はないかどうか、又現在の人員で行政執行面に於いては万全が期せられるかどうか承りたい。

○総務部長（仲原英通君）

お答え致します。過般の那覇、真和志の合併に伴いまして、両方掛持でやる様な仕亊が多々出て参りますので、出来る丈両方の人亊交流を適切に行えば現在の人員で充分であり、新規亊業を起す亊がない限りこの定員数で充分行政面の執行は出来ると確信致しております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○森田孟松君

只今の総務部長の答弁から見ますと、當分の間真和志との合併に依りまして人亊の交流を勘案し、六百一名と云う定員で運営出来ると云う答弁でありましたが、そうなると先程総務課長が真和志の衛生人夫六名に就いては、次の予算編成の際に於いて定員数に追加すると云う答弁でありましたが、その辺の関係はどうなりますか。

○総務部長（仲原英通君）

私の見解は、定数条例の中に入ったものと考えての亊であります。決してこれを無視すると云う亊はない訳であります。

○森田孟松君

真和志の分は今のその他の職員の中に入れて頂いた方が良いと思います。

○総務部長（仲原英通君）

今更訂正すると云う亊はどうかと思いますので、次期定例議会で行った方が良いと思います。

○森田孟松君

次期議会で訂正して頂けば結構だと思います。

○大山盛幸君

二月二十四日現在の一般亊務部局職員の数をお訊ね致します。

次附則にこの条例は公布の日から施行し、一九五八年一月一日から適用する、とハッキリ遡って適用を謳っております。是は常識的に考えても、この定員増加の問題は一月一日以降に採用されていると云う亊が考えられる訳であります

所が昨日の総務部長の提案理由の説明に依りますと、条例の裏付けがない為に執行出来なかった、又現在もこれは施行されていないと云う亊をハッキリ仰言っております。この点は部課長が議会を尊重して慎重な態度で臨んで頂くと云う意味に於いて総務部長の前言を取消す意思があれば仰言って頂きたいと思います。

○総務部長（仲原英通君）

昨日の提案理由の際に条例の裏付けがないので施行出来ないと申上げましたが、総務課の係員がその様に申しておりました為、その通り申上げたのでありまして、私今朝調べて見ましたらそうではなく既に施行されていると云う亊が判りましたので、前言取消しましてこの定員数に改めたいと思います。

実は一般亊務部局の職員は三百七十二名となっておりますが、現在は三百六十名でその他の職員が現在は二百二十一名となっております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では日程第二、那覇市職員定数条例の一部を改正する条例市長提出議案第二号に就いては貭疑続行の侭総務財政委員会に付託致したいと思いますが、左様取計って御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

――― ○ ―――

○久場景善君

今迄の議亊進行の過程に於いて當局の土木課長と云い又総務部長総務課長が本会議に臨む上に於いて、亊務上のミスが非常に多い様であるが、斯う云う亊は市民に対して誠に申訳ないと思うし、又議會軽視と云う風にも感じられますが、部下職員を監督する最高責任者としての市長は今後どう云う方針で望むか、是に対する市長の見解を伺いたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

今迄の部課長の答弁の中に幾多の喰違い或いはミスがあったが、是に対して今後どう云った方針であるかと云う御貭問で御座居ます。ミスがあり、喰違いがあったと云う亊に対しては重々お詫び申上げます。今後斯かる亊のない様に充分研究努力致したいと思います。部課長が真剣に議会に於いての答弁に些かの間違もなくしてやって行くと云う亊は當然の義務でありますが、然し乍ら盛沢山の貭疑或いは誘導訊問と云う亊はあり勝ちであります（笑声）

そう云う風な点に於きまして一切の責任は市長が背夫いまして今後斯う云う亊のない様に市長は努力致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三公有水面埋立免許申請について市長提出諮問第六号を議題と致し貭疑に入ります。

○平良真次郎君

国場川一帶のガーナームイの埋立申請に就いては先達っての議會に於いて建設委員会に付託され、その方針が出されている様でありますが、特に委員会並びに當局にもこの問題に就いて貭疑し、その見解を貭し、更に都市計画との関連性をお訊ね致した訳でありますが、特に本問題に就きましては今後の都市計画と密接な関係を生ずるし、今後の市有地の確保造成と関連して大きな問題であると私考えるのであります。更に今後の那覇市に於ける市有地の確保と云う亊に就いては非常に重大な問題であると思います。

即ち現在各学校から幼稚園敷地確保方の陳情が色々出ております。然も今回教育委員会の方から真和志地区を含む那覇全地域に亘っての敷地確保方の陳情も提出されている状態であります。更に現在迄各地方に分散居住している那覇、真和志の住民が未だに當市に移転出来ない状態であり、その原因は移転し様にも土地がないからであります。又軍用地として土地を取られた地主の方々に住宅地を與える斯う云う方々を收容する意味からも、本埋立亊業と云うものは、非常に重大性を帶びておるのであります。然も旧真和志地区国場川下流埋立亊業六万坪の申請とも関連し、市當局として都市計画上に於いて国場川一帶の埋立問題に就いては如何なる見解であるか、或いは個々に是を許可したか、どうか、勿論是は議会の副申を添えて主席並びに軍の許可を得ると云う亊になるのでありますが、一応那覇市の現状から見ました場合、今後の都市計画を実施する上に於いて、その地域の換地と云う亊が大きな問題に迄進展し解決出来ない問題が起ると思います。そう云う観点から致しまして現在の国場川一帶の都市計画はどうなっているか或いは當局としてどう考えているか、この点に就いて伺いたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

お答え致します。仰言る通り市有地の造成の必要性に就きましては尤も慎重に考えなければならない問題で御座居ます。

市の計画と致しましては既に旭町の埋立地三万三千八百二十坪、更に旧真和志側の五万五千坪の計画がある訳で御座居ます。

その計画の他に更に只今指摘されました学校敷地の換地用地更に軍関係に土地を取られた地主の方々に與える住宅地、尚都市計画に必要な埋立に就きましては真剣に是を打立てなければいけないとは存じておりますが、就任後尚日が浅い為に具体的な計画が出来ていない亊を申訳ないと思うので御座居ます。更に本答申案に就きましての當局の希望で御座居ますが、先ずこの答申案に就きましては前市長時代からの持越しのものであり重ねて検討を加える時間がなかった訳で御座居ますが、當局が調査致しました結果の結論と致しましては市有地の造成の為に今後漫湖を埋立した場合、或いは又市有地の造成でない場合に於いても漫湖の埋立を行った場合は国場川の誘水地として重大なる役割りを果していると云う点から、是を無制限に埋立てて行きますと、必然的に上流の氾濫が憂慮される訳であります。その結果は下流々域に対しては相當な被害を及ぼすと云う亊も當然考えられるのであります。又無制限に埋立を許可すと云う亊は誘水地並びにその流量に相當支障を来すと云う亊は敢えて技術者の言を俟つ亊もないのであります。

然し乍ら茲に提出された答申案の内容を検討してみますと云うと既に五万坪程度埋立られていると云う現状で御座居ます。そこで今後該区域が都市計画としてどうなっているかと云うと、其処は風致地区としての決定が為されているのであります。その場合、この埋立地に対します所の行為の許可禁止と云う亊に就いては、風致地区の規則で定められまして或る程度の制限を加える亊は出来るのでありますが、答申に出ております所の委員会の決定亊項をその侭議会で認めて行かれると云う風な御意思があるといたしますならば、率直に申上げて市當局としては今暫く検討する期間を持って頂きたいと云う希望で御座居ます。

然し乍らどうしても前議会の持越議案であるが故に処理しなければならないと云う御見解で御座居ましたならば、四つの条件に更に後一つ付加えて頂きまして、現在埋立られている分に留め、それ以上埋立をしないと云う条件を付して頂きたいと云う希望を申上げて置きたいので御座居ます。

○久場景善君

奥武山漫湖の埋立は既に許可になっておりますが、・・・・

（定刻時間の午後四時を報ず）

○議長（高良一君）

時間を延長致します。

○久場景善君

是に伴う資金の折衝を行う意思があるかどうか、未だなれば議会も共に折衝致したいと思います。

○市長（兼次佐一君）

只今の御趣旨は合併前に於ける旧真和志地区の計画に依る埋立と思います。それは合併に伴う策定書に基く合併条件の中に明確に規定されております通り、那覇市と致しまして今後執行すべき問題となっております。従いまして市長としましては、この趣旨に則り早期に実現したいと云う考え方から起債融資に就いて琉銀に対して照会致しております。その内容は先の旧真和志市会に於ける所の起債決議に基いて是を那覇市が執行して行く場合に於いて起債貸出しに支障はないか、どうか、即ち那覇市議会に於いて再議決する必要があるか、どうかに就いて照合している訳であります。故に結論と致しましては、一番議員（久場景善君）の仰言る通り議会も協力して頂きまして早期に執行したいと云う方針であると云う亊をお答え申上げます。

（有難う御座居ます。」と呼ぶ者あり）

○仲松庸全君

この公有水面埋立問題に就きまして委員会でも一応結論が出ているのでありますが、二番議員（平良真次郎君）も云われた様に本問題に就いては、もっと慎重に検討する必要があるのではないかと云う風に本員も考えております。

　市長も本問題はもっと考慮しなければならないと仰言っておりましたが、現に那覇教育委員会と旧真和志教育委員会の合同陳情に依る垣花小学校、小禄小学校の一部換地、それから首里小中学校の換地要求に、更に若狭小学校の換地要求等、斯う云ったものが、市有地に係る問題として今後惹起して来る亊が予想されます。

そう云った現状に於いて本問題の処理を誤った前例を残さない為にも、更に検討する必要があると思います。

　依って本問題に就きましては更に委員会に付託して審査する必要があると思いますので左様お取計い願いたいと思います。

○新垣松助君

ガーナームイ周辺の公有水面埋立問題に就きましては、建設委員会としても慎重に審議致しまして、その経過並びに結果を昨日御報告したのであります。その中都市計画の面から市當局の要求亊項と致しまして、都市計画幹線道路三系一類一号に係る道路の部分を市の道路敷地として無償で提供する、埋立地域の道路、排水計画は市都市計画課の指示に依る亊、ガーナームイは原形の侭存置し周辺の環境を生かしその周辺幾何かを、是は約二、三百坪ありますが、これを緑地帶児童公園に充用し那覇市有地とする亊、衛生施設に留意し排水系統を樹立する亊、以上を要望亊項として入れているのであります。本件に就きましては、議会は単なる諮問機関であり、我々は議決権は全くないのであります。従いまして本諮問を再付託と云う亊になりました場合、委員会としては他に審議すべき陳情もあります関係上、先程市長が要望亊項として申されました亊項を委員会要望亊項に繰入れ同意承認して貰いたいと思います。

○高良清二君

只今委員会から縷々説明がありましたが、その件に就いて一、二疑問の点があり、その点に就いて委員会で御検討為ったかどうかお訊ね致します。若し詳わしく検討為されていなかったとすればその点御答え願います、と申しますのは各議員に配布になりました三項ガーナームイは原形の侭存置し周辺幾何かを緑地帶児童公園に充用し云々とありますが、昨日の委員長報告ではガーナームイは無地番である様に承っております。それから致しますならば、ガーナームイを含む幾何かの土地を那覇市有地として是が所有することが出来るかどうか、その点委員会に於いて確められたかどうか、若しなければそれに対する答弁をお願い致します。

更にその周辺幾何かを緑地帶、児童公園に充用するとなっておりますが、只今の委員長の發言に依りますと、二、三百坪あると云う亊でありますが、只二、三百坪と漠然とした数字で我々議会が同意して良いかどうか、これに就いて検討された亊があるかどうか、若しそう云う風な数字の具体的な案がないとするならば測量して何坪と云うハッキリした数字が出ているかどうかお訊ね致します。

○新垣松助君

ガーナームイ周辺幾何の二、三百坪と云うのは単なる推定であり、是に就きましては執行機関である都計課が測量すべきものであります。

次に無地番は市有地として所有出来るかどうかに対しましては出来ると考えております。

○高良清二君

先程の委員長の説明で議会は本諮問案に対しての議決権がないと云う亊は御説の通りであります。然し乍ら斯う云う答申を送付するからには議会として何坪と云う所のハッキリした線を出さなければ、若し將来に於いて紛糾を起し「そうである」、「でない」と云う問題を惹起する亊を本員として憂慮致すものであります。尚市有地として所有出来ると云う亊に就いては委員長の説明丈では了承する亊が出来ませんので當局の土地係員からでもその点に就いてハッキリ答弁して貰いたいと思いますので重ねてお訊ね致します。

○赤嶺一男君

只今委員長からも説明がありましたが、本員もその一員でありますので、委員長の説明に補足させて頂きます。ガーナームイ周辺幾何と云う亊に就きましては都計課長、区画整理課長に出席を願い審議致しました所、當局の説明では都市計画を施行する場合に於いて、その線が何処に来るか、ハッキリ今の処判らないと云う亊で幾何と云う表現を使っております。

○高良清二君

何れにしても後で是丈は多いとか、いや少いと云うトラブルが起った場合、誰が收拾をつけるか、寧ろ今日之を明確にしておく亊は後日の為良いと考えます。

○新垣松助君

兎に角二、三百坪でも市有地として所有出来れば有難い亊であり、議会が一々懸念する亊はないと思います。というのは、この幾何と云う亊は飽く迄も議会の要求であって、市當局の測量に依ってその坪数はハッキリ現われて来ると思います。

○宮里敏慶君

無地番を市有地として所有する亊が出来るかと云う亊でありますが、本諮問案の場合、公有水面埋立申請が許可になれば埋立管理者上原光男は那覇登記所に該埋立地の地番設定を申請する訳であります。登記所は一応調査の上妥當と認めた場合は土地台帳に登録する亊に依って、埋立管理者上原光男の所有となり、所有者上原光男は更にその所有の一部を那覇市に贈與する申請を為し、登記所に登記すれば立派に那覇市有地となる訳であります。以上為念申上げて置きます。

○宮城実君

私も委員の一人として當時の審議の状况を申上げます。高良議員の仰言った幾何と云う亊に就いては、委員会の席上に於いても、非常に論議の焦点となりましたが、結局斯う云う漠然とした侭ではいけないその根拠を示して何坪と明示するのが妥當ではないかと云う全員の意見で當局にお訊ね致しました所、現在の沖縄に於いてはそう云う根拠となるべき法規がなく、日本の法規に依りますと埋立坪数の一割位を贈與していると云う亊でありましたので、委員会と致しましても、明確にその坪数を挿入したかったのでありますが、今申上げた理由で幾何と云う表現をした訳であります。

○渡口麗秀君

只今の幾何の問題でありますが、その侭の状態で埋立認可になった場合、本員と致しましても、高良清二議員が仰言った様に将来に於いて必ず紛爭が起ると思います。

依って本員もこの幾何と云う亊に就いては検討の上ハッキリさせるべきだと思いますが、是に対する當局の答弁を求めます。

○市長（兼次佐一君）

先程本案に就きましての希望を申上げて置きましたが、暫くの時間的猶予をお願いした理由はこの辺にあった訳で御座居ます。成程これは答申案で御座居まして議会の意思に依って答申される訳でありますが、その場合今問題となっている幾何と云う点に就きましては、當局の方で測量してハッキリすべきであると仰言っておりますが、実際に答申案の決定案をお出しになる前に今一度當局に対し、その測量を命じて頂き、そして當局の方でハッキリ出した時何坪と数字を明確にして頂く亊が、将来の紛爭を防止する亊になると思います。甚だ越権とは存じますが、只幾何と云う答申のやり方は議会の答申としてはどうかと思われ将来に於いても不安を持つ亊になる訳であります。

それで委員会の命令に従いまして早速測量に着手させますが、この点明確にして頂く亊をお願い申上げる次第で御座居ます。次に無地番を埋立後市有地になるかならんかに就いては確答を要求されておりますので、課長に聞いて見ますと、課長の方でも是に対し確答する丈の自信を持っていない様で御座居ます。聞く所に依りますと、無地番の問題も市有地になると云う亊は聞いたが、議会に於いて正式に確答する迄には至っていないと云う亊でありますので、この点に就きましても早速法的根拠を検討させる亊に致します。

○大山盛幸君

この幾何と云う亊に就いては、今迄の貭疑応答でハッキリしない点もありますので、普通の状態であれば今日決定すべきであると思いますが、日程第三に就きましては今迄の経緯から一応保留して、二十八日の本会議に於いて決定すると云う亊にし、それ迄に當局も法的根拠その他を調査して貰うと云う風に致したいと思いますので、お諮り致します

○新垣松助君

本案を更に委員会に再付託すると云う亊でありますが、委員会として充分審査した結果であります。測量に就きましては當局に一任し坪数の確定、地番設定に就いては関係者で研究して貰う様希望致します。

　　（「再付託」「それが良い」「反対」「二十八日の本会議でやりましょう」笑声　發言多数）

○議長（高良一君）

お諮り致します。議論百出で仲々纒りそうにもありませんが、本案に就きましては一応二十八日の本会議迄決定を保留致したいと思いますが、左様取計う亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め一応二十八日迄保留すると云う亊に決定致します。

○議長（高良一君）

本日の日程は是を以て一應全部終了致しました。本日は是を以て散会し次は二月二十八日午前十時から本会議を再開する事に致します。有がとう御座いました。

（午后四時二十八分　散会）
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一九五八年二月二十八日

午前十一時二十三分開議

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の出席四十名欠席二名でありますので議会は成立しております。欠席の二名は儀武息睦、玉那覇有義のお二人であります。

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。

昨日二十七日付那総々発第八五四号を以って市長から議長宛追加議案の送付について文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第八五四号

一九五八年二月二十七日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一殿





追加議案の送付について

臨時議会に付議する左記議案を別紙のとおり追加送付致します。

記

一、那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

二、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算（案）

――― ○ ―――

次同じく二十七日附那総々発第八五〇号及び第八五〇の二号を以って市長から議長宛「議案撤回について」夫々文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第八五〇号

一九五八年二月二十七日

提出者　那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一　殿

議案撤回について

さきに提出した左記議案を撤回する必要がありますので御承諾願います。

記





議案第一号　一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算

理由

さきに提出した議案第一号一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算において更正した宇栄原後原道路工亊費五五八、〇〇〇円新部落内排水溝工亊費四三五、〇〇〇円ペリー湯裏排水溝工亊費四四〇、〇〇〇円、合計一、四三三、〇〇〇円については当初エマ台風災害復旧工亊と関連して政府が直営で施工するものと考えておりましたがその後（二月二十五日）政府主管局に問合せた結果政府において施行すべく具体的な計画がないことが明らかにされました。

このことは予算編成上の亊務的落度でありまして、これを是正すべく首題の議案を撤回し改めて編成替えを行い提案いたし度いと思います。よろしく御承諾の程お願い致します。

――― ○ ―――

那総々発第八五〇ノ二号

一九五八年二月二十七日

提出者　那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一殿





議案の撤回について

さきに提出した左記議案を撤回する必要がありますので御承諾願います。

記

議案第二号、那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

理由

さきに提出した議案第二号「那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）」に於いては、現在の定数条例の定数より十一名増加したのでありますが、これは第二十一回定例議会に於いて可決になった議案第百十九号「一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算」には一般亊務局の職員のうち、その他の職員費は二二一人分組まれているが、現在の条例の定数は二一〇人となっており、予算定数と条例定数の間に十一人のくるいが生じたため、これが調整の必要があるので右の議案を提出したのでありますが、今回真和志支所に於いて、從来衛生課の掃除夫六名が臨時として働いて居りますがこれは名目のみが臨時であって実貭的には常傭であり、継続して傭う必要があるため、今回の真和志市との合併に伴い旧那覇市との不均衝を調整し、又身分を保証する上からも、あと六名の定数増加が必要であるため、右議案を撤回し改めて議案を提出しようと思って居りますので御承諾願います。

――― ○ ―――

本件につきましては、後刻議題と致し、御審議願うことに致しますから、左様御承知願います。

――― ○ ―――

過日総務戝政委員会並びに建設委員会、文教厚生労務委員会に付託致しました。

一、選挙管理委員の報酬増額申請について

二、那覇市十区二組道路設置方の陳情について

三、安里川護岸欠壞工亊に関する陳情について

四、むつみ通り道路舖装及び下水溝設置並びに不法建築物撤去の陳情について

　　五、水害による欠壞道路の修復と排水施設並びに霊御殿小路の排水施設と路面補修の早期実現方に関する陳情について

六、開南地区七区二組の道路新設に関する陳情について

七、蔡温橋より姫百合橋間の護岸工亊施工方の陳情について

八、ガーブ川水上店舖撤去反対について

九、若狭小学校校地拡張について

以上九件の陳情につきましては夫々所管委員会の審査経過報告に基き、後刻議題と致し御審議願うことに致しますから御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

本日の議亊日程は印刷の上お手許に配付致しておきましたからそれにより報告に替えます。





議亊日程第三号

一九五八年二月二十八日（金）　午前十時開議




第一　　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二号）

第二　　議案第二号を撤回することについて

第三　　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三号）

第四　　一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算

（市長提出議案第一号）

第五　　議案第一号を撤回することについて

第六　　一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算

（市長提出議案第四号）

第七　　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮問第六号）

第八　　選挙管理委員の報酬増額について申請

（総務財政委員会中間報告）

第九　　那覇市十区二組道路設置方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十　　安里川護岸欠壞工亊に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十一　むつみ通り道路鋪装及び下水溝設置並びに不法建築物の撤去の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十二　水害による欠壞道路の修復と排水施設並びに霊御殿小路の排水施設と路面補修の早期実現方に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十三　開南地区（七区二組）道路新設に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十四　蔡温橋より姫百合橋間の護岸工亊施工方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十五　ガーブー川水上店鋪撤去反対について

（建設委員会審査報告）

第十六　若狭小学校々地拡張について（陳情）

（文教厚生労務委員会審査報告）





本日の會議に付した亊件　一九五八年二月二十八日（金）

第一　　ガーブ川水上店舖早急撤去要請決議案

（決議案第二号）

第二　　久茂地川安里川及ガーブ川の準用河川認定についての要請決議案

（決議案第一号）

第三　　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第二号）

第四　　議案第二号を撤回することについて

第五　　那覇市職員定数条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第三号）

第六　　一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算

（市長提出議案第一号）

第七　　議案第一号を撤回することについて

第八　　一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算

（市長提出議案第四号）

第九　　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮間第六号）

第十　　選挙管理委員の報酬増額について申請

（総務財政委員会中間報告）

第十一　那覇市十区二組道路設置方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十二　安里川護岸欠壞工亊に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十三　むつみ通り道路鋪装及び下水溝設置並びに不法建築物の撤去の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十四　水害による欠壞道路の修復と排水施設並びに霊御殿小路の排水施設と路面補修の早期実現方に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十五　開南地区（七区二組）道路新設に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十六　蔡温橋より姫百合橋間の護岸工亊施工方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十七　ガーブー川水上店鋪撤去反対について

（建設委員会審査報告）

第十八　若狭小学校々地拡張について（陳情）

（文教厚生労務委員会審査報告）

第十七　ガーブー川水上店舖早急撤去要請決議案

（決議案第二号）

第十八　久茂地川安里川及ガーブ川の準用河川認定についての要請決議案

（決議案第一号）（追加と同時に日程第二に繰上変更す。）





○議長（高良一君）

では只今から議亊に入ります。

○渡口麗秀君

日程追加並びに変更の緊急動議を提出致します。

即ちガーブ川水上店舖早急撤去要請決議案を本日の議亊日程の最終に日程第十七として追加すると同時に是を日程第一に繰上げ以下日程番号を順次繰下げられん亊を望みます。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今三十番議員（渡口麗秀君）から日程追加並びに変更の動議が提出せられ所定の賛成があって動議は成立致しております。

依ってお諮り致します。只今の動議の通り取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます依って動議の通り左様取計らう亊に決定致します。

○議長（高良一君）

では只今追加変更せられました日程第一水上店舖早期撤去方に関する決議案についてを議題と致し提案者からの趣旨説明を求めます。





決議案第二号

ガーブ川水上店舖早急撤去要請決議案

二月七日早朝の三石七斗六升の豪雨によって、那覇市の低地帶であり集水地帶であるといわれて居るところのガーブ川周辺の平和通り、神里原通り、新栄橋通り等を初めてとしてその附近一帶が浸水被害が続出してその被害総額が実に八〇、〇〇〇、〇〇〇円―一〇〇、〇〇〇、〇〇〇円の巨額に達すると推定されて居る現况であります。かかる浸水被害が將来に於いて再びおこることがないようにするために那覇市議会としては、二月八日の全員協議会以来本臨時議会まで、愼重に水害対策について検討した結果、緊急対策としては、今回の水害の重大なる原因となっている水上店舖を可及的速かに撤去することによって、来る雨期に際して那覇市民の水害の危険を緩和する方策を早急に講ずべきであるとの結論に達したのであります。

ここにおいて那覇市議会としては、那覇市十八万市民の生命財産を保護し、その生活を守り、那覇市の繁栄に寄与するために、左記条件を附して水上店舖早急撤去方を那覇市長に要請致します。

記

　　一、水上店舖を可及的速かに撤去し、遅くとも三ヶ月以内にその撤去を完了すること。

二、合法的建築物についてはその補償をなすこと。

　　三、尚市営市場内の水害罹災者については市場使用料の免除、市税の減免等の措置を講ずること。

　　四、その他の水害罹災者については、市税の減免等の措置を講ずること。

右決議する。

一九五八年　三月二十八日　提出
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○渡口麗秀君

提案理由に就きましては今更本員から申上げる迄もなく特に私が感じました亊は昨日の総務戝政委員会に於ける際委員会途中に市長から呼ばれ市長室に参りました所市長室に多数の婦人陳情者それから民連議員の方もおられましたが市長から市場問題に関連して議会議長宛に陳情書が提出されているが議長不在の為副議長である貴方が応待し説明した方が良いだろうと云う事でありました。その陳情書の内容に就きましては総務財政委員会にも関係するものでありましたので委員会終了と同時に正副委員長並びに仲宗根委員も列席し陳情者の御意向を承ったのであります。それで本員と致しましては公設市場の方々の御要望に対しては出来る丈早急に所謂今回の豪雨に依る水害が再び將来に於いて発生する事のない様に万全の努力は致します。然し本件に就いては私の一存丈では取計らい兼ねますので明日の本会議に諮り結論を出したいと云う亊を申上げたのであります。すると陳情者の方々も私の話を承諾せられ本日の議会を傍聴に多数お見えになっていると思います。私その後家に帰りまして市場の皆様方の亊を考えました場合御約束した通りガーブー川に対する緊急対策並びに恒久対策に就いては早急に実施しなければならないと云う亊で提案した次第であります。

尚本件に就きましては議員各位に於かれましても充分審議検討を加えられておる事だと思います。

依って貭疑を省畧致しまして直ちに討論に入って頂く様併せて動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○瀬名波栄君

只今三十番議員（渡口麗秀君）外二十四名から提出されました決議案は誠に結構だと考えております。この亊に就きましては今更喋々喃々と弁ずる迄もなく今回豪雨に依る市場周辺の被害は甚大なものであり為に破産する者も出るのじゃないかと云う懸念もされた訳であります。從いましてこの問題は單に那覇市当局丈の問題ではなく市民の生命戝産並びに生活に関する重大な問題であり本決議案が提出されると云う亊は当然であり寧ろ遅きに失する感があるのであります。從って水上店舖を撤去すると云う亊に就きましては異存はありませんが、是を確実に撤去させる為にはどうしてもガーブ川を公有河川としての準用を受けなければいけないと思います。

（「是に反対するのか」と呼ぶ者あり）

從いまして先程十六番議員（石原昌進君）外十六名の連署を以って提出されております決議案第一号久茂地安里川及びガーブ川の準用河川認定についての要請決議案是も是非一緒に審議しなければいけないと思います。

（「議題外だよ」と呼ぶ者あり）

この問題は一九五六年九月四日に当時の市長当間重剛氏が前比嘉秀平首席宛に本決議案と略々同一の申請書が提出されております。是に対して現在に至る迄政府としては何等手をつけていないのであります。然もその当時の当間市長は現在その申請を受ける立場にある行政主席に任命されている訳であります。尚本年二月にも現市長から同じ趣旨の申請書が提出されているにも拘らず未だに政府から何等の回答も受けていない状態であります。從いまして

（「議題外だよ」「議長動議成立採決」と呼ぶ者あり）

私達は只今三十番議員外二十四名から提出されました決議案と併せて御審議願いたいと・・・

（「討論の採決をしろ」「一緒に審議しても良いじゃないか」「議題外」「一括してやれ」と呼ぶ者あり議場騒然）

○議長（高良一君）

只今三十番議員（渡口麗秀君）から日程第一、水上店舖早期撤去方に関する決議案については既に議員各位も充分検討為されている亊であり貭疑を省畧して討論に入りたいと云う動議が提出されております。

更に本決議案に関連して二十一番議員（瀬名波栄君）から久茂地安里川及びガーブ川の準用河川認定についての要請決議案を併せて諮って貰いたいと云う動議があり、二つの動議が出ておる訳であります。然し乍ら只今の二十一番議員の動議に就きましては本日の議亊日程に登載されておらず又日程追加の手続きも為されていない状態であります。從いまして只今の動議は会議規則上から申しましても日程外であると考えます。然し乍ら十六番議員（石原昌進君）外十六名より提出の久茂地安里川及びガーブ川の準用河川認定についての要請決議案に就きましては、是亦重要な決議案であり時宜に適した提案と思われます。依って本決議案に関しては後刻日程追加の手続きを為された後に於いて審議されるべきが妥当ではないかと思料せられます。お諮り致します。左様取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計らう事に致し十六番議員外十六名に依り提出された決議案に就きましては本日の日程の最終に十八として追加し御審議願う亊に致します。

○議長（高良一君）

次三十番議員（渡口麗秀君）から日程第一、水上店舖早期撤去方に関する決議案については貭疑を省略し討論に入りたいと云う動議が提出されておりますが左様取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計らう事に致し貭議を省略し只今から討論に入ります。

○新垣松助君

本員も只今の渡口麗秀議員の提案に対して賛意を表する者であります。今回のガーブ川の氾濫に依る被害は護岸工亊の中止に依って起ったのも原因の一つでありますがその最大の原因は川の上にある不法建築物にあると云う亊を建設委員会も慎重審議の結果その結論をハッキリと打出しているのであります。河の氾濫に依ってその被害を市民に及ぼすと云う亊は市と致しましても申訳ない亊であり、不法建築物を早急に撤去する意味に於いて本決議案に就いて賛意を表します。

（拍手）

（「議長々々」「君のは議題外だよ」と呼ぶ者あり発言多数）

○議長（高良一君）

只今討論中でありますので・・・

（「日程変更して我々の決議案も一括して審議して貰いと云う亊であります」「君はこの決議案に反対なのか」と呼ぶ者あり議場騒然）

○赤嶺一男君

只今水上店舖の早期撤去要請の決議案が提出されておりますが、その亊に関連して本員は昨日の建設委員会に於きまして該店舖撤去方に関する今迄の市長の態度が曖昧であると云う様な疑問を抱いておりましたので昨日市長の出席を求め市長の真意を貭した訳であります。市長の答弁に水上店舖は好ましくないと云った様な表現をしておられますが好ましくないと云う表現は私としては非常に煮えきらない態度であると思っておりますので水上店舖が是か否かハッキリして貰いたいと云う風に考えております。今回の水害は水上店舖が最大の原因を為していると云う亊は今更我々が此處で論議する必要もない位世論化しております。にも拘わらず單に水上店舖は好ましくないと云う市長の態度に何かしら解せないものがあると云う風に私感じております。又去った全体協議会の席上に於いて市長は水上店舖は撤去しなければならないと云う大多数の意見に市長自身も同意しておられたと本員感じておりました。所がその後に於ける本会議に於いて市長は水上店舖を撤去しないと云う亊をハッキリ云っておられますので全体協議会に於ける市長の態度と本会議に於ける市長の言動に対して本員不信を抱きましたので昨日の委員会に御出席願った訳でありますが昨日の委員会に於ける答弁の中にも水上店舖は好ましくないと云う亊は以前も同じと云う風な表現をしておられます。それでこの際もっと明確に水上店舖は撤去すべきものであるなれば撤去する撤去しなくても良いと云う亊であれば撤去しないと云う亊をこの場に於いてハッキリして頂きたいと思います。と申しますのは市民が去った水害を顧り見て差迫まって来る所の雨期を考え不安を感じている今日市長の取った曖昧な態度は市民をして益々不安のどん底に陥れるものと思っております。

（「市長のヨロメキか」呼ぶ者あり）

斯かる見地から躊躇している市長の尻を叩いて市長も議会も共に一致した態度を表明して頂く様希望致します。

（「そうだそうだ」と呼ぶ者あり（拍手）「今は討論ですよ」「答弁は要らないよ」議場騒然）

○市長（兼次佐一君）

討論中ではありますが議長から発言の許可を得ておりますので申上げます。

（「議長どうした今は討論ですよ」と呼ぶ者あり、議場騒然）

市長の水上店舖撤去方についての態度に対して今先発言者は煮え切らない態度であり、且つ水上店舖を撤去する意思がないと仰言っておられますので再び申上げます。

市長は去った全体協議会に於きましても本議会の劈頭に於きましても昨日の建設委員会に於きましても水上店舖は好ましくない。好ましくないと云う事は是を取除かなければならないと云う事を意味するものであるが然し乍ら実際に是を直ちに撤去すると云う事は大きな社会問題を惹起するものであるが故にオイそれと直ぐに是を撤去すると云う事は考えていないと申上げたのであります。更に水上店舖の問題が今日世論となり、水上店舖に依って水禍を蒙むったと云う事はそれに起因するものであるかどうかは別として誰が水上店舖を建築させたのであるか如何なる亊態があの水上店舖を目で見て実際に建築する亊を許可しなければならなかったか是を考えて行かなければ

（「そうだ」「そこだ」と呼ぶ者あり、拍手議場騒然）

あの河川は何人が見ても公共に大きな影響を及ぼす所の河川であり那覇市の真ン中を流れている所の河川である。從って政府は那覇市から何回となく陳情をされなくとも又、市民から陳情されなくとも自ら率先して河川法の適用を政府の事業として施行すべきであると云う事は今更此処で多弁を弄する迄もない事であります。

（「其処だ」「そうだそうだ」と呼ぶ者ぶあり、拍手、議場騒然）

然し乍ら政府当局は政治問題に駆られ那覇市に於ける所の政治問題と関連して今日迄それは那覇市の責任だ、イヤ政府の責任だと云う責任のなすり合いが続けられ、そのなすり合いが今日の那覇市民に対して大きな影響を及ぼしている。是は誰の責任であるか、当間主席の責任である。

（「そうだそうだ」「演説会ではないよ」と呼ぶ者あり、議場騒然）

從って市当局と致しましても一日も早く河川法の準用を受け政府に依って是を為して貰いたいと云う事を議会の正副議長のお供して政府当局にお願いしている次第であります。市会と致しましても本問題の抜本的解決は決して水上店舖の撤去丈ではその目的は得られない。本当に水害をなくする為には国場川を通じて漫湖に流すかそれとも現在のガーブ川の断面を拡大する事が水害を防止する恒久的対策であると云う事は判り切った事であると思います。

（「拍手」）（議場騒然）

是を実現させる為に政府の河川として政府の事業として是を為して行くべきであるにも拘わらず政府が河川の認定はしてもそこは個人有地であるからと云ってドンドンあの屋台店を作らしていると云う事は政府自らの責任ではないかと私は考えるのであります。

（「そうだ」と呼ぶ者あり、拍手、議場騒然）

是を政府の責任に於いて撤去するのであれば政府の責任である事を・・・・・（聴取不能）

是を市に於いて為さしめ様とする事は政府の大きな責任逃れであります。從いまして市長としては決して生温いものでもなく躊躇しているものでもなく貴方々以上に市民の事を考えていると云う事をハッキリ申上げて置きます。

（「そうだ」「議長是で良いのか」と呼ぶ者あり、拍手、議場騒然）

從って本当に市民の事を思い本当に今後の氾濫を防止する事を考えるならば政府の事業として是を為さしめる事に依って是が政府河川としての認容は当然であると考えるのであります。

（「議長議長」「黙れ」と呼ぶ者あり議場騒然）

執行者としてその責任の許す範囲・・・・（聴取不能）

那覇市議会と致しましても政府の手に依って為すと云う方向に仕向けて貰いたいのであります。

（拍手、議場騒然）

○仲宗根梶雄君

只今迄の経過からして市長及び民連議員の方々も水上店舖の不法建築物撤去に就いては基本的には賛成であると云う様な意思表示をしておられます。是は至極当然な事であり四十二の議席を持つ議員として当然取るべき措置であると思います。然し私はこの問題が急を要する問題として取上げなければならない理由を申上げて三十番議員（渡口麗秀君）の御意見に全面的に賛成するものであります抑々抑々水を治める者は国を治めるの古諺の通り我々の日常生活に於いて水は絶対に必要でありこの水の問題を取上げなければ政治は何日迄も進展しないのであります。

依って本員はこの治水問題はこの機会を捉えなければ解決の途はないと思います。

（「そうだ」と呼ぶ者あり）

何故なれば去った全員協議会から今日迄の兼次市長の本水上店舖に対する態度は二転三変して参っております。と云うのは一昨日の新聞を見て御覧なさい。それには撤去する意思はないと云っております。市長が撤去する意思がないとするなれば市会全員の力によってその意思を決定し、消極的な市長に対して積極的に是を押進めていく原動力をこの市会に於いて作り出さなければならないと思っております。

（「そうだ」と呼ぶ者あり、拍手）

是をこの侭放置するに至っては色々複雑な問題が招来されるでありましょう。又法は法として守るべきであるにも拘わらず是を遵守していない二百何十軒の不法建築物は市の行政運営を全く無視したものであり、法を遵守する善良なる市民に悪影響を及ぼすと云う事は理の当然であります。故に私は是等不法建築物に対しては寧ろ市当局が先頭に立って是等不当建築物に対処する気構えがあって然るべきであると思います。

（「そうだ」と呼ぶ者あり　拍手）

更に昨日の市長室に於ける陳情者との対談でありますがその対談からもその匂いが充分感じられたのであります。例えば市長は今度の豪雨に依る氾濫は水上店舖が出来た事に依って氾濫したのかと云った事を陳情者に貭問されていたが私は今更それを詮議立てる必要はないと思っております。仮令科学的な調査に依って他にその原因があったにしても水上店舖そのものが今回の水害に大きな支障はなかったと云う事は誰が是を認める事が出来ますか。私も市長室に於いて、側面的には色々話を致しましたが渡口麗秀議員と同じ気持で一晩中考えたのであります。

マチグワーにおられるアンマーサン達を見て御覧なさい、総てが零細な商業を営んでおりその日暮らしの人達が大半を占めております。更に度重なる水害の為今にしてその対策を講じなければ是等零細企業者に対し物心両面に大きな迷惑を与えると云う事を考えた場合、これは早急に撤去すると云う意思を決定すべきであり、理屈ではなくどうしても撤去しなければならない問題である訳であります。

又私はこの問題について市長にどうの斯うの云う訳でもなく責任転嫁の問題でもありません。先の市長の答弁に依りますと云うと真向うから責任転嫁の話を持出して来ておりますが今更責任がどうの斯うの云う必要はなく水害に依って受けた被害を今後どうするかと云うのが問題であり、是を確認する事に依って素直に受入れる事に依って素直な明朗な市政が生れて来るであろうし、この素直な気持を受入れる事は市長として当然の事ではないかと思います。

更に付加えて去る二月七日の水害発生当日の消防隊長の経過報告に就いて一言申上げなければならないと思います。

（「議題外だよ」「水上店舖の問題とは別個じゃないか」と呼ぶ者あり）

水害は御承知の通り自然現象であり、場合に依っては不可抗力の場合もありましょうが事前に是を察知して幾らかでもその被害を防止すると云う事は市当局としては当然取るべき措置であると思います。消防隊の任務は單に消火する丈が仕事ではない筈であります。消防法に依って暴風地震水害の際は出動して市民の生命戝産の被害を最少限度に防がなければならない義務が謳われているのであります。特に今回の水害の場合にしても雨が降ると同時に川が氾濫する訳でもなく、そこには時間的に相当の余猶があった筈である。それにも拘わらず警察本部から電話があって初めて水害発生が判ったと云う事は実際どうかと思う。そう云った非常事態に対処する為に消防隊はあるのであります。市民は夜になると明日えの活動力を養う為に寝るが、この市民が枕を高くして寝られる様にするのが消防隊の任務である。

この問題に就いても市長が消防隊の管理運営を適確に把握する事に依って初めて市民は枕を高くして寝られるのであります。そう云う意味に於いて今後の措置に就いては市長として充分考慮を払って貰いたいと云う事を要望申上げて三十番議員（渡口麗秀君）の御意見に対して賛成する者であります。（拍手）

○大山盛幸君

ガーブ川に水上店舖が一、二軒初めて建築された時に当時の議会に於きまして当局の責任を追求した事はその当時の議員並びに当局の方々は良くお判りの事であると思いますが、当時の建築課長宮平氏は素直に是を詫びて今後そう云う建物が出来ない様に努力しますとハッキリ議会に於いて答弁した事を記憶しております。そしてそれが実施されておったと思います。その後瀬長市長になってから何日の間にか、次々と家が出来て当局の説明された通り二百五十七世帶も出来てしまったその内僅か九軒丈が合法的に建築を許可され残りは全部不法建築物であると云う事は是は那覇市政の大失態であると云っても決して過言ではないと思います。現在の兼次市長は立候補の際第二の瀬長亀次郎として立候補為さったが第二の瀬長亀次郎として今でも自負していらっしゃるとするならば前者の轍を再び踏まない様に尚前車の繋りを断って市民の為に立派な業績を残す事が第二の瀬長である所の兼次市長に負わされた義務であると存じます。今回の臨時議会も此の様な水上店舖が沢山建築されたのが原因となって今回その対策の為に招集されたのであると思います。然るに今回提案された所の水害対策の予算が僅かに八十一万六千円であり僅か八十一万六千円と云う予算しか計上していない所に失礼ですが兼次市長の誠意の足らなさが伺われるのであります。私は何故是を申上げるかと申しますと、現在那覇市には莫大な金額に達する金が入って来ているのである。約九百七十万円位の金が入って来ている。金がムズムズしている。それにも拘わらず何故その金を今度の予算に計上して執行しないのか金があるにも拘わらず是を市民の為に使わず政府丈の責任なりと喋々しているのはどうかと思う。

そんな責任のなすり合をするより一日も早く市民の福利民福の為にはこの金を使う事だと思います。即ち講和発効前の損害補償金の九百七十万円がある筈であります。

（「そこだ」と呼ぶ者あり）

この金を市長としては勿論もっと他の市民福祉に有効なる所にお使いになるお気持であるとは思いますが、差迫った大きな問題を処理する為にはこの金を惜気なく僅か八十万円そこそこの金を使ってやるよりはもっと何百万円を投入して工事を進めた方が良いと思うしその為に必要であれば幾ら使っても誰も文句は云わないと思います。更に今回提出された水上店舖の早急なる撤去要請の決議案に加えて十六番議員（石原昌進君）外十六名より連署の準用河川の認定の決議案に対して双手を挙げて賛成で御座居ます。又当局より説明がありました氾濫に防止に対する恒久対策に要する費用が一億五千万円と云う事でありますが、今回入った九百七十万円は僅かその十五分の一足らずでありその位の金は幾ら使っても私は一向差支えないと思います。又ガーブ川に水上店舖が初めて建築された当時議会がこの問題を取上げた理由は四ツあったと記憶しております。その中に都市美の問題それから氾濫予防、火災予防、衛生上の見地から良くない。斯う云った理由で論じられたと思いますがこの理由はその当時も現在も変らないと思います。斯う云った見地から只今の決議案提出に対しては賛成すると同時に当局も市民も協力して実現に努めると共に市民の福利増進に努めて貰う様に要望する者であります。（拍手）

○真栄田義晃君

水上店舖は撤去すべきであると云う事に就いては異議はありません。然し乍らその方法に就いて異議がある。

（「君は反対か」と呼ぶ者あり）

と申しますのは只今渡口議員から提出された決議案は水上店舖のみを撤去する是が目的になっております。然し乍ら私達が考えておりますのは久茂地川、安里川、ガーブ川に対して是は誰が見ても当然準用河川として政府に依って認定されるべき性貭のものであります。

（「だから緊急対策としてやるんだよ」と呼ぶ者あり）

我々の案を以って準用河川としての認定を受ければ必然的に河川上に於ける建築物は立てられない事になる訳であります。

又水上店舖も自動的に撤去される訳であります。もう一つは水上店舖丈の話ではなく河川の工事を政府の事業として政府自体の手に依って施行して貰うと云う事であります。我々としても河川の氾濫を根本的に防止する為にはどうしても恒久的な対策を樹立しなければ雨期毎に河川が氾濫してその都度限られた予算で泥縄式に処置している状態であり、何とか根本からその対策を講じなければならないと云う事で当局から今迄恒久対策に就いての説明がありましたがそれには一億五千万円の経費を要すると云う事であります。然し乍ら那覇市の戝政を考えて見ました場合、その起債能力は後一億二千万円程度借入れる丈の能力しかない状態であり斯う云った状態からして是等河川の根本的な対策を講ずるにしても那覇市の戝政で以ってしては到底不可能な事であると云う事は誰が考えても明らかな事実であります。結局是を準用河川として政府の認定を受ければ水上店舖は勿論、恒久対策も政府が施行しなければならなくなる訳で只お互い責任のなすり合い丈ではいけないし、又那覇市の力では根本的な対策は立てられない。

（「時間が掛るよ」と呼ぶ者あり）

何れにしても現在の那覇市の戝政力では出来ないと云う事は民連以外の議員諸公も認められるであろうと思います。以上の理由に依り水上店舖が今回の水害の大きな原因であるから是を撤去させようとするよりもその対策を政府の準用河川の認定に依り政府の手でやって貰う様な方策を取るのが最も現実的であり最も適切有効な手段であると考えております。

○宮里敏慶君

本員も先の二十五番議員（大山盛幸君）の御意見に賛成するものであります。又今先大山議員が那覇市に九百七十万円の金が入っていると云う事に就きましてもっと具体的に申述べて見たいと思っております。去年の十二月二十日に那覇市有地の軍用地代として七百四十四万七千七百七十四円を那覇市が受取っております。是は確実であります。それから先大山議員が云われた九百七十万円と云うのは講和発効前の災害補償金で金額にして九百七十五万一千六百四十八円で合計一千七百十九万九千四百二十二円と云う金が那覇市に入っております。斯う云う莫大な金額を以って河川の恒久対策を講じなければ僅か八十万円位の予算では到底水害を防止する事は出来ません。又来るべき雨期に備える為にもそれ丈の金を投入して施行すべきだと思います。

（「進行」「採決」と呼ぶ者あり）

○高良清二君

本問題に就いての討論と致しましては是に賛成する意見と如何にも賛成ではあるが反対であるかの様な事が種々論議されている様であります。又二十一番議員（瀬名波栄君）から久茂地、安里川及びガーブ川の準用河川認定についての要請決議もやって貰いたいと云う様でありますが、議事進行上動議は二つも採択された以上是は一つ一つ片付けてやるべきであり、同時に二つの決議案を議会に於いて決議すると云う事の議事運営に就いての疑義を持つものであります。依って準用河川の要請決議案に就いては後刻議題と致しまして審議願う事にし、若しその決議案に反対する議員があるならば市民大衆の前に出して市民から批判を加えその議員は攻撃されるものだと思います。依って三十番議員（渡口麗秀君）の動議を処理すべき時期であると思いますので是を以って討論を打切り直ちに採決に入って頂きたいと云う動議を提出致します。

（「賛成」「動議成立」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十三番議員（高良清二君）から討論打切り採決に入って貰いたいと云う動議が提出され所定の賛成があって動議は成立致しております。お諮り致します。動議の通り取計らう事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って討論終結し、採決に入ります。

日程第一、水上店舖早期撤去方に関する決議案について一番議員（久場景善君）外二十四名提出決議案第二号に就いて原案に御賛成の方は挙手願います。

（挙手多数）

○議長（高良一君）

万場一致御賛成であります。依って本案は原案通り可決々定致します。

（拍手、「休憩」と呼ぶ者あり）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

中食の為休憩し午后一時半から再開致します。

（十二時二十九分休憩）

二月二十八日

午后一時五十五分　再開

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

午前に引続き本会議を再開致します。

○瀬名波栄君

日程繰上変更の緊急動議を提出致します。

即ち本日の議事日程の第十八久茂地川、安里川及びガーブー川の準用河川認定についての要請決議案に就きましては早急に処理しなければならない案件でありますので本案を本日の日程の第二に繰上げ那覇市職員定数条例の一部を改正する条例を日程第三とし以下順次日程番号を繰下げられん事を望みます。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今二十一番議員（瀬名波栄君）より日程繰上変更の動議が提出せられ所定の賛成があって動議は成立致します。依ってお諮り致します。只今の動議の通り本日の日程の最終にあります　久茂地川安里川及びガーブ川の準用河川認定についての要請決議案を本日の日程第二に繰上げ以下日程番号を順次繰下げる事に御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計らう事に決定致します。

○議長（高良一君）

では只今日程第二に繰上変更せられました久茂地川、安里川及びガーブ川の準用河川認定についての要請決議案二十一番議員瀬名波栄外十六名提出決議案を議題と致し提案者からの趣旨説明を願います。





決議案第一号

久茂地川、安里川及びガーブー川の準用河川認定についての要請決議（案）
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一九五八年二月二十八日

那覇市議會

行政主席

当間重剛殿

発議者


 
  	十六番議員
  	石原昌進
 

 
  	十番議員
  	仲尾次盛夏
 

 
  	三十五番議員
  	金城重宜
 

 
  	三十六番議員
  	黒潮隆
 

 
  	四十一番議員
  	儀間真祥
 

 
  	二十八番議員
  	上原文吉
 

 
  	十三番議員
  	仲松庸全
 

 
  	二十二番議員
  	玉井栄次
 

 
  	二十一番議員
  	瀬名波栄
 

 
  	三十七番議員
  	浦崎康華
 

 
  	四十四番議員
  	久高友敏
 

 
  	三十四番議員
  	具志清祐
 

 
  	三十三番議員
  	崎山喜達
 

 
  	八番議員
  	儀武息睦
 

 
  	四十二番議員
  	屋慶名政永
 

 
  	四十三番議員
  	真栄田義晃
 

 
  	二番議員
  	平良真次郎
 








○瀬名波栄君

提案理由を御説明申上げます。本件に関連して午前中に於けるガーブ川水上店舖早急撤去要請決議案にも述べられておりました通り今回の水害はこの附近一帶に甚大なる被害を及ぼしていると云う事は今更私が喋々喃々と弁ずる迄もない事だと思います。尚亦本日付を以って那覇市五区十六組謝花寛祐、五区十七組平良政治外二十一名からなる連署を以って水害に依る安里川浸水地域の恒久対策と流失仮橋の復旧並びに水害路面の補修の早期実現方に関する陳情が議長宛に参っております。このガーブ川並びに安里川の対策は当然政府が準用河川として管理運営すると云う様な事が以前から為されておったならば今回の様な大きな被害も受けずに済んだものと思うのであります。それが放置された為に実に甚大なる損害を蒙っております。この事は一九五六年に当時の那覇市長当間重剛氏が比嘉主席宛に出した文書即ち現在のガーブ川を政府に準用河川として認定して貰いたいと云う公文書が今も市役所に残っております。然し乍らそれが一九五六年から現在に至る迄何等の処置も為されておらずその間準用河川の認定が必要であると云う立場から政府に申請されておった当時の申請者である市長が幸い現在は申請される方の行政主席になっておられます。それで早急に自分の信念に基いてこの久茂地川並びに安里川ガーブ川を準用河川として認定すべきであると本員考えております。從いまして是は市会のみの責任でもなく全議員一体となって是を早急に解決出来る様に当局も議会も共に力を結集し市民の繁栄と福祉の為に断乎として政府に要請し政府も又県民の生活を防衛すると云う態度を取って貰わなければいけないと思います。又水害の直後議会としては全体協議会を開催しその結果正副議長が政府に対しその認定方を要請しております。然し是も一回しか参っておりません。私達は一回丈でなくもっと何回も全力を挙げて一日も早く認定を受ける様にしなくちゃいけないと思います。そうする事によってあの災害を今後防ぐ事が出来、又市民生活を防衛する事が出来ると思います。

以上の理由に依り市民の最も関心事であるこの大事業を完遂して行くためには全議員の御協力をお願いし、本決議案を可決して政府に要請して頂きたいと言う意味で提案理由の説明に替えたいと思います。

○議長（高良一君）

では只今から本議案に対する貭疑に入ります。

○真栄田義晃君

本決議案は午前中に於いて可決されました水上店舖早期撤去方に関する決議案と相関連するものであると同時に本決議案の持つ性格からして是非共早急に処理しなければならず又本決議案提出の必要性につきましては議員各位も誠に時宜を得た適切妥当なる措置であると本員斯様に推察する者であります。以上の理由に依り本員は茲に貭疑を省略し直ちに討論に入って頂く様貭疑省略の動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今四十三番議員（真栄田義晃君）から貭疑省略の動議が提出せられ所定の賛成があって動議は成立致しておりますのでお諮り致します。

動議の通り取計らう事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないものと認め左様に決し質疑を省略直ちに討論に入ります。

○仲宗根梶雄君

本案は午前中に可決された決議案と関連するものであると同時に極めて重要且つ緊急を要するものだと思います。その意味に於いて本件に就いては誰方も異議ないものと思料致します。以上の理由に依り本決議案に対しては絶対的に是を支持し賛同の意を表すると同時に皆様の御協力を御願い致します。

○森田孟松君

只今瀬名波議員を初め多数の議員から提案になりました準用河川の認定についての要請決議案に対しましては仲宗根議員も発言されておりますが本員も午前中の決議案と本案と関連致しまして法的に又那覇市の戝源から考察致しましても是等の河川は是非とも準用河川に認定して貰って政府の力に依って治水対策をやって貰わない限り是の実現の可能性はないと思っております。又現在の政府の予算を見ました場合に仮に政府から一億五千万円程度の補助金を貰っても尚根本的な治水対策が出来るかどうか不安を持っている者であります。

又市長とされましても是等の河川は当然政府がやるべきであると云う風には為されずに那覇市内にある所の河川なればこそ市長も議会も一体となり是の治水と根本的な対策を樹立すべきであると思います。沖縄の主権を握っている所の民政府に対しましても市長は積極的に補助金を獲得して頂いて初めて那覇市民に対して水害の恐れを一日も早く除去して貰う様な方法を取らない限り例え準用河川に認定されたとしても直ぐ是丈の仕事が出来るかどうか非常に不安であります。それで政府も立法院或いは議会も当局も共に一体となり軍の特別補助金を貰って出来る丈科学的に市の計画の線に沿うて計画されております事実を完遂する為に理事者としては充分なる活用をお願い致したいと思います。そう云う意味から市長は真先に立って沖縄の主権を握っております所のアメリカ民政府に対して当然是丈の特別補助金は出すべきものと私も考えておりますのでそう云う面の努力を特に要望申上げまして本案を万場一致で以って可決して頂きたいと思います。

（「賛成」「異議なし」と呼ぶ者あり）（拍手）

○高良清二君

本件に就きましては只今の仲宗根、森田両議員からの御意見にもありました様に是以上討論する必要もないと本員思料致します依って討論を打切り直ちに採決に移られる様動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今の二十三番議員（高良清二君）の動機の通り討論を打切り直ちに採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります。

日程第二久茂地川、安里川及びガーブ川の準用河川認定についての要請決議案は是を原案通り可決する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

万場一致の御賛成であります。依って本決議案は原案通り可決決定致します。（拍手）

○真栄田義晃君

只今の決議案の処理に就いて要望がございます。

本決議案が万場一致を以って可決された事に対しては万腔の敬意を払う者であります。然し只決議のやり放しになっては余りにも力が弱いと思いますのでこの決議案が立派に実を結ぶ迄は議会も市当局も一体になって促進させるべくやって行きたいと思います。又河川法の認定を受ける為には立法院の議決を必要とする訳であります。然し乍ら只今は立法院議員の選挙運動期間中でありますがこの立法院が成立した最初の議会に於いて是が提案出来る様にする為には直ちに行政主席の所に市長正副議長その他希望する議員或いは必要であれば当該流域の利益関係者代表も一緒になって是非共今度の最初の立法院議会で提案して頂く様直ちに折衝に行かれる様要望します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第三那覇市職員定数条例の一部を改正する条例市長提出議案第二号を議題と致し総務戝政委員長より審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○大山盛幸君

只今議題となりました日程第三の那覇市職員定数条例の一部を改正する条例について総務戝政委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申上げます。

本件は去る二月二十五日の本会議に於いて総務戝政委員会にその審査を付託されたものであります。その改正の理由を申上げますと昨年十二月十日招集の第二十一回議会定例会に於いて可決になりました議案第百十九号「一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算中に今回増員される十一名分の予算処置がなされて居ったのでありますが事務上の手違いから条例改正の手続を経ずして予算が可決になり、今回定数条例の一部を改正したいというのであります。所で論議の焦点は今回の改正に依る十一名の衛生夫の増員と云う所から真和志支所の衛生夫について合併協定書による真和志一般職員が那覇市職員定数条例に含まれると同様之も含ますべきであったのが合併当時の多忙に紛れ両市の定数条例の相違点を検討するいとまがなく今日に至って居るが合併前より引続き常備されて居る真和志支所衛生夫六名に対しその身分を保證する建前からして本庁同様に取扱い、この際是非増員中に含めて貰いたいと云うのであります。これに対し当局の説明によりますと今回改正の増加の分に対する人員は既に採用され真和志支所の衛生夫の定数化は今回は見合せて三月か遅くとも六月迄には措置したい。合併後一ヶ年は関係市町村の予算をその侭執行するのでその衛生夫の方々の身分は既に保証されて居り六月定例議会迄には措置するとの答弁がなされたのでありました。これに対しまして相当活溌なる貭疑討論がなされたのであります。

貭疑の主なるものを申上げますと

　一、増員の十一名は既に採用されて居るとのことであり現行条例に違反すると思うが当局の見解如何

　二、若し真和志支所の衛生夫を定数化する場合その待遇に於いて本庁の衛生夫との差異があった場合直ちに是正出来るかどうか。

　三、今回は見合せて遅くとも六月迄には措置するとの確答を得て居るが実貭的には既に職員としての身分を保証されているとしても定数条例を再三改正する事は事務的粗漏さを意味し一面十八万市民を愚弄する結果ともなり対市民的に考えてもどうかと思う。依って一挙に真和志支所の衛生夫も含めて改正出来ないものであるかどうか。

以上の三点にあったのであります。主管部課長の説明によりますと瀬長市長時代に職員定数条例の改正がありその時の定数に是も含めて定数化されたものと思っていたが後日定数条例の改正が未済なることを発見し、早急に是正すべく提案したとの事であります。是につきましては各委員から事務的粗漏を追究され当局としてもその失態を詫び深く反省する所があったと認めるのであります。人事の増減は条例に基いてなされるべきものでありますが、若し本条例を改正するならば真和志支所の衛生夫も含め尚定数化された時は勤務年数、勤務状態等を勘案し給与の不均衡は是正すべきが妥当なる処置と考えるのであります。当局としては六月迄は真和志支所自体で予算を執行するので待遇面の是正については支所自体の予算で善処すべきであるとの見解の様でありますが斯る重大なる条例を制定することなくして單なる予算措置のみをもってすることは妥当な措置ではないと信ずるのであり、尚三月若しくは六月に改正すると云う事は法を制定する上に於ける安易な考え方であり延いては法の尊嚴を失う結果ともなるのであります。結論と致しまして本件に関しては当然合併協定書に基き当然那覇市職員定数条例中に含まるべきもので当局も之を了承して居るので真和志支所の衛生夫をも今度の改正条例中に含ませ当局に於いて訂正案を作成の上提出して貰う事に決定した次第であります。

宜しく皆さんの御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今委員長から審査経過の報告がありましたがその結果につきましてはお手許に配付してあります通り本議案は慎重審議の結果承認することは出来ないので再提案して頂くことに決定した様であります。是につきましては当局としても是を承認され日程第四の掲題の通り議案第二号の撤回方を提案されておるのであります。依って日程第三の議案につきましては貭疑討論を省略して直ちに本議案を撤回致したいと思いますが左様取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第三那覇市職員定数条例の一部を改正する条例市長提出議案第二号につきましては委員長の報告に対する貭疑討論を省略して是を撤回する事に決定致します。従って次の日程第四の議案第二号の撤回については、之を許可することに決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第五那覇市職員定数条例の一部を改正する条例市長提出議案第四号を議題と致し当局より提案理由の説明を願います。





議案第三号

那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

右の議案を提出する

一九五八年二月二十七日

提出者　那覇市長　兼次佐一

那覇市職員定数条例の一部を改正する条例（案）

那覇市職員定数条例（一九五六年六月三十日条例第三号）の一部を次のように改正する

第二条中

「一般事務部局の職員　吏員・・・・・・・三八〇人　その他の職員・・・二一〇人　計　五九〇人」

とあるを

「一般事務部局の職員　吏員・・・・・・・三八〇人　その他の職員・・・二二七人　計　六〇七人」

に改める

附測

この条例は公布の日から施行し、一九五八年一月一日から適用する

説明

　第二十一回定例議会に於いて可決になった議案第百十九号「一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算」には、一般事務部局の職員のうち、その他の職員費は二二一人分組まれているが、現在の条例での定数は二一〇人であり、予算定数と条例定数の間に十一名の相違が生じて居り、又真和志支所の衛生課の掃除夫六名が臨時として働いて居りますが、実貭的には常傭であり、継続して傭う必要があり、今回の真和志市との合併に伴い旧那覇市との不均衡を調整する必要があるので本案を提出する。





○総務部長（仲原英通君）

御説明申上げます。那覇市職員定数条例について今回の条例改正中には真和志支所の衛生夫が含まれていないのでありますが那覇真和志の合併協定書に基き当然那覇市職員としての身分を保証すると云う事から本庁の定数条例を改正するに当っては同時に行った方が良い即ち一昨日の本会議で一応提案はしてあるから三月の定例議会に提案しようと云う事を森田議員に答弁しておきましたが委員会の方としても又私の方としましてもどうせ三月の定例議会に提案するのだから一応撤回して真和志の方の六人も含めて条例改正したいと云うので提案した次第であります。よろしく御審議下さる様お願い致します。

○議長（高良一君）

本案について貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め貭疑を省略し討論に入ります

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論もない様であります。では討論省略し採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは討論省略し直ちに採決に入ります。

日程第五那覇市職員定数条例の一部を改正する条例市長提出議案第四号については原案通り可決する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数と認め左様可決決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第六、第七につきましても関連する議案でありますので一括上程して御審議願うことに致しまして一応日程第六、一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算市長提出議案第一号について総務戝政委員会に於ける審査の経過並びに結果の御報告をお願い致します。

○大山盛幸君

只今議題となりました日程第六の一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算市長提出議案第一号について総務戝政委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申上げます。本件に関しては去る二月二十五日の本会議に於いて総務戝政委員会にその審査を付託されたものであります。が本予算案を提出した理由と致しましては去る二月七日の豪雨により欠壊した所の首里の道路安里川上流の護岸、ガーブ川の川底の浚渫工事、議会事務局の増築工事、其の他退職金、有給休暇の買上等の経費を内容としたものでありまして先づ才入の主なるものについて申上げますと今迄那覇港に回航していた那覇丸、沖縄丸が泊港に停泊することになりその通過料増収額一、二〇〇、〇〇〇円合併促進補助金三〇〇、〇〇〇円を才入とし、才出に於きましては土木費に於いて施工計画の小禄宇栄原後原間の道路工事その他新部落の排水工事四四八、〇〇〇円小禄宇栄原の工事五七四、〇〇〇円、高良宇栄原ペリー排水工事四〇〇、〇〇〇円の災害復旧工事が主なる更正減になってをり、これはエマ台風で損害を受けましたので一応市の戝源で計上してあったのでありますが政府の台風災害復旧の助成金で政府が施工することになったのでその不用額を道路、護岸、改修工事に充当することとし編成されたものであります。

本追加更正予算に於ける論議の焦点は本会議に於いても相当活溌なる貭疑がなされた様に土木費に於けるエマ台風に依る政府からの災害復旧助成金を見込んで自己財源で施工予定の小禄、宇栄原後原間の道路工事五五八、〇〇〇円、新部落内排水溝工事四三五、〇〇〇円ペリー湯裏排水工事四四〇、〇〇〇円を減額して別の工事費に充当し更に合併に伴う政府からの補助金に対しても正式の指令を待たずして予算に計上したことにあったのであります。

当局の説明によりますと最初自己戝源で施工する予定であったのが琉球政府に於いてエマ台風による災害復旧工事費が計上されそれによって施行される運びとなり政府から正式文書により測量、設計依頼があったので市からも六名の技術員が応援に当って居る関係上該工事を政府が施工する見通しがついたのでその分だけ減額し今度の水害対策の工事費に振り向けたとの事であり一方合併による補助金に対しましては政府主管課からの口頭による連絡と合併促進法第二十三条の規定により当然貰うべき筋合のものであるので予算に計上したとの事であります。

これに対しまして相当活溌なる貭疑討論がなされたのであります。即ち現在琉球政府に於いては一億五千万円の予算減額を見込んで居る現状から鑑みただ主管課長が工務交通局からの口頭の連絡があったとか或いは市の技術員を該工事の測量並びに設計の応援依頼の文書があったと云うだけでの事実により正式文書の公布も受けずに議会で議決された予算額を減額するという事は誠に心外であり当局の事務手続の不手際さを痛感するものである。更に合併による補助金に於いても指令を待たずして要求額だけ確実に受け入れられるものとして計上する事は全く事務的杜撰さと議会軽視を意味するもので絶対に承服出来ないのであり政府予算の一億五千万円減額の関係から補助金の交付が減額されることも考えられ然も年度始めか或いは年度半ばならいざしらず四、四半期の予算執行の階段に入る年度末の時期に於いて確実なる収入の見通しもつけずして予算に計上することは万一年度末に於いて赤字戝政になる場合その責任は議会側が負わなければいけないという強更なる意見があったのであります。

以上の通り本予算はもっと合理的戝源に因って編成されるべきでありまして例えば最近受入れられた講話発効前の市有地に対する戦災補償金についても聞く所に依れば垣花、住吉丈でも四十二万円余の補償金があると聞くが全市有地に対する補償額となれば相当多額の收入があると考えるのであり之を新規戝源として充用することも亦十分可能なることと思料するのでありますが何れにしても当局は慎重を期し合理的予算の編成を切望するものでありまして結論と致しまして一九五八年度追加更正予算については皆さんの御手許に配付致してあります通り政府から何ら指令も受理せずに只口頭だけの連絡又は技術員に測量設計依頼等によって政府に於いて施行するとの予想の下に予算の増減をなし或いは指令なき補助金の計上をなすが如きは余りにも杜撰な予算編成であるとの多数の意見により結局これを承認することは出来ないので予算の編成替を要求した次第であります。

以上簡單に御報告申上げ宜しく皆さんの御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

本案に対する委員会の審査の結果報告につきましてもお手許に差上げてあります通り編成替えをして再提案をして頂く様に決定し当局に於きましても是を承認し、日程第七議案の第一号を撤回することについて提案されているのであります。つきましては一応是を承認して頂き直ちに貭疑討論を省略し日程第六の一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算市長提出議案第一号は是を撤回することに致したいと思いますが左様取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第六、一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算市長提出議案第一号につきましては委員会の報告に対する貭疑討論を省略し是を撤回する事に決定致します。従って次の日程第七議案第一號を撤回することにつきましては之を許可することに決定致します

○久場景善君

只今一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算は撤回されることに決定しましたが、この事に関連して市長の今後の議案取扱い方についてお伺いしたいと思います。

今更申上げる迄もなく本臨時議会は水害に対する緊急議会であるにも拘わらず今期に於いて提出された一号二号議案は何れも市長の事務的なミスの連続であり、議事進行上に大いなる支障を来している事に対し市長は十八万市民並びに議会に対して謝罪する意思があるかどうか又今後の市長提出議案に対しては絶体斯かるミスのない様に市民と議会に誓う事が出来るかどうか市長の答弁をお願いしたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

御答弁申上げます。議案の撤回をしなければならない失敗を犯した事は十八万市民に詫びる意思があるかどうかと云う事でございます。市の行政を執行する立場にある者と致しましても又議決機関である議会と致しましてもその為そうとする事が未然に於いて間違いであると云う事が発覚致しました場合は直ちに是を是正しそして立派な行政運営に持って行くと云う事は当然の勤めでなければならんと思います。然し斯う云った間違いがあった為に議会がそれ丈時間を延長しなければならないと云う点については誠に申訳ないと思っております。又十八万市民に対して詑びる所か市長として大きな失敗を犯したと云う事について議会がこの壇上から何遍でも誤まれと云うのであれば何十回でも誤まります。今後斯かる様な事を絶体為さないと云う事を誓うことが出来るかと云う事の御貭疑に対しまして人間である以上誤まりのない様に充分勤める事をお誓い致します。絶対誤まりのない様にと云う誓いについては無理な誓いであると思います。久場議員の御意思が今後斯う云う様な誤りを起さない様にと云う御注意であると云う意味に受け取りまして二度と再び斯様な誤りを引起さない事をお誓い申上げます。

（「進行」と呼ぶ者あり）

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では日程第八、一九五八年度那覇市才入才出追加更予算市長提出議案第四号を議題と致し当局からの提案趣旨の説明をお願い致します。





１９５８年度那覇市歳入歳出追加更正予算
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○総務部長（仲原英通君）

本議案は先に撤回されました所の予算議案を編成替して提出したものでありましてその内容につきましては更正費目を変更し合併促進法に伴う所の政府補助金を削除した程度であります。本議案の提案理由と致しましては前に一号議案を提出した際に御説明申上げた通りでありますが最も此処で説明しなければならない点は議案第一号の撤回についてその理由を説明した。詰り予算編成上の事務的落度政府補助金の見積り欠陥を是正するために予算編成替えして再び提出した訳であります。予算の内容については前議案と異なる点を説明致しますと、先ず才入に於いては予算に計上する為にはその根拠が余りにも不明瞭であり合併促進法に伴う所の政府補助金三十万円を全額削除したのであります。この補助金については政府より指令通達があり次第予算に計上する心算でございます。又才入に於いてもエマ台風災害復旧工事費は政府が直営で施行するものと見込んでおりました。即ち小禄の道路工事及び排水溝工事については二十五日政府当局に再び問合せた所その施行についてはまだ具体的な計画を樹ててないとの回答がありそこで小禄の道路工事及び排水溝工事は急を要するものであり、若し政府が施行しない場合は市に於いて直ちに施行しなければならないのでその侭予算に残した次第であります。從って是に替わる戝源としては一応市長とも相談しましたが、その結果講和発効前の見舞金が相当額参っております。それから予算を今度新規才入にするかと云う事について相談しましたが何と申しましても今度の予算の目的はガーブ川の臨時措置であり、所謂二、三ヶ月以内に再び雨期に入るので根本的な工事でないにしても約百万円程度の工事費でも二、三ヶ月位は予定しなければならないと云うので予算額も百万円位にしようと云う事になった訳であります。つまり見舞金にしても多額の金でありますので是を有効適切に使わなければならない。同時にこれから計画を樹てて愈々実施するためにはそれ相当の検討を要すると云う意味でこの臨時議会にはこの金の使途を明らかにする事が出来ないと云うのでこれからは一銭も削らずに次の新規事業に所謂市長の考えている所の事業に重点を置いてやった方が良いと云う事でこの予算を才入の面から一応港湾使用料の増收を見込むと同時に尚不足分は今迄予算に盛られた所の不要不急の工事費とか或いは六月一杯で施行し難い様な所謂不要となって次年度に繰越す事業があればそう云ったものを皺寄せして一応臨時措置を取った方が良いと云う事で今度は才入の捻出の方法を予算の枠内でやった方が良いと云うので次の戝源と共に是に替るべき戝源としては霊園事業として予算に計上されている所の道路工事費九十五万六百六十五円及び整地工事費二十八万それから過年度支出金として不要額となった牧志街道拡張工事に伴う所の用地買收費五十万二千百三十五円合計百七十三万三千円を更正する事にした訳であります。尚霊園事業費の道路及び整地工事は用地の問題と関連致しまして年度内の着工は至って困難でありまして不要領となる性質のものであります。今度更正する道路及び整地工事については霊園事業全体の施行に影響のない様に充分なる考慮を払い新年度予算に於いては優先的に計上する心算であります。以上を以ちまして提案理由の説明と致します。宜敷く御審議の程お願い致します。

○議長（高良一君）

本件について貭疑に入ります。

○宮里敏慶君

当局からの提案理由の説明の中で日本政府からの講和発効前の災害補償見舞金として九百七十五万一千六百四十八円入ったと云う事でありますが是は出納課で收納したかどうかと云うのは瀬長市長の出現に依りまして金融機関は那覇市えの融資を止めております。

それから預金も那覇市の金は預からないと云う風に新聞で声明しておりましたが九百七十五万余円の金はどう保管しているか、その点を沖縄唯一の婦人課長の処女答弁をお願い致します。

○総務部長（仲原英通君）

只今收入役も出納課長も不在でありますので代りましてお答え申上げます。講和発効見舞金について詳細に申上げますと旧那覇市の方で九百六十万二円是は庁舎の見舞金であります。是は一応プリントして差上げますが総額を申上げますと九百七十七万四千四百七十三円是が受領すべき額であります。所がまだ受取っていない額が十万一千四百三十四円であります。それで実際に受取っている額が九百六十七万三千三十九円となっております。尚この金は市の方に納まっております。それから何処に預けているかと云う事に対しましては沖縄銀行に預けてあります。尚補足致しまして御説明申上げますが是等の見舞金は二月十日に六百九十六万二千八百七十八円、十一日に百七十六万一千五百四十八円、十二日に四十一万四千百三十八円、十三日に二十八万五千三百四十三円、十四日に六十三万二千円、十八日に二十一万四千八百九十一円と云う風に収納致してあります。以上は全額沖縄銀行に預けられておりますので御参考迄に申上げておきます。

○辺野喜英興君

都市計画事業費の中の霊園事業費が百二十三万六百六十五円減額になっておりますが減額になった理由を説明願います。

○都計課長（知念英五郎君）

一昨年辺りから霊園の計画地域に辺ける現况を測量調査しておりますがそれが去年の十一月に終りまして現行測量即ち真和志で出来た所の地積と当嵌めてみると相当の空白が出たと云う結果になりまして用地買收と云うのが非常に困難になって来た訳であります。又この道路工事と云うのは用地を買收した所の道路工事或いは整地工事をやらなければいけない訳でありますが用地買收が只今申上げた理由で困難になっておりますので六月迄にはこの道路工事が出来ないと云う見通しがついており斯う云った措置をした訳であります。

○森田孟松君

只今の担当課長からの説明によりますと霊園事業費の中に於いて百二十三万余円の減額になっており、その理由は部長の説明では当分の間該工事を進める事は不可能であるので次年度では優先的に計上すると云う事でありますがそうすると今の課長の説明とは少し矛盾している様に思いますが霊園の道路工事と云うのは用地買收が不可能な為に削除したと云う風に聞いておりますがそうなると次年度予算の場合に於いて如何なる対策を樹てる心算であるか又この道路工事費の九十五万余円の個所はどの辺であるのか具体的に説明願いたいと思います。

○都計課長（知念英五郎君）

道路工事費、整地工事費のこれ以外に用地買収費と云うのが百二十万円ある訳であります。是を早速執行する為に今一生懸命になってやっている訳でありますがその準備と致しまして地積と当嵌めて見たら現况測量地積と合わず又地主との調整も今やっておりますが是は決して用地買收をストップしたと云うのではなく用地買收をやってその上に道路工事をやる訳であります。又この用地買收が出来ないとこの道路工事が出来ない訳であります。

○宮里敏慶君

用地買收に関連する問題であるが当該地主は何名ですか。それから用地買收は坪当り幾らで買うと云う契約は出来ておりますか。

○都計課長（知念英五郎君）

地主の数については今資料を持っておりませんが大体霊園地域内の地主と云うものが非常に復雑で例えば不明地とか一筆の小さい坪数ではありますがそれが二十名からなる地主に依る共有地と云った様な状况であります。それから契約につきましては未だやっておりません。仮契約であります。

○宮里敏慶君

契約は一日も早くやるべきだと思います。と云うのはあの辺は毎日地價が暴騰しております。それで契約さえして置けば地價が例え暴騰しても契約通りの金額で買收出来ます。そうでなければこれ丈の予算でイザ買收すると云う時には時価が上っており予定通りの坪数は買收出来ませんし契約を今に至る迄やっていないと云う事は当局の怠慢であると思います。早速関係地主と契約される様要望致します。

○都計課長（知念英五郎君）

仮契約と云う恰好になる訳でありますが・・・・・・

○宮里敏慶君

本契約でなければ法律上の効力は発生しませんよ。

○辺野喜英興君

今の都計課長の説明では予算に計上されている丈の金額では買收出来る見込みはないと思います。從って買收出来ないから道路工事整地工事費を減額したと云う風に説明されておりますがその辺をもう少し具体的に説明願います。

○都計課長（知念英五郎君）

つまりその個所に於いて当局が測量したのと真和志側に於いて測量されたのと全然合致しない所謂地積を確定する事が非常に困難であるため遅々として今日に至る迄進捗していない訳であります。然し買収の予約と云うものは地主ともズット以前から話合って相談は出来ているそうであります。それで用地買收をしなければ道路の施行出来ないと云う見解に立って後三ヶ月では用地買收道路工事は不可能であり結局予算は不要領になると云う事が稍確定しておりますので用地買收費は飽く迄も残して用地の買收に当ると云う意味で百二十万円はその侭残して置いてその上を通る所の道路費九十五万円整地費の五万余円を是は予算に計上して置いても本年度内で施行する事は困難であると云う意味から結局不要額になって次年度繰越になるのでそれよりは他の有効な方面に廻した方が既に年度末になっている。今日新規の收入を持って来るよりもこう云う風にした方が寧ろ確実ではないか。所謂予算措置上是が適当であると云う意味で提案した訳であります。

○渡口麗秀君

只今の課長の説明で判らない所がありますので改めてお訊ね致します。結局用地買収が出来ないと云う原因については地価の暴騰と云う事も原因であると思いますが例えば繁多川識名にバスが通ると云う事になれば地価はドンドン上って行く筈であります。それで早急に当局としても用地を買収しなければ時が経てば経つ程余分の費用が要りますので寧ろ道路工事関係の費用を流用して用地買收を早急にやった方が良いと思いますが是に対する課長の見解を伺いたいと思います。

○都計課長（知念英五郎君）

用地買收が遅れていると云う理由でありますが是は市の現況測量と地積を当嵌めて見たら合致しないと云う事で用地買收については遅れていると云う事であり用地買收の百二十万円でもって早急に買收を実施して行きたいと云うのが今考えられている訳であります。値段の問題とは全く別個であります。

○森田孟松君

市長にお伺いしたいと思います。只今の霊園用地買收の点から推察して行きますと我々は途中から那覇市会議員になっておりますので霊園事業の進捗状況はハッキリ判りませんが私達が真和志の議会におりました頃真和志識名出身の方がこの人は向うの土地の状況に非常に詳わしく戦前戦後を通じて土地課長をやっておりこの土地の幹旋をやったのでありますが聞く所に依りますとこの人が最近その嘱託を解雇されたと承っておりますが土地の買收も進捗していないのにそう云う土地の事情に非常に明るい人が居ると買收もスムーズに行ったと思いますがそれを敢えて解雇されたと云う市長のお取りになった措置はどうも不合理ではないかと云う様な考え方を持っているのでありますが一日も早く適当な人を任命して頂いて用地買收の件も今先の三十番議員（渡口麗秀君）の仰言る様にバスが通れば上りはしても安くはならないと思いますので早急に買收の手続きをやって貰わなければいけないと思います。又そう云う仕事を進捗させるためにもそう云う衝に当っている人を解雇した理由がどうも私には合点が行かないが是に対する市長の御見解を承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

霊園敷地買收に当って敷地買收が進行していない理由は只今担当課長から明らかに致しました通り現況測量と地積と合致しないと云う事は土地の買収をする側と売る側とが例えその土地を売る又は買う契約は出来ましても現況測量と地積と照合致しまして完全に合致しない場合には土地の売買と云うものは成立しないと云う事は御承知の通りと思います。この測量を土地に当嵌めて行きますとそこに空間が出来たり他の人の土地に自分の土地がズレて行ったり甲と乙の人の土地の間に空間が出来ると云う現況でありまして斯う云う事が用地買收を阻んでいる一つの原因であります。更に土地の折衝をやるべき人を早く任命して貰いたいと云う御意見に対しては充分にその御意見を尊重致しますが尊重する迄もなしに土地買收に当りましては当局はどうして地主との折衝を進めて行くかと云う事については充分なる努力を致す心算でございます。又今日迄その衝に当っている人も解雇しているがこれは進行を一層遅らせているのではないかと云う御意見に対しましては市長としての立場からこの手段を取りましたのは理事者としての立場に立って為した措置であると云う事を申上げて置きます。

○高良清二君

今回の議会は成程水害対策の問題が主体となる臨時議会が招集されていると云う事は誰方も認められている所と思います。然し乍ら今期臨時議会は那覇真和志合併後初の議会であり、本議会に初めて臨まれた方々の御参考にもなればと思いますので次の二点についてお訊ね致します。

この百二十万円と云う予算額は道路を作る為の用地買收費であるのか或いは墓、公園を作る為の全部を含めての買收費であるのかその辺がハッキリしませんので又これ丈の予算で当局が計画されている道路計画が出来るかどうか御説明願います。

○都計課長（知念英五郎君）

霊園計画については納骨堂敷地管理人小屋敷地にそれに至る所の道路計画そう云ったのがある訳でありますがそれ等についての用地買收は終っております。この百二十万円の用地買收については用地買收であるかどうかハッキリ判りませんがそれで以って或いは今道路工事をやると云った場合にそれに沿った所の用地買收をすると云う様な方針でやっております。是等については後で資料を作成し御手許に配布しようと思っております。

○仲宗根梶雄君

只今の百二十万円の用地買收充当の金は何に使うか判らないと云う課長の答弁でありますが誰が判りますか。

○都計課長（知念英五郎君）

そう云う意味ではありません。用地買收は何万坪と云う案はありますが計画道路を先にやる為にその計画道路に沿って用地買收をしても良いと云う事であります。

○大城清徳君

只今問題になっております霊園事業費の方から百二十万円を削除し工事を暫らくストップしようと云う方針の様であり是については色々理由はあると思いますが聞く所に依りますと講和発効前の補償見舞金が九百万円余もあり是につきましては宮里議員からその保管場所の件について貭疑がありましたがこの九百万円余の金をこの予算に計上致しましてガーブ川の浚渫工事安里川の護岸工事並びに霊園工事にもっと多額の金を振向けて頂きこの事業を促進させる御意志があるかどうか或いはこの九百万円余の金を是等の事業に流用する事について支障を来たす様な点があるのかどうか市長の御答弁を求めます。

○市長（兼次佐一君）

お答え致します。ガーブ川、安里川の緊急工事につきましては再三に亘って申上げました通りこの河川を河川法の準用を受けて政府の事業として施行させるそれ迄の緊急措置として行こうと云うのが当局の本更正予算に臨む既定方針でありました。それはどう云った立場に立ってそう云う既定方針を樹てたかと申しますと現在の那覇市の戝政規模がら致しまして安里川、久茂地川、ガーブ川の根本的な対策を樹てる為の恒久工事は不可能であります。從って是を政府の手に依って為さしめると云う事はそれ丈市民の負担が軽減されると云う結果になるのでございまして、その間緊急止むを得ざるものに対しては非常に貧弱な戝政の中からも為さなければならないと云う立場であれ丈の予算に止めてある訳であります。安里川は特別補助金に依って改修工事が行われる事は既定の方針になっておるのであります。

更にこの補助金が仮にその目的を得られないとしても当然準用河川として政府に於いて為して貰わなければならないと云う点から予算計上は数字に現われている様な額となっております。更に戦前の講和発効前の見舞金と云う多額の收納をし乍ら是を思い切り使って行かなかったかと云う御意見の様でございますが講和発効前の見舞金であれその他の收入であれ是は須く那覇市の戝源でありまして是をフンダンに投げ込むと云う事は他に於いて為すべき所の事業がフイになると云った様な結果に終るのでございます。然らば一歩前進しまして今回の臨時議会に於いてこの講和発効前の九百七十万余円の才入を予算更正して他の工事に何故事業を執行する様な予算措置を取らなかったかと云う御貭疑が出ると予想されるのでございます。從いましてそう云った措置を取らなかった理由をこちらで申上げさせて頂きたいのであります。勿論御貭疑に対する直接の答弁にはならないかも判りませんが関連致しますので申述べさせて頂きたいと思います。御承知の通りあの特別補助金なるものは一時ストップされたのでございます。そのストップされた補助金が東江臨時市長時代に於いて予算が更正されまして才入として見積られ既に予算は成立致し事業は進捗し今その工事執行中と云う現況でございます。そうすると東江臨時市長時代に於ける第二十一回議会に於いて可決を見ました所の更正予算なるものはその才入に於いて軍が再開する事を琉銀総裁を通じて東江臨時市長に伝えられた丈を以って財源の確定性なりと認めて是を更正しそうしてこの工事は第二号道路と申上げますハーバービュ三号道路の久茂地校横線五号道路の牧志延長線更に久茂地第二号、第三号道路に包含された工事の総工事費八百二十六万五千円は軍から補助金を再開するからと云う琉銀総裁を中に挾んだ口頭の指令に依って議会は予算を議決し現に事業は執行致しつつあるのであります。

若しこの八百二十六万五千円と云う更正予算当時の見通しが今後に於いて誤りを来たした場合は即ち軍補助金が得られなくなって是丈の才入欠陥を生じた場合に於いて如何なる事態を惹起するかと云う事は賢明なる議員諸公は充分御承知の事と思います。先の議案で那覇、真和志両市合併に当って合併補助金の三十万円の少額に於いてすらハッキリした指持に基かなければならない不安定な戝源であると云う当局に対する御心盡しから戝源を確定ならしめる為には認められないと云う議会の真剣なるお考えから致します場合は例え口頭で支出すると云う事がありましても相手は軍でございまして若し軍が是丈の大きな額に上る所の補助金がストップされた時どうして事業を行うか不執行にすれば良いではないかと云う事であればそれ迄でございますが事業の不執行は出来ない。既に執行しております。

二号橋の如きは既に完成致しております。そうして事業の執行のこの予算はヂャンヂャン支出されております。所謂資金操作は今日行われておりまして既に工事費は支出されているので御座います。だがこの才入財源は到って不安定であると云う点から見舞金即ち講和発効前見舞金のハッキリした数字を申上げますと九百七十七万四千四百七十三円が今先申上げました軍補助金の戝源が八百二十六万五千円に稍相当する金額であると云う点に於いてそう云った不安定な事態に遭遇しても那覇市政の運営がそれこそ文字通りの混乱萎縮を免かれる様な戝源となっておりますが故に市の將来の行政運営が旨く為されて行くと云う点を考えまして今回の更正に際しては是を事業面に振り向けなかったと云う事をハッキリ申上げまして皆様の御了承を得たいと思うのでございます。更に若し八百二十六万五千円がそれ程不安定であるかと云う御貭疑が出ますならば又その時に御答弁に上ると云う事に致しまして以上の見地から是丈の戝源を雑収入として受けてはおりますけれども、予算更正しなかったと云う点を御了承願いたいのであります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

（「議長委員会に付託して下さい」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今委員会付託と云う声がございますが会期は今日迄となっております。それで本案の処理方法については只今から協議会を持ちお諮りしたいと思います。尚午前から午後に亘って各議員からの活溌なる貭疑が展開された為議事も予定通り進行せず只今午後三時五十九分最早や定刻前でありますが残された議案は処理しなければなりませんので会議規則第八条に基き審議時間四時迄を時間延長致すと共に只今から協議会に入ります為に本会議を休憩致します。

午後三時五十九分　休憩

午後四時二十六分　再開

○議長（高良一君）

再開致します。協議会に於ける話合いの結果日程第八、一九五八年度那覇市才入才出追加更正予算市長提出議案第四号については貭疑続行の侭、後刻審議すると云う事で本案は後廻しと致し次の日程に進みたいと思います。御了承願います。

○議長（高良一君）

では次日程第九公有水面埋立免許申請について市長提出諮問第六号についてを議題と致し建設委員会に於けるその後の審査の経過並びに結果につき御報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題となりました日程第九の公有水面埋立免許申請について那覇市臨時市長提出諮問第六号につき建設委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告申上げます。本件は昨年十二月十七日の第二十一回議会（定例会）本会議に於いて付託されたものでありまして該諮問第六号の要旨を申上げますと、那覇市小禄区十班二十三号代表者上原光男外一名から那覇市国場川鵞鳥森南西の那覇市公有水面埋立免許申請について行政主席当間重剛より市議会の意見を照会して来たものであります。これについては当局より四つの条件参考説明として附してあるのであります。そこで十二月二十七日委員会を開催委員八名の下に主管部課長の出席を求め慎重審議を行ったのであります。

当日の審査概要を申上げますと先づ本件に対する当局の四条件に対して説明を求めました処埋立を施工するに当っては都市計画区域には入っていないので四条件を附してあるというのであります。即ち

　　一、都市計画幹線道路三系一類一号にかかる道路の部分は市に道路敷地として無償で提供すること

二、埋立地域の道路排水計画は市都市計画の指示によること

三、周囲の環境を生かす様工夫し児童公園緑地帶を適当に配置すること

四、衛生施設に留意し排水系統を樹立すること

そこで委員の方から埋立をすることに依って都計上支障はないか。又はこの場合「法」による基準等はどうなっているかという貭問に対してその基準については区画整理の場合、日本の建設庁では千坪から千五百坪迄は一割の緑地帶としているがその侭当地で適用されるものではない。住宅地帶の基準は準用できるものと考えられるというのでありますが緑地帶は必ずしも内地の基準の一割と云はず出来得る限り確保することに充分努力する様要望したのであります。又鵞鳥森の所有権及地番について貭したところ当局の答弁に依ればこの鵞鳥森は所有権も判っきりしていないし無地番であるとのことでありこの際所有権や地番を判っきりさせる為には風致上の観点も勘案し是非原形を残す必要があるという意見があり結論としては、お手許に差上げてあります答申案の通り四つの要望条件を付して原案を承認致した次第であります。宜しく御審議の上御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対し質疑に入ります。

○高良清二君

去った本会議に於きまして本員は只今建設委員長が詳わしく説明しております所の質疑を致しましたが、茲で再び委員長にお訊ね致します。只今の御説明に依りますと、地番地目はあの当時判らなかったがその後調査の結果ガーナームイは通堂町三ノ四八番地坪数にして六百五十二坪七合と云う御報告の様であります。

この報告から致し尚先日の本会議で委員長や当局の説明に依りますと大体二、三百坪あると云う様なお話の様でありましたがこの二、三百坪と云う説明はガーナームイ丈であったのか、又本日発表されました所の通堂町三ノ四八番地六百五十二坪七合と云うのは是もガーナームイ丈であったのか数字的に相当な坪数の差が出ている様であります。それを一応貭して頂きたいと云う事でお訊ね致したのであります。が只今の答申案によりますとその周辺と云っておりますが、この幾許かは只今の委員長の報告通り六百五十二坪七合を認めて良いのか或いはこの六百五十二坪七合と云うのはガーナームイを含めてその周辺の坪数であるのか、その辺が明文化されておりませんので委員長の調査の結果を御報告願いたいと思います。

○新垣松助君

この件につきまして実際問題から考えました場合我々委員会は現在迄この書類を持っていたのではなく、市当局が保管しておった関係上又当局の課長係員の退職等もあって、この土地が市有地であるのか個人有地であるのかハッキリしない為昨日の議会でも種々論議された筈でありますがその時二、三百坪と云った時この二、三百坪と云う坪数を実測しないから二、三百坪と推察したと思います。よってこの書類を市当局が調べたらハッキリとそれに対して六百五十二坪七合と云う面積が現われている事を皆様に報告致したのであります。よってこの地番地目区域は通堂町三ノ四八とこの二、三百坪と申上げますのはその当時の例えば陸から海に面したその見通し丈であって、実測そのものは我々委員会が測量する権利もないし、又越権行為であると云う面から委員会が見立て二、三百坪と云う報告をした訳であります。

○高良清二君

只今の委員長の説明ではどうもハッキリ致しませんがガーナームイは通堂町三ノ四八番地六百五十二坪七合との報告でありますがそうすると答申案に出ております所の幾許かと云うのはこの坪数に直して良いかどうか。

○新垣松助君

こう云う面積坪数に対しましては二十三番議員（高良清二君）が現在聞いているが納得が行かないという。

（笑声）

その幾許かなるものをば議会に提案しまして、この六百五十二坪七合と云う事に承認して貰いたいと云うのであります。

（笑声）（「議長休憩」「益々判らない」と呼ぶ者あり）議場騒然

○議長（高良一君）

休憩致します。

午后四時四十分休憩

午后四時五十一分再開

○議長（高良一君）

本会議を再開します

○新垣松助君

ガーナームイは原形の侭存置しその面積を六百五十二坪七合とすることに本委員会としては答申することに致しましたからよろしく各位の御賛同をお願い致します。

○大山盛幸君

本問題につきまして一応埋立する為にはハッキリした坪数があると思います。その坪数を埋立するには先ず護岸工事が先になると思います。それが普通に埋立の在り方であります。その護岸をする為にはどうしても測量が付き物でありますのでこの測量さえしておれば斯う云う問題もなくて済んだと思います。所が話によりますと現在の埋立は既に五万坪埋立したいと云う事でありますが、未だに護岸がされていないので何處を埋めるのかハッキリしていないと云う話しでありますので、早急に市当局も立会いの上で護岸の地点を何処迄と云う事を測量して貰えばガーナームイ周辺の坪数もハッキリと図面の方にも現わす事が出来ると思いますので本答申案については質疑続行の侭保留して三月の定例会でやった方が良いと思います。

（「賛成」同感」）と呼ぶ者あり）

○平良真次郎君

公有水面埋立問題につきまして去った二十五日の本会議で要望して置きました国場川一帶の埋立計画即ち市有地造成の問題について是非具体的にこの計画を推進して頂きたいと申しますのは昨日の文教厚生労務委員会に於きましても、市内小中学校から厖大なる敷地が要求されておりますが実際問題として市有地がないと云う様な現状であります。結局教育行政面から基本的な問題としての敷地確保から云っても非常に重大な問題であり且つこの埋立計画と云うのは那覇市唯一の大きな財源にもなると思います。又議員としては先日も申し上げました様に都市計画換地の問題並びに市民に住宅を與える、尚軍用地に取られた人達にも住宅となる土地を與えると諸々の問題が考えられなければならないと思います。そう云う意味から今後の計画につきましても合せて御検討願いたいと思います。特に埋立問題につきましてはこれをどう云う風にやって行くか即ち個人に続行してやらせるのか或いは那覇市自体でやって行くのかどうか更に特定の目的を持つ或いはその前にやったものに対しては許可するかどうか、以上の点も合せて將来どの辺迄やっても良いと云う事を図面上に於いてハッキリした限界をつけなければ今後に於いても紛糾を来たしますので以上の見地から是非漫湖国場川一帶の計画も合せて検討下さる様要望致します。

(「同感」「賛成」と呼ぶ者あり)

○大山盛幸君

先程本員が申上げました事について御賛同の声がございましたが更に補足して要望致したいのは先程市当局から要望もありました通りこれ以上埋立して貰いたくないと云う事でありましたが是は実際問題として事実この埋立が施行されていると云う事を聞いております。それで先程の護岸に関連して測量問題が困難を来たす恐れもありますので是非当局としても早急に測量をなし、その間埋立を中止して貰った方が良いと思いますので一応お諮り願いたいと思います。

（「賛成」「委員会に任せよ」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

それでは先程の二十五番議員（大山盛幸君）から日程第九、公有水面埋立免許申請市長提出諮問第六号については審議未了の侭来たるべき三月定例会迄保留し建設委員会で再検討願いたいと云う事でありますが左様取計らう事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計らい建設委員会に再付託する事に致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十、選挙管理委員の報酬増額についての申請を議題と致し総務財政委員会の報告を求めます。

○大山盛幸君

只今議題となりました日程第十の那覇市選挙管理委員の報酬増額の申請について総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。

本件に関しましては去る一月二十九日議長より会議規則第五十九條の規定に基き本委員会にその審査を付託されたものであります。陳情の主旨を申し上げますと現在の那覇市選挙管理委員会委員の報酬は「那覇市報酬及費用弁償条例」により委員長六、〇〇〇円委員五、〇〇〇円の枠内で支給されて居りますが選管の書記の俸給は那覇市職員の給与に関する条例により支給され増俸等の措置が構ぜられている関係上現在委員と同額か若しくは高額となり、不権衡を来たして居る状態であり、かかる観点から委員の報酬額を当局の部課長並に職員の給料とも対照されて善処して頂きたいとの事であります。

依って本委員会に於きましては二月七日並に二月二十一日の二日間に亘り委員会を開催委員全員出席の下に所管部長並びに選挙管理委員長を招致し、慎重審議を行ったのであります。

貭疑の主なるものを申上げますと

一、那覇市真和志市合併条件協定書に基き、選管の書記その他職員は吸收されたと思うが事務量に於いて職員の増減は考えられないか。

　　二、委員の給与面から見て他の職員に較べて不権衡と思われるが当局としての見解を伺いたい。

以上の二点に対しまして選管委員長並びに所管部長の答弁は、合併に伴い事務の煩鎖を来たし、又選挙人名簿等の整備を考えた場合増員はしても減員は考えられないとの答弁があり、又委員給与面から見て書記の給料より低額であるということは再検討を要する必要があると思料されるが早急な増額は時期的にみて拙いと思われる。琉球政府に於いても一億五千万円余の予算の減額が伝えられて居る関係上市への補助金にも影響を及ぼすのではないかと懸念されるので明言は出来ないのであるがこういう給与面の凸凹は改正しなければいけないと思う。

予算の許す範囲内に於いて努力して行きたいがその為には是非条例の改正が緊急問題であり、又委員会としても慎重審議を要するので当局の復案を得て更に再度委員会を開催して検討する事に致したのであります。

越えて二月二十一日委員六名出席の下に総務部長の出席を求め、当局に於ける其の後検討致しました結果について説明を聴しました処現在予算執行面では四、四半期に入って居り、各位も御承知の様に水害対策も早急に考慮しなければならない。従って三月の定例会までには財源の都合もあって条例改正は困難だと思われるので六月の定例会を期し、最高を八千円位まで引きあげて融通性のある処置を取って行きたいと斯様に申して居り、これに対しまして活溌なる貭疑が行われたのであります。即ち選挙管理委員会は選挙事務という重要な役割を担当して居る関係上報酬の改正も至極妥当な要望であるが只今迄の選管の在り方は移動、死亡等について、当面の整備は勿論のこと、有権者の登載洩れの多い事が実に多い様であり、これについては選挙の度毎に事務的杜撰さを指摘されて居り、我々も亦市民間の不満の声を耳にするのであるが一応部長級の待遇をする事とし、その条件として今迄の不完備極まる選挙人名簿についても從来の様に他動的に戸籍課からの移動、死亡等の報告を待って名簿の整理をするのでなく委員自体が自発的に率先して、名簿を整備し、場合によっては戸別訪問を行い或いは実地調査の上、徹底的に漏れのない名簿の作成を強く要望すべきであるというのであります。飜って現在の選挙管理委員会の内容等を検討致しまするに独立機関でありながら、それ自体何等の法規的な規定もなく不備欠陷が見受けられるのであります。例えば日本に於ける各都市の法規関係を調べて見ても選挙管理委員会の委員は非常勤の制度を取って居る様であり、その組織に関しては規定を設けて選挙事務の萬全を期して居る様であります。かかる観点から今一度再検討を要する点があるのではないかという意見もあり、結論を得るに至らなかったのであります。

本件に関しては先程も申上げました通り三月定例議会までに善処することは困難であり、六月の定例議会に処置する意向であるので本委員会としても当委員会に対する規定等について研究し決定しても遅くはないとの多数の意見により、一応審議末了の侭、再度委員会を以って決論を得るべく当日の委員会を閉ぢることに致したのであります。

以上二日間に亘る委員会の模様をお傳えして中間報告と致します。尚ついでに御報告を申上げますが那議第七の一号を以って総財政委員会に付託になりました世持神社宮司上間朝久外四名に係る「講話発効前の損害補償見舞金配分に関する陳情」については、一九五八年二月十日本人より撤回して貰う様、申出がありましたので議長宛左様報告致しますと共に本陳情を撤回することに致しましたから御了承願いたいと思います。

○議長（高良一君）

議長からお諮り致します。只今委員長から報告がありました通り結論は出ず中間報告であり、委員会としては之を継続審査致したいとの事でありますが左様取計うことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め本陳情は議会閉会中に於ける継続審査をなさしめる事に決定致します。

○議長（高良一君）

日程第十一、那覇市十区二組道路設置方の陳情について建設委員会の審査の経過並びに結果の報告をお願い致します。

○新垣松助君

只今議題となりました日程第十一の「那覇市十区二組道路設置方の陳情について」本委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本件については一九五八年一月五日議会会議規則第五十九条により議長から本委員会に付託されたものであります。

依って当委員会は二月六日、七日　八日の三日間に亘り全委員出席の許に主管課長の出席を求め、その審査を行ったのであります。先ず最初に本陳情ヶ所の現状について、主幹課長に説明を求めました処、該陳情個所は以前巾三尺から四尺位の小さい露地であり、その露地に面して、地主が垣根を作ったために道が塞がれ、その上露地の眞中に家を建させたため通行が全然出来なくなった状態になったので附近の人々が非常に不便を感じ何んとか元の通り、通行が出来るようにしたいと云う訳で、今迄に何回となく地主と家主に折衝し漸くのことで地主は承諾したものの、家主が応じて呉れないので今迄延々になったようであります。ところが最近になって家主が立退いても良いという事で承諾したので、この際是非道を開けて貰い度いと云う附近住民からの陳情であるという当局の説明でありました。そこで委員の方から都市計画上の道路という面から考えた場合、陳情個所の道路開設はどうなるか等を貭したところ都市計画による路線ではないから法に基いての道路開設と云うことは考えられない、然し將来の交通の便を考えて都計による区域として地主が承諾すれば問題はないが惧らく地主が承諾しないだろうということでありました。

何れにしても当局の説明だけでは審査の慎重を欠ぐ惧れもあり、委員会としても交通の便と防火という面から考え、一応現場を調査することになり、翌七日に現場を視察致したのであります。

越えて八日午前十一時から委員会を開催引続き審査を行ったのであります。

当日の討論の主なものを申上げますと、現場の状況視察の結果から見ると巾三尺から四尺の小さい露地であり、通路を作る位は隣組でも出来る問題であるが、然し陳情の経緯からすると土地と家屋の所有権という重要な問題があるので処理は隣組の意志では出来ないから市の方でやって呉れという要望である。附近住民の利益を考えて市が面倒を見るべきだ、という意見や、又その様な小さい露地を一々市が手をつけた場合將来もこう云った陳情が多々あるのではないかという事が考えられ都計事業は勿論その他の面に於いて支障は起らないかという意見もあって活発なる論議が交されましたが結局土木課としては、本陳情個所が旧道であったという事と交通量の面から考えて開けてもよいという意向であり、勿論これは本格的な道路としてではなく、石粉を入れる程度のもので経費も掛らないから市がやっても良いということであります。それで委員会としても、旧道であったと云う立前で石粉を撒いて貰い、現在施行中の都計道路である第一相互銀行向いの切り立ててある個所は階段を造ってその露地と通ずる様にして開設して貰うことに意見が一致したので之を採択することに致したのであります。

以上当委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告申上げまして各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

本件について貭疑に入ります。

（「貭疑、討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ではお諮り致します。本件については委員長の報告に対する貭疑討論を省略し直ちに採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないものと認め採決に入ります。日程第十一、那覇市十区二組道路設置方の陳情については委員長報告通り可決する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様可決決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十二、安里川護岸決壞工事に関する陳情について建設委員会の審査報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第十二の「安里川護岸欠壞改修工事に関する陳情について」建設委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本陳情につきましては去る一月三十日会議規則第五十九条に基き議長から本委員会にその審査を付託されたものであります。

依って二月六日、七日、八日の三日間に亘り全委員出席の許に主管課長の出席を求め、審議を行ったのであります。

当日陳情書の審議案件が三件もあり、本件については主管課長の説明丈に止めましたが、当局の説明によりますと、この護岸工事は一九五九年度の建設計画策定書に第一期工事として工事費五六〇万円上げられているとのことですが、惧らく八〇〇万円位の工事費を要するとの説明で、今その図面の作製中であるとのことであります。このようにして建設計画書にも謳われている個所でありますので当局としても慎重調査検討の結果、応急処置を講ずることにして長さ約三十米で三十万円の工事費を三月の追加更正予算に計上し着工したいとの説明がなされたのであります。

そこで各委員から四月かおく共五月頃迄に工事を完成するようにしなければ相当な被害を蒙むる恐れがあり、これは早急に手を付けなければならない問題であるとの意見があって、一応現場を調査して決論を出したいというので当日は委員会を閉じたのであります。

翌七日午前十一時全委員出席の許に主管課長を伴い現場に赴きましたところ、丁度七日未明の蒙雨で河が氾濫し附近住宅が床上まで浸水した後でありまして、その混乱した中を現場検分を行った次第であります。

越えて八月午前十一時再び委員会を開催、引続き審査を行ったのであります。　そこで各委員活発な討論の結果、当局側としても該陳情個所をその侭放置すると水勢の為土手の方が浸蝕され家屋が危険であり、時期雨期に備える為にも是非暫定措置の工事でも良いから四、五月頃迄には完成して戴くよう要望すると共に、全員一致之を採択することに致したのであります。

以上当委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告申上げて各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

本件につきましても委員長の報告の通り議会としても本陳情の重要性は誰方も否定出来ないと思います。

依ってお諮り致します。本件について質疑討論を省略し直ちに採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採決に入ります。日程第十二安里川護岸欠壞工事に関する陳情については委員長の報告通り可決する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十三むつみ通り道路鋪装及び下水溝設置並びに不法建築物の撤去の陳情について建設委員会の審査の経過並びに結果の御報告を御願い致します。

○新垣松助君

　只今議題になりました日程第十三の「むつみ通り道路鋪装及び下水溝設置並びに不法建築物の撤去の陳情について」本委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本件については、一九五八年一月二十八日付会議規則第五十九条により議長から本委員会に付託されたのであります。

本陳情書の要旨を申上げますとむつみ道路排水その他衛生上の施設が放置されている為一部屋内の流し水が道路上に浸潤し少しの降雨にも泥土化するので営業上甚大な影響を受けているから次の事項を市の方で施設して戴きたいという陳情であります。

第一次要望事項

一、むつみ通り延四七間の路面に旧正月迄に砂利にて、鋪装して戴く事。

二、同じ下水溝（側溝）の施設をして頂くこと。

三、道路上の不法建築物（易相談所）を撤去させて頂くこと。

第二次要望事項

一、路面をコンクリートにて鋪装して頂くこと。

二、適当な場所に共同便所を施設して頂くこと

三、適当な場所に塵芥捨場（集積場）を施設して頂くこと。

以上陳情の要旨であります。依って当委員会は二月六日七日八日の三日間に亘り委員全員出席の許に主管課長の出席を求めその審査を行ったのであります。

先ず初日の委員会に本陳情について現地調査による当局の説明を聴取しました所、道路の凸凹が激しいため利用者の不便が感じられたので早速石粉を撒いて地均ししたそうであります。

排水溝については現在使用されている暗渠で当分間に合うということでありました。路面鋪装については現在通り会にアスファルト四缶の手持があり、それを提供するから是非鋪装して貰いたいという通り会からの申出があったので当局としては石粉と人夫を出せば予算も大して掛らないし、鋪装は充分可能であるのでその面で折衝済みだとの事でありますので委員会と致しましてもこれを諒承し当局の考え通り実施して貰い度いと要望したのであります。

次に道路上の不法建築物（易相談所）の撤去については、事実不法建築物であるかどうか又易者は賃貸借の契約はどうなっているか等の貭疑が活発になされましたが、この通りで不法建築物は易者の一軒丈で、安村氏と賃貸借の契約をしており、簡單には出来ないし、又市としては、今のところ不法建築物を撤去させる権限はないし、結局は河川法による公有水面の認定をして貰い、それによって、撤去させる以外に道はないということであります。

それから第二次要望事項である共同便所と塵芥捨場（集積場）の件もありますので一応現場を視察することになったのであります。

翌七日午前十一時から現場を視察致しましたところ、丁度その日の未明に降った例の豪雨で河が氾濫した後でありまして河川上の店鋪や、川添の店鋪の被害者等で混雑を極めている中を調査をした次第であります。

越えて八日は午前十一時から委員会開催現場視察の結果による結論を得るため、全委員出席の許に主管課長の出席を求め引続き審査を行ったのであります。共同便所と塵芥捨場（集積場）の二件について当局として設置する考えがあるかどうか、その他関連する問題について、訊ねたところあの場所には空間がないから惧らく共同便所や塵芥捨場は設置出来ないのではないかと考えるが、現場の状況を良く調査して計画を樹てて報告したいとのことでありました。そこで当委員会と致しましては共同便所については、当局で状況を良く調査して出来る丈陳情趣旨に副うようにして貰うこと、塵芥の集積場についてはその一帯の土地相場や利用価値という面から地主が反対するであろうから設置出来ないと思うので通り会の各店から一定した塵箱を作る様に、市の方から各商店に呼びかけて処理する方法以外に道はないという意見がありましたので、これを当局に対する要望事項とし、全会一致之を採択することに致したのであります。

以上当委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告申上げて各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し質疑に入ります。

（「貭疑なし」呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

貭疑ない様でありますので貭疑を省畧し討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を省畧し只今より採決に入ります。

日程第十三むつみ通り道路鋪装及び下水溝設置並びに不法建築物撤去の陳情については委員長の報告通り可決する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

賛成多数であります。依って左様可決々定致します。

○議長（高良一君）

次日程第十四、水害による欠壞道路の修復と排水路施設並びに靈御殿小路の排水施設と路面補修の早期実現方に関する陳情についてを議題と致し建設委員会の審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第十四の水害に依る欠壞道路の修復と排水施設並びに靈御殿小路の排水施設と路面補修の早期実現方に関する陳情について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本陳情につきましては去る二月十日会議規則第五十九条に基き議長から本委員にその審査を付託されたものであります。本陳情書の概要を申し上げますと

去る二月七日未明の大豪雨のため寒川区中通りが地滑り欠壞して諸車の通行不能を来し危険な状態で附近の農地や宅地に被害を及ぼしております。この原因をなしているのは靈御殿小路からの排水施設がない為であり、是非この際欠壞道路の修復と靈御殿小路の排水施設を実現して戴きたいというのであります。そこで二月十二日委員会を開催当日は全委員出席の許に主管部課長の出席を求め審議が行われたのであります。

最初に二月七日大豪雨で同陳情個所の被害調査に依る当局側の説明を聴取致しました処、寒川区から全域区に至る道路の崖崩れで長さ二十米位欠壞しておるが、大体この道路は工事中に二回も崖が崩れ今回で三度目であり、これの修復については慎重に調査検討して施行に掛りたいというのであります。それに伴って該道路の崖崩れの一原因をなしている靈御殿の排水も今回は是非施工せねばならないというのであります。そこで委員と当局間で貭疑応答がなされたのでありますが現場視察の動議があり開南（七区二組）の陳情個所の視察も兼ね現場調査を行ったのであります。

翌十三日委員会を開催再び当局の実地調査による措置の見解を求めた処、靈御殿については今調査中であり、早目に着工が出来ると思うが、豪雨に依る欠壞道路については明日からボーリングをして下層部の地貭地盤を精密に調査しそれによって設計に当るので時日を要するとのことであり又その施工経費を訊ねました処、靈御殿が三十万位の経費がかかり、道路の欠壞が調査後でないと分らないが凡そ六十万円位とのことでありますが、何分道路の欠壞個所は全城区一帯に対する食糧品の運搬やその他諸車の通行に欠くべからざる重要道路であり、早急に復旧しないと寒川区民及び全城区民が困るがこれに対する当局の措置を貭したのであります。これに対し当局では予算の関係上三月の追加予算に計上するか若しくは他の工事費を流用する以外に方法はないということであります。然し三月の追加予算を待つ間に又大雨でも降った場合益々崖崩れが大きくなりその工事費が多額になるので応急処置を講じたらという意見と三月の追加予算を待って恒久的工事を施行すべきであるという二つの意見があり活溌な論議が交わされたのであります。結論として御手許にお配りしてある報告書の通り二つの要望意見を付しこれを満場一致で採択致した次第であります。何卒宜しく御審議の上皆様の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対し貭疑に入ります。

○大山盛幸君

当局にお訊ね致します。該場所は二回も工事中に崩れたと云う委員長の報告でありますが、それが今度本格的な欠壌となって市民に多大の迷惑を與えているが、該場所の排水溝について当局としては如何なる措置を講ずるか説明願います。

○土木課長（安里一郎君）

当局としては確かに排水溝に不備の点もあったと考えております。然しハッキリ確言する事が出来ませんのでその点御了承願います

○大山盛幸君

本員の見た所に依りますと、靈御殿小路から流れる水の方は現在崩れている場所の排水溝に流れているのであります。然し現在崩れている排水溝の水はそこを曲って具志堅醤油に行く所の排水溝に続いておりますが、あの溝は絶対そこに流れる状態のものではないと思います。又あの排水溝に相当泥が沈澱しており、その為にああ云う欠壌を惹起したと思います。話に依りますと元の石垣にその侭積んでコンクリートを打ったと云う事であり、是は工事監督の大きなミスではないかと思います。

○土木課長（安里一郎君）

あの道路の完成間際になって私土木課長に就任致しました関係上ハッキリ判りませんが、調査の上ハッキリ致したいと思います。

○大山盛幸君

該場所は御覧になれば判りますが、あの反対側の溝は殆んど埋まっており、水も絶対通りませんので早急に応急措置を講じ赤丸宗の道路に通ずる水がスムースに流れる様に、この点については今後慎重に現場を調査監督し、再びあー云う欠壌のない様市民の生命財産に不安を與える様な事のない様に重ねて要望致します。

○議長（高良一君）

他に貭疑なければ貭疑を打切り討論に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（高良一君）

では貭疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論ないものと認めます。依って只今から採決に入ります。

日程第十四、水害による欠壌、道路の修復と排水施設並びに靈御殿小路の排水施設と路面補修の早期実現方に関する陳情については建設委員会委員長の報告通り可決する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

多数賛成と認め左様可決々定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第十五開南地区七区二組道路新設に関する陳情について建設委員会の審査の経過並びに結果の報告を願います。

○新垣松助君

　只今議題になりました日程第十五の開南地区（七区二組）道路新設に関する陳情について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本陳情につきましては、会議規則第五十九条に基き、議長から本委員会にその審査を付託されたものでありまして、本陳情の概要を申上げますと、道路の中央に住宅建築の計画があり、目下地均しを施工中で、本道路の遮断は住民の交通に不便をきたすのみならず、万一火災等不測の亊態が發生するに於いては消防活動は勿論のこと避難等に一大支障を来たすので、本道路を施工して賁いたいというのであります。

そこで二月十二日委員会を開催委員会全員出席の下に主管部課長の出席を求め審査を行ったのであります。

先ず委員の方から本陳情ヶ所は道路の計画案があったかどうか、又建築許可をしたのは、法的裏付けがあったかどうか、を訊ねました処、当局としては、道路はあった方が良いと考えられるが、別にそこは道路計画はないし、建築基準法から視ても何等違反ではないので、法を押えることは出来ないというのであります。又聞くところに依るとこの土地が法人の所有地である関係上、干渉が出来ずにいるとの話であり、建築許可が二月七日に下り、二月十日には既に骨組も出来上っている様であるが、当局はその完成前に手を打って、道路計画の立案が出来ないものかというのに対し、今その建物を撤去させた場合補償は勿論出さねばならないし、既に建築申請については道路関係を所管している都計課並びに建築課で建築許可を與えている手前、当局の不信を招く様なものであるというのであるが、委員間では建築許可申請があった場合は横の連繋を密にし、支障なからしめる為にも土木課との連絡も必要であるというので、相当活溌なる意見が開陳されましたが一応現地の状況を実地に調査する必要があるというので其の後直ちに現場視察を行ったのであります。降って翌二月十三日委員会を開催先日の視察状況からいろいろ貭疑が交わされましたが、該道路計画が可能であるか、どうかが焦点に絞られましたが、当局としては可能性がなく、法的にはどうしても建物を撤去させることは出来ないと云うのであり、結論としてこの陳情は既に建築許可も與えているので、それを撤去させるにしても法的裏付けもないということから本件に関しては、これを不採択と決定した次第であります。

以上簡単ではありますが、本件の審査経過並びに結果を御報告申上げます。

○議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対し貭疑に入ります。

○仲宗根梶雄君

是は重復するかも知れませんが、その地区に必要な該建物の地域内に於ける土地は、現在及び将来道路に必要と認められる土地であるか、どうか、更にこの住宅の建築確認の日時が何日になっているか、又どの程度委員会で調査したときには、建築が進められていたかどうか以上三点についてお訊ね致します。

○新垣松助君

今先も申上げました通り、当局の説明によりますと、この道路はあいてはおりますけれども、道路計画はなかったと云う事がハッキリしております。もう一つはこの建物に対しましては既に二階まで骨組みは出来ておると云う面から考えまして、当局に是の撤去方は如何にするかを訊ねました所、是を撤去する法的根拠はないから、撤去させる事が出来ないと云う事であります。それから建築確認の日時につきましては、当局からお説明願いたいと思います。

○仲宗根梶雄君

今三点についてお訊ねした心算でありますけれども、その要領を得ていない所もありますので、更にお訊ね致します。現在又は将来に於いてそこに道路の必要があると認められるかどうかの問題でありますが、話によりますと、是非其処に道路が必要であると云う噂を聞いている訳であります。そうすれば結局将来是非とも必要であると云う風に認められるならば、今の内に手を打つべきではないかと、その点本員残念に思うのであります。

そこで将来の為に本員は貴局に此の様な問題が再び起らない様に次の事を要望致します。建築について那覇市内では不法建築とか何とか、徒らにあちこちで騒いでいる現状で、市行政運営のそう云った所から無駄が出て来はしないか、それを事前に於いて何とか措置して貰いたい訳であります。当局は不勉強であるかどうか判りませんが、現行法では斯う云う種類の撤去或いはそれの制限をする事は出来ないと云う事であります。私は現行の建築法では出来ないと云う様な当局の見解に対しては疑問を抱くものであります。建築法は先程も話がありました様に、建築それ自体は建築技術の問題、建築確認の問題であって、そこに必要であれば撤去させなければならんのは一ツの政治でなければならないと思います。是非必要であれば何とか手を打って政治的に解決出来る途は幾らでもあると思います。そう云った当局の努力は今後とも絶対に要請しなければならないと思います。その意味に於いて当局にこの様な問題について将来どう云った考えで臨むか将来の方針について承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

主管課長が席を外しておりますので、私からお答え致します。

今の御貭疑は将来街の發展に伴って其処に道路を予定すべきであると云う場合は未然に手を打って建築阻止しなければならないが、それは出来るか、将来はどうするかと云う御貭疑でございますが、私有地であるそれが都市計画の中の道路予定地でない場合、例え将来に於いてそこに道路を敷くべきであると云う予想がつきました場合、市は個々に於ける建築の阻止をする事は不可能と考えておりますが、それが可能な事がございましたら御教示方お願い致します。

○仲宗根梶雄君

只今の答弁は私の期待していた答弁はなかった訳でありますが、不可能な場合もありましょう。又可能でないと云う事も今決定する事は出来ないと思います。問題はその関係者と如何に話合って事前に措置するかと云う事が問題であります。この問題についてはもっと事前の努力が結局物を作り上げると云う事を指摘致します。

○森田孟松君

本陳情に対しましては、添付された図面を見ますと、道路の計画になっているように思いますが、是は那覇の都市計画の基本的な立場から見て斯う云う風な道路計画が樹立されているかどうか、自然発生的なものか、どうか、若し是が都市計画の基本的な立場からこの道路の計画がされているとすれば、今先市長が云われた様に私有地の取扱い、或いは建築法の色々な問題点がありますが、是が市の都市計画としての道路の計画線であるならば、今の仲宗根議員が云われた様に事前に地主或いはその建築主と話合って、政治的に何とか打開の途はあったんじゃないかと思います。

今後そう云う凡な都市計画から生れる所の今後の道路の開通と云う様な事は、他にも斯う云う事はあり得ると思いますので、充分この辺は建築課も又横の連繋を取って頂いて将来に於いて斯う云う事が起らない様に努力して貰いたい事を要望致します

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

他に貭疑ない様でありますので貭疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」「採決」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

只今討論なしと云う声がございましたのでお諮り致します、討論を省略し直ちに採決に入る事に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○市長（兼次佐一君）

その前に先程の答弁に補足して御説明申上げます。建設委員長が報告を為った通り委員会に於ける當局の回答の通り、都市計画の計画道路ではございませんので御了承願います。

○議長（高良一君）

では採決に入ります。日程第十五、開南地区七区二組道路新設に関する陳情について建設委員会の報告通り不採択即ち否決することにして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め否決する事に決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程十六、蔡温橋より姫百合橋間の護岸工事施工方の陳情についてを議題と致し、建設委員会からの審査の経過並びに結果の報告をお願い致します。

○建設委員長（新垣松助君）

　只今議題となりました日程第十六の蔡温橋より姫百合橋間の護岸工事施工方の陳情について、建設委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本陳情につきましては、本月の二十五日の本会議に於いて本委員会に付託されましたものでありまして、昨日二十七日委員会を開催委員十四名出席の下に主管部課長の出席を求め審査を行ったのであります。その審査の概要を申上げますと、

先ず委員より本件については去年十二月十日に於ける第二十一回議会で那覇、真和志両市の合併に伴う条件の策定書にも謳われている通り「新市の建設基本方針として蔡温橋上流の河川、護岸の早期実施」という明文があり、これが早期実現は安里川周辺住民の斉しく切望している現在、当局として如何なる所信を持っているかを貭したのであります。これに対し当局としては策定書にもある通り、次年度に於いて当初予算で計上する積りであるが、予算の関係でどうなるか、今のところ判っきりした御答弁は出来ないというのであります。

そこで建設計画に就いて訪ねました処計画も出来上り予算関係で今放置されている状態であるが、次年度予算に於いて財源の見透しがつけば直ちに着工するとのことであります。

委員会としては、本陳情書にもある通り台風や豪雨の度毎に河沿え周辺一帶の住家が水浸しになり家財道具、家屋の損害甚しく住民の保安は勿論、衛生上に蒙る物心両面からしても、これが早急な工亊が必要であり、又は那覇、真和志の合併の策定計画に基き是非該護岸の工亊を施工する様予算獲得にも所管課は尽力すべきであると、活溌なる意見があったのであります。

結論として該陳情書は那覇、真和志の策定書にも謳ってある通り新市建設基本方針として取上げられておる以上之に就いては、当局所管課も予算獲得を期すべく尽力するとのことでありましたので本陳情につきましては万場一致これを採択致した次第であります。宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の報告に対し貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

貭疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」「意見なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論を省略し、只今より採決に入ります。日程第十六蔡温橋より姫百合橋間の護岸工亊施行方の陳情については、委員長の報告通り可決する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って本案は左様可決確定致します。

○議長（高良一君）

次日程第十七、ガーブ川水上店舗撤去反対についてを議題と致し建設委員会の審査の経過並びに結果の報告をお願い致します。

○建設委員長（新垣松助君）

只今議題になりました日程第十七の「ガーブー川水上店舗撤去反対について」当委員會の審査の経過並に結果について御報告申上げます。

本件に関しましては二月二五日の本会議に於いて当建設委員会にその審査を付託されたものであります。

陳情趣旨を申上げますと、ガーブ川一帶の浸水に就いて科学的に究明しようとはせず、世論という名の下に一挙に水上店舗を撤去させようとすることについては、組合員の生活を脅す結果となるばかりでなく大那覇市の市政を誤る由々しい問題だと思うので撤去に反対すると共に速かに抜本的対策を講じ、善処して頂きたいとの亊であります。

依って本委員會は二月二十六日、二十七日の二日間に亘り委員会を開催、委員全員出席の下に主管課長の出席を求め、その審議を行ったのであります。

　本陳情については先の本会議で付託になりました今度の才入才出追加更正予算の第四款六項河川費のガーブ川浚渫費（八六一、〇〇〇円）とも関連致しますので、これと一括議題にして審議致しましたところ、各委員から活溌な論議が交わされましたが結局この件については陳情者の意見を聴取することと、現場調査して検討したいとの意見がありましたので、一応現場視察を行う亊とし、当日の委員会を閉じ、超えて二十七日午前十時四〇分から全委員出席の下に主管課長の出席を求め、参考人として陳情者代表を招致し意見を聴取致したのであります。

陳情代表の山城善光氏の意見によると、あの建物を建てる時には市が都市計画による亊業を実施する場合に於いては全面的に協力するという一札を入れて、あの場所に家を造ったのであるから都市計画による亊業を実施する場合は必らず撤去すると云う態度には変りはない。問題は撤去させるということが、都計上からいって決定的なものであるか、どうかであるが吾々として納得がいかない。今度の浸水の原因が河川上の店舗に一部分の影響があったことは認めるが、河川工亊のストップや今度の雨量が四十九年ぶりの氾濫を示しておることからも大きな原因をなしていると思うので恒久的護岸工亊並びに浚渫工亊を施行し是れに依る長期的店舗の設置を計画して戴き抜本的に工亊を進める亊について予算も増額して水害を防ぐことをお願いしたい。

以上のような意見があり、これに引続き当局へ撤去方の陳情を出した那覇水害対策委員会代表の宜保為楷氏から参考意見を述べたいとの要望に依り、全員之を了としその意見を聴取いたしましたところ、浸水の根本原因は水上店舗であり、以前久茂地川やガーブ川を六十万円で浚渫したことがあったが、河川上の建物が当時はなかったので、浸水騒ぎをする迄に至らなかったことからしても水上店舗が浸水の理由の一となっている、今回の水害の段階からみてもはっきりしている。

水上店舗の支柱を実地に見ても解る様に林立しそれに引掛る塵芥や板切れ等で水のはけ口を塞ぎ河水の氾濫を見たのであり、むつみ橋際の板切れ丈でもトラックの三台もあり、我々はこの際都市計画や都市の美化から考えても再びこの悲惨が繰り返さない様当局の善処が望ましいというのであります。依って当委員会と致しましても、市長の基本的な考えを貭すべきだとの全員の意見に依り直ちに市長の出席を求めた訳であります。

市長に対する貭疑の主なものを申上げますと、

一、市長は本会議に於いて店舗を撤去させる意志のないことをはっきり言っていたが、その通り確認して良いか。

一、水上店舗に対する市の基本方針を伺いたい

以上二点について市長の意見を貭しました処、水上店舗に対する市の基本方針として河川法の認定により将来撤去させるということは、全体協議会でも申上げた通り理由は好しくないという見地に立って撤去するということを明らかにしたい。然し乍ら今度の浸水の總てが、水上店舗に懸るものではない、一部分の水上店舗に原因をなしていることは確かであるが、これを以て直ちに撤去させる理由にはならないと思料される、仮に撤去させる場合の亊を考えると該当件数が二〇〇戸もあり、これに依って生活をしているのが一、〇〇〇名にも及ぶ事からしてこれが撤去については大きな社会問題となる虞れがあって、今すぐ撤去するということでなしに応急措置として今回の予算議案を上程したのである。

以上の様な市長の答弁でありましたので委員会としても市が将来撤去させるという意志には変りはないということを再確認し一方陳情者代表の山城氏も都市計画に依る亊業を実施する場合には撤去するということであったので、結論として本陳情は将来河川法の認定ということも考え、又市長の意志も撤去させることに変りはなく、時期的な問題として検討しているということであるし、又世論としても撤去を望んでいるので撤去させるのが妥当な処置であり、本陳情についてはこれを不採択と決定致した次第であります。

以上当委員会の審査の経過並びに結果を申上げ皆様方の御賛同を得たいのであります

○議長（高良一君）

本件について貭議に入ります

○真栄田義晃君

本陳情につきましては午前中に水上店舗の撤去方について全員一致決議しておりますので、この件は當然否決されるべきと思いますが、その前に要望を申上げますと申しますのは本陳情は利害関係者の陳情であるのでその主張は多少主観的に傾いていると思いますが、本陳情についてこの調査資料を客観的に見て正しいと見られると思います。即ち水上店舗はこの度の浸水の原因の一つには間違いないのでありますが、この水上店舗のみが浸水原因の凡てではなく、向うは地盤が低く河底が六尺に満たない現状で、然もあの川は安里川、真和志、開南、城岳方面から水が流れてくる為、又今回の場合は四十九年振りの豪雨であった亊から斯う云った被害を齎らしたと思います。従いましてこの水上店舗を撤去する亊のみによって一切が解決するものでもなく、根本的な対策が講じられない限り、その解決は不可能であると思います。その根本的な解決をする為には政府によって準用河川の認定を得る亊が先決問題であり、それに依り河川の解決は政府の手に依って又その財源も政府の方で負担して貰う、もう一つは立除きさせるに致しましても既にこの人達はあの水上店舗に依って生活を営んでいる以上、この人達の今後の生活問題も考えてやらなければ、いきなり街頭に放り出すと云う亊はお気の毒であり、然も二百五十何戸の人々に対する充分な補償を與えると云う亊は限られた市の財政ではそれも困難視されると思います。以上二つの見地から水上店舗を早急に撤去させる亊については技術的な見地から考慮して特に危険なものを先にやり、その他のものについては政府によって準用河川の認定を受けて後、政府の手に依ってこの人々に充分な補償をやるべきであり、その建物が不法建築物であるかどうかは別として現実に向うで零細な收入で生活を立てている以上この方々を路頭に放り出すと云う亊は社会問題にもなりますので、政府の手に依ってこれら問題を解決させるべき一日も早く準用河川の認定の為に努力して行きたいと思います。又當局も議会もそう云った趣旨で今後水上店舗の問題、川の氾濫阻止の問題についてはそう云う態度で今後やって貰いたいと云う亊を要望致します。

○議長（高良一君）

他に御意見ございませんか

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では貭疑討論を省略し採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め本件については貭疑討論省畧し直ちに採決に入ります。

日程第十七、ガーブ川水上店舗撤去反対については委員長の報告通り否決する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないものと認め、本陳情は之を否決する亊に決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第十八、若狭小学校々地拡張についての陳情を議題と致し文教厚生労務委員会の審査の経過並びに結果の報告を願います。

○平良真次郎君

只今議題となりました日程第十八の「若狭小学校々地拡張について」当委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告致します。

本件は、今期議会の初日に於いて当委員会にその審査を付託されたもので、先ずその主意を要約して申上げますと、現校地三千坪を三千六百五十四坪に拡張して貰い拡張に当っては當校東側の五筆の民有地を近榜の市有地と交換してほしいとの要望であります。

本陳情は、一九五七年二月七日の第十七議会で審議末了となり、継続審査をなすことに議決されたものの、その後市会の解散等により議会の成立を待って今日に至り、再陳情に及んだものであります。

即ち若狭小学校は泊北岸地域より通堂町那覇までの広範囲な学区域で開校当時十一学級、五二三名の学童数が一ヶ年後の今日では七九五名、十八学級となり、年々膨大な増加率を示し、その収容能力も限界に達しており、従って校舎増築を計画するにしても運動場を一部利用する他なく、斯くては運動場の狭隘を感ずることは自明の理であり、従って児童の健康教育は勿論のこと、教育行政の育成、強化充実の見地からせめて二百米のトラックがとれる様、校地を拡張して貰いたいというのであります。

　依って当委員会は、本月二十六日委員八名出席の許に関係部課長並びに若狭小学校長の出席を求め、早速審議に入り、関係当局の本件に対する意向を貭しましたところ、社会課、戝政課、都計課　区画整理課と各課夫々の立場から種々相互に関連する内容を持つものであるに拘わらず、遺憾ながら各課長とも就任後、日が浅く、充分なる連繋がとれず、検討してないので、直ちに調査検討の上、報告するとの答弁であります。

次に当日の貭疑の主なるものとしては、若狭小学校開校に当って「当初計画の地積は幾坪であったか」との貭問に対し、「四千五百坪を要請してあったのが、現在の三千坪になった」との同校々長の答弁があり、更にその時期と理由について伺ったところ「不明」だとの亊であります。

依って本委員会としては、陳情人側の現地に於ける説明聴取が審査の進行を有利にするとの観点に立ち、午後から現場視察に赴き、区画整理課の所持する校地周辺の地図面と対照しつつ検討を加え、その結果については更に二十七日の委員会に於いて慎重に審議すべく、全委員意見の一致をみて、当日は現地で散会したのであります。越えて昨二十七日委員八名出席の許に、那覇区教育委員会事務局長伊良波長正氏の出席を求め、委員会を開き、「若狭小学校々地拡張について」校舎割当並びに将来に対する那覇市の諸学校配置計画等に関し、説明を聴しましたところ、市内各小学校、中学校についてその学級数、在籍児童数、校地面積、その基準等について詳細な説明がなされ、更に配置計画としては小校、中校、高校に分類して一九六七年五月現在を目標にして編成された計画案の提示があり、これに依ると旧那覇地区で小学校十四校の中、泊小学校が本年四月一日で開校予定、真和志地区では七校、中学校が旧那覇地区で六校、真和志地区で四校、高等学校が那覇、首里、真和志に各一校宛を設置予定との亊であります。

尚現在の小中校でその敷地料を支払っている学校が首里中校、城岳小校、壺屋小校、城南小校、城北小校の一部、垣花小校、小禄小校、高良小校、これ等の支払総額が百二十八万五千余円で全額市補助によって維持している様であります。

次に本件に対する関係当局の意向が昨日の委員会に於ける答弁が莫然としておりましたので、本日重ねて訊ねた訳でありますが、当委員会としては、本陳情の要望を実現せしむるについてその方法として五筆の民有地地主に対する換地予定地があるか、又は当局に於いて買上げる意思があるや否やについて訊ねましたところ買収案ということは、市の財政不如意の折柄、考えられず到底むつかしいとの亊であります。換地にしても学校周辺に四、三〇〇坪の市有地はあるが、是は奥武山公園地域の立退者一三五戸を予定されているので換地案を現在のところ、むつかしく、更に垣花小校、壺屋小校、開南小校等もあり、若狭小校のみを特別優先せしむる亊は、限られた市有地を各校毎に満足する様には割当られない亊を御諒承願うとの答弁であります。

　従って当日の論議の焦点は必然的にこれ迄の学校敷地の問題処理が過去に於いて、はかばかしくないばかりでなく、将来に向って此の種陳情が漸増するであろうことが予想されるが、その対策について各委員間に活溌な意見の開陳がなされた結果、委員会としてもその実現に努力を惜しまないが、執行当局に於いてこれらに対する積極さに欠ける点が感じられるので、当局を督励しつつ、併せて議会並びに地区教育委員会共々に出来得る限りの努力を致し教育行政の万全を期したいと考えるものであります。依って本件につきましては一応継続審査の上、もっと具体的結論を打出すべきであるとの意見もあったのでありますが、一応陳情の趣旨も首肯出来るので之を採択の上、市町村自治法第六十五条の規定に基き「当局に於いて措置せしむる」亊に全員意見の一致を見た次第であります。

　以上、当委員会に於ける審査の経過並びに結果を御報告申上げ、各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対し貭疑に入ります。

○高良清二君

　只今若狭小学校からの校地拡張についての審査報告がありましたが、関連致しますので、その機會をもちまして将来に悔のない様に或いはもっとハッキりした法的な亊態の処理について、本員自身不充分な点がありますのでその点お訊ね致しますと申上げますのは、今年になってから教育四法が通過し四月一日から実施すると聞いておりますが、この中の教育委員会法の中の第四節第一款財産の四十四条「教育区は学校その他教育機関の為にする財産を基本財産として維持することが出来る」とあり第二項「教育区は持定の目的の為にする特別の基本財産を設け又は金殻等を積立ることが出来る」と云う様に謳われておりますが、現在那覇市有地であり乍ら学校が使用している分の土地その他の建物が那覇市有地に属する財産はこの法律に依って自動的に教育委員会の財産になるものであるかどうか、或いは何か手続きを経なければならないのであるか或いは仰言る通り財産を教育委員会が所有しないと云う事になりますならば、是は如何なる方法に依って教育委員会の財産になるか、或いは現在我々が那覇市民の財産であると云う理由をもちまして教育と云う立場からハッキりしない点に於いて、この那覇市有財産を教育委員会に無償で貸與している恰好になっているが終戦以来全島市町村に於いてもその通りと思いますが、那覇市会に於いても財産を無償貸與すると云う様な決議も為されていないと思います。若し議会亊務局辺りでこの財産を無償で貸與すると云う様な決議案でもあればと参考の為にお訊ね致します。ないとすれば今回如何なる方法に依ってこの財産を教育委員会に無償貸與するかと申上げますのは市町村行政なり琉球教育委員会法の制度に於ける教育行政なるものは独立機関であります。そう云う風な時に現在那覇市有財産を教育委員会に形式的に無償貸與している様な事実を将来如何なる法的手続に依って是がスッキリした解決がつくか、文教厚生労務委員会に於いてその点審査の対象になっておれば具体的な内容について御報告願いたいと思います。

○平良真次郎君

本問題につきましては前議会に於きましても所謂教育と云う立場から基本的な考え方としては敷地問題が困難である、つまり敷地がなければ教育自体の運営が出来ない、斯う云う様な観点からしましてそれではこの敷地は一体何処が管理し且つ又何処の財産になるかと斯う云った問題について疑問を持つと同時に研究しているのであります。又教育四法については高良議員からも御説明がありました通り我々としても誠に望ましいものではありますが、明確なる財産取得について法的な明確指示がないのであります。更に本問題については伊良波事務局長にもこの土地の買收費並びにこの問題について委員会として或いは是は立法措置等をして貰わなければ将来に於いてとんでもない亊になるし、更に今後の学校敷地の問題については既に行詰まっており、今回もその問題についてお訪ねした所無償貸與と云う様な形式でやっていると云う亊であります。

然し議会側に於いてこの問題を如何様に取扱ったか、或いは今迄の学校敷地についてどう云う風に取扱ったかは議会の方でお判りと思いますが、この問題につきましては非常に微妙なもので法的な財産取得については明文がない。所が学校教育面からこの学校教育について市としても努力を払ってやらなければならないと云う風に思料致します。特にそう云う風な面からも今後の学校敷地の問題が基本的なものになりますので、これはハッキリして今後に於いて指導し或いは地域的な問題そう云う風な資料を要求して是も昨日頂いておりますが、斯う云う風に系統立て一つの学校教育行政をハッキリ当局としても努力しなければ議会としては基本的な解決はむつかしいと云う風に本員も考えております。そう云う意味から教育委員会、当局並びに議会共々に校地問題について慎重に検討を重ねて行かなければいけないと思います。現在ペリー小学校、壺屋、城岳についても再三申上げております通り、過去に於いて公約された換地の補償は未だに解決されていないと云う実情から見て、更に学校敷地拡張問題も非常にむつかしい問題となると思います。斯う云う風な面からも早急に当局としても議会も委員会としても、この問題を取扱って行かなければならないと云う亊を昨日の委員会でも話合ったのであります。

それから学校敷地の管理、取得がどうなるかと云う法的な裏付けについては教育四法が出た許りでありますので、ハッキリした何も出ていない様であります。以上御報告申上げます。

○高良清二君

只今は私からお訊ね致しました趣旨の論点については余り満足なる答弁は得られなかったのでありますが、それで宜敷うございます。そこで文教厚生労務委員会の方々に要望を申上げて置きたいと思います。理由は先程本員から申上げました様に教育四法の中の教育委員会に依って教育委員会の方で財産は維持するとか或いは積立るとかいろいろその所属の根本法は謳われている様でありますが、その手続きに於いて不明確でありますので、この法律案を審議する時には立法院の文教委員会で相當議論も交わされ或いは研究されているものと思いますので、お手数ではございますが、この産を維持したり、或いは積立する様な即ちこの立法の趣旨は奈辺にあるか、又本員が今先お訊ね致しました所の財産の取得方法については如何なる方法でやるか、こう云った点を文教厚生労務委員会の方で検討下さいまして、来たるべき議会に於いてこの点を明らかにして、若し立法院でこの立法趣旨についてハッキリしていない場合には我々那覇市議会に於いて立法院或いは琉球政府を督励し琉球全般の教育の問題として、全市町村の財産の問題としてこれを取上げ訴えてハッキリした線を打出し疑問の残らない様にやって行きたいと思いますので、その点を充分御研究下さる様に要望致します。

○議会事務局長（友寄隆次郎君）

今先二十三番議員（高良清二君）から学校敷地について教育委員会に議会に於いて無償払下げの決議をした亊があるかと云う御貭疑でありましたが、私が亊務局に参りましてからそう云う亊は勿論ないのであります。是はその以前に於いてもそう云う亊はなかっただろうと思います。

○議長（高良一君）

他に貭疑がなければ貭疑を打切り討論に入る亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では貭疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論がなければ討論を省畧し採決に入りたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め討論省畧し採決に入ります。日程第十八若狭小学校々地拡張について陳情は只今の委員長報告の通りと可決する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様可決する亊に決定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次は先程保留となっております日程第八、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算についてを議題と致し御審議願います。

○総務部長（仲原英通君）

先程多数の議員各位から本追加更正予算について修正の要望がございましたので、一応当局としても是を修正する亊に致しますから御訂正を願います。それで一応その内容を御説明申上げます。先ず歳入におきましては講和發効前の見舞金が九百七十七万四千四百七十三円ありますので是を一応雑收入に受入れ、それで財源の捻出をしたと云う亊になりますし、又要望に対しまして靈園の既に盛られた所の予算でありますので、是の執行を生かす為にその侭存置して貰いたいと云う要望に副いましてこの侭生かす亊にし、その財源は結局港湾使用料の増收と講和發効前の見舞金の中から百二十三万六百六十五円を取りまして是を予算の收入に充てている訳でございます。それで皆様の御手許にあります議案を修正して頂きたいと思います。本当であればプリントにしてお配ばりすべきでありますが、時間の都合上、それも出来ませんので、その点御了承願います。歳入の方の下の方に歳入合計の上に空欄がございますのでそこに記入して下さる様にお願い致します。十一款雑收入三項雑收入六目雑收入前回迄の累計額の所一千三百三十五万九千三百十九円それに追加更正予算額の所の欄の下に九百七十七万四千四百七十三円合計二千二百十三万三千七百九十二円それから歳入合計の所で最初の方はその侭で追加更正予算額の所の欄一千百万五千三百七十三円それの合計二億一千二百二十四万八千六百二十六円、それから四枚目の歳出合計の所に十五款予備費一項予備費一目予備費であります。前回迄の累計額百二十万円それから追加予算額の所に八百五十四万三千八百八円合計九百七十四万三千八百八円四十三節予備費八百五十四万三千八百八円歳出合計前回迄の累計額の所に二億百二十四万三千二百五十三円その次の追加更正予算額一千百万五千三百七十三円合計の所に行って二億一千二百二十四万八千六百二十六円それから三枚目の五款都市計画亊業費、靈園亊業費、是は全部消して頂きます。以上であります。宜敷く御審議の程お願い申上げます。

○議長（高良一君）

本案について貭疑に入ります。

（「貭疑討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

本案につきましては議員多数より修正方の要望がありましたものを、當局としてはその意を了として修正提出された議案であります関係上、貭疑、討論共にその必要はないと思います。依ってお諮り致します。只今申上げた理由により貭疑、討論を省略し直ちに採決に入って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め貭疑、討論を省畧し只今より採決に入ります。日程第八、一九五八年度那覇市歳入歳出追加更正予算市長提出議案第四号につきましては、当局提案の修正案通り可決する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者多数）

○議長（高良一君）

賛成多数であります。依って修正案通り可決々定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

以上を持ちまして本日の日程は全部終了致しました。

尚閉会に当りまして市長から御挨拶がございますので暫くの間御靜聴願います。

○市長（兼次佐一君）

大変御苦労さんでございました。是で安心致しましたので（笑声）早速執行にかかるべく努力致します。去った初日の本会儀に於きまして、資金カンパの件について相當議論が出たのでありますが、當時私は是は公金扱いしないと云う事を申上げておきましたが、議員多数が公金扱いした方が良いと云う様なお考えの様であります。然し公金扱いにしても、しなくても目的は同様でありますので、各位の御納得の行く様に公金扱いにすべく次の議会にそう云った措置を取りたいと思っております。長い間誠に有難うございました。

（拍手）

○高良清二君

只今の予算は可決されましたが、御承知の通り予備費が相當残っている様であります。予算の提案については勿論當局の権限でありますが、是は莫大な金額であり、問題が講話發効前の補償金でありますので、一応是を来るべき予算議会前に全員協議会を持って頂きその使途の方法について具体的に當局と膝を交えて懇談し議会の意思を反映して頂く様當局に要望致します。

○議長（高良一君）

では是を以て第二十二回議会を閉じることに致します。長期間慎重御審議下さい満して有難う御ざいました。

（午後六時四十六分閉会）
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一、欠席議員氏名


 
  	議員
  	玉那覇有義
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長
  	兼次佐一
  	社会課長
  	野村安彦
 

 
  	総務部長
  	仲原英通
  	都計課長
  	知念英五郎
 

 
  	社会部長
  	護得久朝俊
  	建築課長
  	水間平
 

 
  	総務課長
  	比嘉律雄
  	土木課長
  	安里一郎
 

 
  	財政課長
  	崎浜国宏
  	首里支所長
  	伊波広定
 

 
  	税務課長
  	普久嶺則明
  	小禄支所長
  	神山孝標
 

 
  	勧業課長
  	渡久地敬正
  	真和志支所長
  	義永栄善
 




一、亊務局出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣繁
 

 
  	書記
  	新垣襄二
  	同
  	湧川朝興
 








一、会議録署名人

一九五九年一月六日


 
  	一番議員
  	久場景善
 




一九五九年一月五日


 
  	四十五番議員
  	普久原朝光
 




一九五九年一月六日


 
  	議長
  	高良一
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